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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『美少女作家と目指すミリオンセラアアアアアアアアッ!! ３』

電子版特別ショートストーリー









前回までのミリセラ










　ＪＤに告白した（と勘かん違ちがいされるようなセリフを吐はいた）所をＪＫに見られていました。

　そんでＪＤにもＪＫにも惚ほれられています。ＳＫ（社会人）ももう時間の問題。

　清きよ純ずみ爆ばく発はつしろっていうか、もうお前爆ばく弾だん自体になって四散しろよ。
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「黒くろ川かわ、重版だ」

「は？」

　霞かすみ副編集長からのその言葉に、思わず妙みような声が出てしまった。

「重版って……なんのですか？」

「【日ひ陰かげぼっこ】に決まってるだろう」

　それは天てん花かの──天あま花はな光こう星せいの新作のタイトルだった。

「いや、まだ発売してませんけど……」

「そんな事は分かっている。だから、発売前重版だ」

「……なん……だと……」

　発売前重版──その名の通り、発売日前に重版（増刷）がかかる事だ。

　いや、それの存在自体はもちろん知ってるけども……実際に自分が担当した作品で経験するのは初めての事だった。

「ＷＥＢ上での第一章先行公開が完全にはまったな。ネットでは既すでに絶賛の嵐あらしだ」

　当たり前の話だが、重版というのは売れている作品にかかるものだ。

　実際に店頭に並んだ作品が、想定を超こえる売れ行きをみせた場合に重版となる。

　いくら先行公開分の評判がいいからといって、『売れそう』などという曖あい昧まいな予測で為なされるほど甘いものではない。それなのに──

「リアル書店、ネット通つう販はん、電子書しよ籍せき全すべてで、予約が殺さつ到とうした為ための営業部判断だそうだ」

　今回はあの【ガルディニア戦記】の天花光星の新作という事で、大分攻せめた初版部数となっている。それでも足りない、との判断が下ったという事は……実際に相当な数字が出ているんだろう。

「ありがとうございます」

「おや？　正式な社会人になってからの初重版にしては淡たん泊ぱくな反応だな。もっと喜んでもいいんだぞ。『やったー！』とか『よっしゃー！』とか『うっ！……ふう』とかな」

「最後のおかしいだろ！」

　最も早はや日常となった上司へのタメ口ツッコミを入れつつ（それもどうかと思うけど）、改めて自じ戒かいする。発売前重版はたしかに喜ばしい事だが、浮うかれている訳にはいかない。天花と俺の目指すべき所は遥はるか先なんだから。

「まあ……目標は単巻でのミリオンセラーですから」

「なるほど。しかし、その割りには下半身が緩ゆるんでいるようだが」

「口元だろ！」

　駄だ目めだ……もう相手にしてられない。

　俺は、【日陰ぼっこ】の見本誌（発売前に見本として刷られる本。実際に店頭に並ぶのと全く同じもの）を手にする。

　副編集長が絶賛の嵐と言っていた通り、サンダル文庫のＨＰ上で行われた、一章の先行公開の反はん響きようはもの凄すごかった。




『あの天花光星がラブコメ？　と心配しながら読んだが、完かん璧ぺきに杞き憂ゆうだった』『一章にして既に破格の面おも白しろさ……これは【ガルディニア戦記】を越こえるかもしれん』『前作とは明らかに文体が違ちがうのに、ビンビンに伝わってくる天花光星感……この作家は個性なんて一言では片付けられない何かを持ってる』『ここまでキャラクターが立ってるラブコメを読んだ事がない』『早く最後まで読ませてくれええええっ！』




　寄せられる意見はほぼ賞賛の声のみで、否定的な意見はほとんど存在しなかった。

　内容には絶対の自信を持っていたので、この反応は想定の範はん囲い内だったが……それが発売前重版に繫つながるとは思わなかった。

　戦略として、元から発売前重版をかけるという事が決まっており、話題作りの為にそれを大々的に発表するケースもあるが、当然これはそういった類たぐいのものではない。

　予約注文が殺到した為に発生した、れっきとした実重版だ。

　自分が担当した作品が実際に数字となって評価される……気を緩めるつもりはないが、やっぱり嬉うれしい。俺は、この喜びを一番に共有するべき相手に電話をかけた。

『黒川さん、こんにちはっ！』

　開口一番、朗ほがらかな声が飛んでくる。

「うん。今、時間大だい丈じよう夫ぶか？」

『あ、大丈夫です！　もう学校から帰ってきてお家うちですから全く問題ありませーん!!』

「げ、元気だな……」

『そうですか？　私はいつもこんな感じですよ！　あ、あはははははははっ!!』

　たしかに普ふ段だんから天てん真しん爛らん漫まんな天花だが、この異様なテンションはそういう問題じゃない気が……最近電話すると、毎回こんな感じなんだよな。何か、無理して取り繕つくろっているような感じがするというか……

「何かあったのか？」

『え？　何かってなんですか？』

「いや、なんか空元気みたいに聞こえるからさ」

『ぎくっ……』

　今、口でぎくっ、って言ったぞ……

「どうしたんだ？　何か悩なやみがあるんなら言ってくれよ」

　あまりプライベートに踏ふみ込むつもりはないが、担当作家が健すこやかな精神状態で執しつ筆ぴつできるようにするのも編集者の仕事だ。

『……いえ。黒川さんに相談して解決する問題じゃありませんから』

「そ、そうか……」

　バッサリ切られてちょっとヘコむ。

『あっ……ち、違います！　黒川さんが頼たよりにならないとかそういうお話じゃなくて……原因の方に話してもしょうがないというか……』

「え？　なんて？」

『な、なんでもありません！　だ、だだ、大丈夫ですから!!』

「とても大丈夫には聞こえないんだが……」

『だ、大丈夫ですって！　ほら、イェーイ！　ウェーイ！　フゥーッ!!』

「いや、誰だれだよ……」

　無理に元気アピールしようとするあまり、なぜかパリピ風テンションに。

『フォ───────ッ!!』

「何で急にハードゲイみたいになってんだ！」

『す、すみません……ちょっと取り乱しました……』

　ちょっとではないような気がするんだが……

『と、とにかく、私はお仕事に集中するって決めましたから！　は、早くそっちの話題に移りましょう』

　若じやつ干かん心配ではあるが、まあ本人がこう言っている以上ほじくり返す必要もないか……

　俺は、本題である発売前重版の件を天花に伝えた。

『ほ、ほんとですかっ……』

「ああ。ちゃんと予約実績が出た上での事だ。やったな」

　俺の言葉を受けた天花は、少しの間沈ちん黙もくした後──

『う……嬉しいです……』

　そしてまた、少し間をあけて──

『嬉しいです、ほんとにっ!!』

　喜びを爆ばく発はつさせた。

『まさか……発売前に重版をかけていただけるなんて！』

　それは、先さき程ほどまでの不自然なものとは明らかに違う、天花の素す直なおな感情の発はつ露ろだった。

「ああ、それに関しては俺も予想外だったな」

『ありがとうございます！　これも黒川さんや歪ゆがみさん、そして関かかわっていただいた全すべてのみなさんのおかげです』

　真っ先にこういう気き遣づかいが出来るのは天花の美点の一つだ……まあこの子の場合は、気遣いというよりも本心からそう思っていそうだけど。

「まあ、俺はともかく、色んな人が尽じん力りよくしてくれた結果なのは間ま違ちがいないな……でもやっぱり一番は、お前の力だよ」

『い、いえいえ、そんな事は。私なんてまだまだ二シリーズ目が始まったばかりのペーペー新人作家ですから』
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　これも謙けん遜そんじゃなくて、本当にそう思ってるんだろうな。

「はは、お前がそれ言ったら──」

『お前がソレイユ!?』

　天花が突とつ然ぜん、声を張り上げた。

「は？　ソレイユ？　なんでいきなりその名前が出てくるんだ？」

『だ、だだだ、だって、黒川さんが言ったんじゃないですか……』

「え？……いや、俺は『お前がそれ言ったら他ほかの新人作家がかわいそうだぞ』って言おうとしただけなんだが……」

『………………………………』

　天花は大分長い間沈黙した後、

『あ、あはは！　そうですよね！　私はてっきり、好きすぎるあまり、私とソレイユさんを混同しているのかと……』

　何か取り繕ったみたいな感じだが、後半部分がボソボソすぎて全然聞き取れない。

「よく分からんが、ソレイユと何かあったのか？」

　新作のイラストレーターを決める際、ソレイユはコンペ形式の対決で敗れ、天花と組む事ができなかった。どちらを選ぶかの最終決定は天花がした訳だけど、その結果を本人達に伝えたのは俺だし、二人に直接的な繫がりはないはずだ。

　天花の性格的にソレイユを落としてしまった事を気に病やんでるとか？　それにしたってちょっと反応が過か剰じようだったよな……

「何か伝えたい事があるんだったら、今度ソレイユに会った時に言っとくか？」

『な、ないです！　なんにもないです！　あ、でも……』

「でも？」

『そ、その……どうかお幸せに、と』

「え？　なんて？」

『な、なんでもありません。そもそも黒川さんに伝えてもらうのはおかしいですし』

「？　直接言いたいんだったら場をセッティングするか？　あ、気まずいんだったら俺も立ち会うから」

『く、黒川さんは鬼おにかなにかなんですか……』

「なんで!?」

『と、とにかく！　さっきもお話しした通り、私はお仕事一筋でいきますから！　二巻も今、頑がん張ばって書いてますから楽しみにしててくださいね！　重版のご報告もありがとうございました！　イェーイ！　ウェーイ！　フゥーッ!!　フォ───────ッ!!』

「あ、おいっ！」

　天花は奇き声せいを発しながら電話を切ってしまった。ちなみに最後の言い方はハードゲイではなく、どこかの上級アンデッドっぽかった。

　いや、まあそれはどうでもいいとして……明らかに様子がおかしい。

　最初に会った時から、『基本は礼れい儀ぎ正しいけど、時折ぶっ飛んだ行動をする作家』というイメージだったが……さっきの一連の会話は、その範はん疇ちゆうに収まらない気がする。

　…………まあ、ここで俺があれこれ悩んでいても解決する問題じゃないし、今後、天花の様子には今まで以上に気を配るようにしよう。

　俺は気を取り直して、もう一人の人物に電話をかける。

『おう、清きよ純ずみか。俺様にわざわざ電話をかけてきたからには、つまんねえ用件だったら承知しねえぞ』

　……この、礼儀の欠片かけらも感じられない男の名前は歪凶きよう魔ま。

　ソレイユとの対決で勝利して、天花の作品を担当する事になったイラストレーターだ。口も態度も悪く、見た目もチンピラみたいな人間だが、文章のクオリティーに比例してイラストの質が向上するという謎なぞの能力（？）を有しており、天花とは最強の組み合わせと言っていい。

　ＷＥＢ上での本編先行公開に合わせて、冒ぼう頭とうのカラー口絵の中から一枚と、本編前半部分のモノクロ挿さし絵え二枚分も公開されていた。それより前に公開されていた表紙も含ふくめ、イラストに関する反はん響きようも本文に劣おとらず凄すさまじかった。




『やべえイラストクッソいいわ』『ヒロインかわいすぎん？』『萌もえるんだけどそれだけじゃなくて……なんか迫はく力りよくというか凄すごみがあって引き込まれるわ』『たしか新人じゃないよな、こいつ。こんな絵描かけるのになんで今まで無名だったん？』『他の担当作読んだ事あるけど、こんな凄い感じじゃなかったぞ』『なんで急にこんな覚かく醒せいしてんだよ。ドーピングでもしたかｗｗｗ』




　こんな感じで、イラスト単体に対する賛辞も多かったが、それを凌りよう駕がしていたのは、天花光星の文章との親和性を絶賛する声だ。

　これは本当にその通りで、天花の文と歪のイラストは、それぞれがただ単に組み合わさったのではなく、完全に融ゆう和わして一冊の【日ひ陰かげぼっこ】という本を形成している。

　そしてそのシンクロ具合は、物語が後半にいくにつれ、更さらに加速していく。

　一章が公開されただけでこの状態なら、実際に発売された後は、歪に対する評価は更にうなぎ登りになるだろう。

　まあそれはこれからの話だ。今は早く重版を知らせて喜ばせてやるとしよう。

「つまらなくないどころか、すごい朗報だ。【日陰ぼっこ】に発売前重版がかかったぞ」

『あっそ』

　しかし、返ってきたのはつまらなそうな反応だった。

「あ、あっそ、ってお前……嬉うれしくないのか？」

　歪は、今までに関わった作品がヒットに恵めぐまれた事がない。これが人生初重版のはずだ。

『バーカ！　俺様のイラストに天あま花はなの文章が付いてんだぞ。売れねえ訳がねえだろうが』

　天花とは打って変わって、自うぬ惚ぼれの塊かたまりみたいな考え方だった。

『俺様は忙いそがしいんだよ、こんな下らねえ電話してくんじゃねえっての』

　ぐ……尊大だとは思っていたが、なんて腹の立つ奴やつだ。

『つまんねえ話しかねえんだったら、もう切るぞ』

「お前なあ……いくらなんでも言い方ってもんが──」

『あ、一つだけ』

「え？」

『俺様と天あま花はなを繫つないでくれたのは清純、テメエだ……ありがとな』

「ぐはっ！」

　な、なんだこいつ……わずか数回のやりとりの中にツンとデレをぶっ込んできたぞ。

『おー、よしよし、今うまーいメシつくってやってるから泣くんじゃねえよ』

　そして、切り忘れたのか、電話口からは子供をあやす声が……歪は五児のよきパパであり、あと数ヶ月で六人目が生まれるという事だ。

　汚きたない……このギャップは汚い。俺がもし女だったらやられていたかもしれない──なんていう気持ち悪い妄もう想そうが頭をよぎり、慌あわてて電話を切る。

「ふう……」

　ノーマルとは言いがたい作者とイラストレーターだが、自信を持って傑けつ作さくと言えるものが出来上がった。発売前にして既すでに結果も出ている。

　あとは、少しでも売れるような努力をするだけだ。

　もう情報解禁していい、という了りよう承しようを得たので、人が増える時間帯を待ち、Ｓサンダル文庫の公式アカウントから、発売前重版の件をツイートする。

　普ふ通つう、公式からのこういった告知系のものはそこまで拡散されないのが常だが、このツイートは結構な勢いでＲＴされていった。

　少し間をおいて確かく認にんしてみた所、ラノベの情報系サイトにも『速報！　【ガル戦】天花光星の新作【日陰ぼっこ】発売前重版決定！』という見出しの記事が躍おどっていた。

　この作品は売れる……自惚れや過信ではなく、状じよう況きようを客観的に判断してそれはもうほぼ間違いがない。

　そうなれば、会社にもクリエイターにもお金が入ってきて懐ふところが潤うるおう。商業作品である以上、それは何よりも大事だ。

　でも、それだけじゃない。沢たく山さん売れれば当然、より多くの人の目に留まる、という事になる。

　天花光星の──光みつ星ぼし天花の夢は世界征せい服ふくだ。

　本を読んでくれた人の心の中には、作者である天花の一部が存在する事になる。より多くの……世界中の人達に『楽しい』を届け、その心を天花で満たす。

　それが、彼女の目指す世界征服だ。

　あまりに壮そう大だいで突とつ拍ぴよう子しもない夢だが、この【日陰ぼっこ】から溢あふれ出る熱を直じかに感じていると、あながち不可能じゃないんじゃないか、という気になってくる。

　この作品が世界中の人々に読まれているのを想像すると──ワクワクが止まらない。

　この昂たかぶりは、かつて自分が『棗なつめソウスケ』として小説を書いていた時のものと、なんら遜そん色しよくがない。

　それは編集者として──とても幸せな事だと思う。

　発売まで、あと数日。





[image: ]この作品はフィクションであり、実在する作家とは関係ありま──






「黒川、重版だ」

「は？」

　副編集長の二度目のその言葉は八月三十一日に発せられた。

　サンダル文庫の公式発売日は毎月一日だが、都内や関東近きん郊こうではそれよりも前に店頭に並ぶ事がある。日曜祝日、といった流通が止まる事情が絡からむと、更に早まる場合もある。

　実際、【日陰ぼっこ】も昨日には既に秋あき葉は原ばらの店てん舗ぽでは売りに出されていた。

　が、それにしたって一部地域での話であって、あくまでも本来の発売日は明日あしただ。

　そんな状況で重版というのは──

「既に店頭販はん売ばいされている分の速報が、想定を遥はるかに上回っていたらしい。加えて、前回の発売前重版から以後の予約の伸のびも、目を見張るものがあったという事だ」

　公式発売日を前にして二度目の重版……こんな事はそうそうあるもんじゃないぞ。

「噓うそ……じゃないですよね？」

「当然だ。君ももう、ネット上での反応は確認してるだろう？」

「ええ……それはもちろん」




『やべえ！　やべえよこれ！』『【ガルディニア戦記】の時点でも思ってたけど改めて天花光星天才すぎんだろ……』『頭おかしい。どうやったらこんなぶっ飛んだヒロイン生み出せんだよ……もう萌えとかそういうの通り越こして好きすぎる……』『主人公男気ありすぎだろ。これはアンチの湧わきようがないわ』『【ガル戦】とは質が違ちがうが、読む者をのめり込ませる文章力は健在……どころかパワーアップしすぎぃ！』『なんだこれ……ラブコメなんだけど、もうラブコメじゃない……いやどうしようもなくラブコメなんだけど！（錯さく乱らん）』『早く二巻読ませてくれえええええええっ!!』




　先行公開時以上の絶賛の嵐あらし。

　これはほんの氷山の一角で、既にブログでの長文レビューも何本か確認している。

　もちろん、歪のイラストに関する賞賛も、山のように書かれていた。

　たとえそれが数行のつぶやきであったとしても、ネット上に感想を書いてくれる人なんて、まあ何十人かに一人のレベルだろう。

　それが、この時点でこれだけ集まっているという事は──この勢いは本物だ。

　当然まだまだミリオンセラーなど、その裾すそ野のすら見えてこないが……この勢いを保ったまま突つき進めば夢じゃない。

「よかったね黒川君」

　そこで、後ろから声がかかった。

「あ、先せん輩ぱい」

　振ふり返ってみるとそこには、笑え顔がおの和のどか先輩の姿があった。

「発売前に二回も重版なんてほんとにすごいよ！　やっぱり黒川君は凄すご腕うでなんだね！」

「ありがとうございます。まあ俺の力なんて微び々びたるもんですけど」

　お礼を述べつつ、ちょっと感心する。

　普通、入って数ヶ月の後輩がいきなりこんなヒットの気配を見せたら、多少なりとも焦あせりや嫉しつ妬との感情が生まれそうなもんだけど……この先輩からは全くそんな様子が見受けられない。

　いくらまだ十代とはいえ、ここまで純じゆん粋すいな心のまま育っている人は、そうそういるもんじゃないだろう。

「はああああ……いいなあ」

　と思ったら、いきなり若さの欠片かけらもないお婆ばあちゃんみたいなため息が。

「どうしました？」

「うう、ちょっと胃がね……黒川君の担当作家さんは、二人とも素す直なおそうで羨うらやましいよ」

　あ、そっち方面の『いいなあ』か。

　この人、和小こ春はる先輩の担当作家は、ほぼ例外なくみんな、極度の変人なのである……必要経費での胃薬の購こう入にゆうが認められるほどに。

　そんな事をする前に担当を替かえてやれよ、という話だが……当の担当作家達が、和先輩を大のお気に入りとしていて、彼女が担当じゃなかったら書かん！　みたいなテンションらしい。

　その好かれ方も、別に男性作家がスケベ心からそういう事を言っている訳ではなく、年ねん齢れいや性別にかかわらず、ほぼ全すべての担当作家さんから猫ねこかわいがりされている、という。

　まあ……変人に好かれる才能があるとしか言いようがない。

　俺の担当作家だって、先輩が想像しているよりは問題アリなんだけど……先輩のそれはまた次元の違う話のような気がする。

　そのタイミングで編集部の電話が鳴った。

「はい、佐さ土ど川かわサンダル文庫編集部でございます」

　俺よりも早く和先輩が電話をとり、そして──

「うっ……あ、ああ、お世話になっております、和です」

　今、確かに『うっ……』って言ったよな。

「今日はどういったお話ですか？　はい……ええ……え？　完成したイラストに納なつ得とくがいかない？　ラフの時は先生もＯＫを出されていたと思いますが……」

　出た。ラノベあるあるトラブルの一つ、イラスト問題だ。

　俺は、先日のソレイユとひよこの一件を思い出して、思わず顔をしかめる。

　あの時はかなり特とく殊しゆな状況だったが、作家がイラストにＮＯをつきつけるのには、いくつかのパターンがある。

　完成品がラフに毛が生えた程度の粗そ雑ざつな出来の事もあるし、クオリティー自体は高くても、本文との矛む盾じゆんが出てしまっている場合もある。

　ほぼ完かん璧ぺきに仕上がっているのに、作者が妙みようなこだわりをみせて難なん癖くせをつけるなんて例もあるし……これはどのケースだろうか？

「え？　ラフの時はここにモザイクが入るとは思わなかった？　先生……常識で考えてください。ラノベで男性の局部なんてそのままイラスト掲けい載さいできる訳ありませんよね」

　いつものあいつだった！

　最も早はや難癖とかそういうレベルですらない……ＳＡサＤＯドＫＡカＷＡワを潰つぶす気かよ。

「え？　イラストが駄だ目めでも芸術作品ならオッケーだろうって？　どういう事ですか？…………せ、先生の全ぜん裸ら写真なんて駄目です！」

　頭おかしいだろこいつ！

「え？　俺のチン○は芸術的に小さいから大だい丈じよう夫ぶだ？」

　何がどう大丈夫なんだよ！

　その後、十分以上の口論の末──

「と、とにかくモザイクは絶対にとれませーんっ！」

　ついに先輩が受話器をガシャリ、と置いた。

「はああああああああ……」

　そして、盛大なため息。

「あの……人の担当作家にあんまり口出したくはないんですけど、大丈夫なんですか、その先生。なんか問題でも起こされたら……」

「あ、それは大丈夫」

　先輩は、はっきりとした口調で言い切った。

「先生ね、作品の下ネタに関してはちょっと……いや、かなり……ううん、これ以上なくアレだけど……実際に会う時は極きわめて理性的だし、私個人が不快になる事は絶対に言わないんだ。心の中の異常性を普ふ段だんは絶対に外に出さないっていうか」

　先輩…………それ一番ヤバいやつです。

　まあでも、この人が変人に好かれる理由が少し分かった。

　物事を許容できる範はん囲いが人より広いから、変人達からすると、何をやっても包み込んでくれるような安心感があるんだろうな。

　齢よわい十代にしてこの包容力はちょっとすごいと思う。

　そこでまた、電話が鳴った。

「はい、佐土川Ｓ文庫でございま──ああ、先生。はい……はい……え？　か、被かぶっててもモザイクはかけなきゃ駄目ですーっ！」

　オメエのチン○が包まれてる話はどうでもいいわ！

　先輩は編集二年目にして作家を十人以上（全員がこのレベルだとは思いたくないけど）担当している。凄すごいな……ちょっと俺には真似まねできない芸当だ。

　俺の担当作家はまだ二人。

　その内の一人、天花光星の作品はなんとか発売までこぎ着けた。天花との初顔合わせから色々とトラブル続きだったが、その甲か斐いあって最高の作品が出来上がった。

　そして、もう一人──オードリー・プッルス・ガッリーナーケウスの新作発売日も、再来月に迫せまっていた。
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「きゃっ！」

　その女性店員は勢いよく転てん倒とうし、手にしていたお盆ぼんと湯飲みを畳たたみにぶちまけてしまった。

　お茶の飛沫しぶきが、俺の対面に座っていた女性のスカートに降りかかる。

「も、申し訳ございませんっ！」

　店員は慌あわてて立ち上がり、顔面を蒼そう白はくにして頭を下げる。

「大丈夫ですよ。それよりもお怪け我がはありませんか？」

「は、はい……私は全然……ですがお客様のお召めし物が……」

「いえいえ、こんなの洗えば簡単に落ちますし、気になさらないでください」

　その女性は、天使のような微笑ほほえみを返した。

「本当に……申し訳ございません」

「私は大丈夫ですから、他ほかの方に同じ事がないように気を遣つかってあげてくださいね」

「は、はいっ……ご注文がお決まりになりましたらお申し付け下さい」

　店員は恐きよう縮しゆくしきった感じで引き戸を閉め、退出した。

　その足音が遠ざかり、気配が完全に消えた瞬しゆん間かん──

「なに、あの店員。新人なのかしら。使えないわね」

　その女性の表情が一変した。

「ていうか、肌はだにもちょっとお茶かかったのよね。あ、赤くなってる。ねえこれ労災みたいなもんよね？　ＳＡＤＯＫＡＷＡに治ち療りよう代請せい求きゆうしようかしら」

「いや、出るわけないだろ……」

　俺は呆あきれながらその女性の方を見る。

　彼女の名前はソレイユ。超ちよう人にん気きイラストレーターにして、アイドル級のルックスを誇ほこり、性格も天使。

　まるで創作物の世界から飛び出してきたかのような存在だが、実はその本ほん性しようは──

「じゃあ、アンタが個人的に払はらいなさいよ」

　……この有様だ。

　偶ぐう然ぜんにも俺がその正体を知ってしまって以来、二人っきりの時は素を隠かくそうともしない。

　天使擬ぎ態たいモードは疲れるらしく、今回はソレイユの希望で、個室付きの日本料理店での打ち合わせとなった……毎回は無理だからな、これ。

「……売れてるみたいね」

　そこでソレイユがいきなり切り出した。

「何が？」

「決まってるじゃない。天花光星と歪凶魔の新作よ」

「ああ、その話か。ありがたい事に絶好調だな」

【日ひ陰かげぼっこ】発売から一週間。その売れ行きも評判も飛ぶ鳥を落とす勢いで、三回目の重版も時間の問題だろう。

「……気に入らないわ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、忌いま々いましげな表情を見せる。

「どうしたんだ？　もう勝ち負けは気にしないんじゃなかったのか？」

　歪のイラストレーターとしての圧あつ倒とう的な力量を目まの当たりにしたソレイユは、自信を失い自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。

　わざと手を抜ぬいた絵を上げてきたりして、創作の世界から身を退ひこうとしていた。

　俺なりに説得して、前向きな気持ちでイラストを描かけるようになってもらったつもりだったんだけど……また何か問題でも出てきたんだろうか。

「それはもちろんそう。歪凶魔とか天花光星みたいな天才達に対する劣れつ等とう感っていうのはもうなくなったわ。その……アンタのおかげ──」

　そこではっ、としたように自分の口を塞ふさぐ。

「な、何恥はずかしい事言わせようとしてんのよっ！」

「いや、ソレイユが勝手に言ったんだろ……」

「ぐ……ア、アンタのくせに口答えするんじゃないわよ……」

「いや、アンタのくせにって不自然すぎるだろ……ちゃんと名前で呼んでくれよ」

「な、名前で？」

「ああ」

「じゃ、じゃあ…………………………………………き、清純」

「え？」

「な、何よそのリアクションは……」

「いや、てっきり名字が来るかと……」

「ア、アンタが名前でって言ったんじゃない」

「いや、アンタとかお前とかの二に人にん称しようじゃなくて、という意味合いの『名前で』だったんだが……」

「ま、紛まぎらわしい言い方しないでよ！」

「ああ、悪かった。まあでも下の名前で呼びたいんなら構わないぞ」

「よ、呼びたい訳ないじゃない！　アンタなんか黒川で十分よ！　黒川！　黒川！　この黒川っ！」

　……まあ本当は下の名前で呼びたいんだろうな、というのはなんとなく伝わってくる。

　ソレイユは自分の気持ちを素す直なおに表に出すのが苦手な人間だ。気持ちを汲くんで、こっちから下の名前で呼びやすい環かん境きようを作ってやるべきだろう。

「だったら俺も『玲れい子こ』って呼ぶか？」

「ぶっ!?」

　口にしたお茶を思いっきり噴ふき出すソレイユ。

「バ、バッカじゃないの！　それ本名じゃない！」

　月つき町まち玲子。かつて彼女はこの本名に近い『レーコ』名義でイラストレーターをしていた。今とは画風が全く違ちがったので、その事実に気付いている者はほとんどいない。

「ああ、もちろん身バレに繫つながるような事はしない。こういう二人っきりの時にだけ玲子呼びにするとか──」
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「な、なお悪いわよバカッ！」

　顔を真っ赤にして怒おこるソレイユ。

「玲子は禁止！　ソレイユで通してちょうだい。いいわね、く・ろ・か・わ」

「わ、分かった……」

　なぜか不ふ機き嫌げんになってしまった……

「はあ……アンタとこういう話してると疲つかれるわ……もう仕事の件に戻もどっていい？」

　そうだった。なぜソレイユは【日陰ぼっこ】が売れているのが気に入らないか、という話をしてたんだった。

「ああ、もちろん」

「歪に勝てないとか、そういう面でうじうじ考えるのはもうやめたわ。今回のイラストはものすごく楽しんで描けたし」

　その言葉通り、ひよこの新作──【ラノベ抹まつ殺さつ委員会！】のイラストは、クリエイターの『楽しい』が受け手に伝わるような素晴らしい出で来き映ばえだった。

「でも……そういう創作時の心構えとは別の部分で、やっぱり売り上げにはこだわりたいのよ。いいものが出来たから売れなくても満足です──なんてのはプロ失格だと思うし」

　その点は、俺とソレイユで考え方が非常に近い。やはり、いい作品は一人でも多くの人に手に取ってもらいたいと思う。

「私は今回の件であの子──雄おん鶏どりひよこの文章から……創作に対する熱意から力を貰もらった。だから、少しでも還かん元げんしてあげたいの。今までヒット作に恵めぐまれていなかったあの子だから、余計に」

「ソレイユ……」

「だから、あんまり【日陰ぼっこ】が話題になるのは気に入らないのよ。見てなさい……アイツら以上に市場を席せつ巻けんするのはひよこと私なんだから」

　他のクリエイターに対たい抗こう意識を燃やすのは、度を越こさなければ悪い事ではない。

　そして今のソレイユは、絶対的な観点で創作を行い、それが完成した上で、相対的な勝負を挑いどもうとしている。心理状態としては上々だろう。

「という事で、『なまさん！』出るわよ」

「え？」

「だから、今月末の『なまさん！』に私が出てあげるって言ってんの」

『なまさん！』──それは佐土川サンダル文庫が月一で行っている、インターネットでの生放送番組だ。サンダル文庫作品の紹しよう介かいはもちろんとして、作家やイラストレーターを招いてのトークコーナーも見所の一つだ。

　が、このクリエイター出演には一つの問題があった。

　作家やイラストレーターには人前で話すのを苦手とする人が多く、打だ診しんしてもなかなか出演ＯＫを貰えないのだ。中には出たがりの人もいて、声をかければいつでも出演してくれる、準レギュラー的な作家も、何人かいるにはいる。

　しかし『なまさん！』はその月の最終火曜日に放送され、翌月一日に発売される作品をＰＲするのが主な目的だ。刊行ラインナップに入っていない人に毎回出てもらう、という訳にもいかない。

　なので、場合によってはクリエイターの出演は無しで、司会者と編集部員だけで放送される事もあった。実際、今月もそうなりそうで、その体ていで台本を作り始めようかな、と思っていた所だった。

「え？……でもお前、火曜日のその時間は別の生放送があるはずだろ？」

　ソレイユは様々なメディアに顔出しで出演し、自分を売り込んでいる。

　ネット番組『働く美女図ず鑑かん』もその一つで、ソレイユはコメンテーターとして毎週レギュラー出演している。

　アニメやマンガ、ラノベなどといったサブカル業界で働く女性に密着して紹介する番組で、人気の男性声優が司会をしている事もあって、視し聴ちよう者数は『なまさん！』の約十倍を誇ほこっている。放送時間ほぼ丸まる被かぶりの裏番組のこちらとしては、非常に羨うらやましい存在だ。

「ああ、あれ？　前々から司会のキザ野や郎ろうの、打ち合わせとか反省会の時のセクハラトークがウザくてうんざりしてたんだけど、この前ついに直接触さわってこようとしたから、こっちから『卒業』させてもらったわ。ついでにそいつの事務所の偉えらーいオジサマに直じき訴そしてやったから、なんらかの処分は下されると思うわ」

　その司会者ってたしか、ワンクールに主役を掛かけ持ちする事も珍めずらしくない、あの人だよな……うん、深入りするのはやめとこう。

「あの番組、私目当てで見てた人もそれなりにいるからね。その人達はそのまま『なまさん！』にごっそり引っ張ってこられるわよ」

　そう言ってソレイユは、悪い笑えみを浮うかべた。やだこの人、頼たのもしい。

「それはありがたい。じゃあ、早さつ速そくその体で台本作るな」

『なまさん！』の企き画かく・運営は、今まで和先せん輩ぱいがメインで行っていたが、先月の放送から俺にバトンタッチされたばかりだった。

　引き継ついで二ヶ月目にしてクリエイター出演無しは厳しいと思っていたので、渡わたりに船だ。おまけに出演してくれるのは、あの『ソレイユ』だ。作品にも本人にも絶大な数のファンがついており、ツイッターのフォロワー数も数十万人という、人気芸能人並み。『働く美女図鑑』からの流入もそうだが、新規の視聴者も相当な数が期待できる。

「あ、台本はちょっと待って」

「え？」

「私が出れば、視聴者数は一気に跳はね上がるのは間ま違ちがいないわ。でも別方向からも、もう一手欲しいのよ」

「別方向？」

「そう。あの子……ひよこも一いつ緒しよに出演させるわ」

「ひよこを？……いや、それはちょっと無理だろ」

「ああ、会社員だから無理とかヌルい事言ってるみたいね。だったら顔隠かくして出ればいいじゃない。実際、そうして出てる作家、沢たく山さんいるでしょ」

　それは確かにそうだ。ひよこと同じで会社員だから、という理由だったり、専業でも顔を出すのはちょっと……という人は、色んな方法で顔を隠して『なまさん！』に出ている。

　仮面だったり、レスラーのマスクだったり……中には自作のヒロインのコスプレをして出るという、ちょっとイッちゃってる作家もいた。

「たしかに、作者なんだから本人が出て宣伝するのが自然だよな。まあもう一回交こう渉しようをしてみるけど……あいつがソレイユみたいに上手うまく喋しやべれるとは思えないんだよな」

「はあ……黒川アンタ、何も分かってないのね」

「え？」

「ひよこは上手く喋っちゃ駄だ目めなの。あの妙みような天然具合……オタク共は絶対食いつくわよ」

「そういうもんか？」

「そういうもんなの。こういうのはラノベと同じで、異なる性質の女子がいた方がいいのよ。私の天使キャラじゃ刺ささらない層の需じゆ要ようも取り込めるかもしれないでしょ」

　ソレイユは自分を商品として見て、客観的に分ぶん析せきしている……このプロ根こん性じようはちょっと恐おそれ入るな。

「ていうかさ、ひよことか、ちょっとそこいらにはいないレベルの容姿してるじゃない。性格もボケてるけどかわいらしいし、アンタ一緒に仕事してて何も感じないの？　というか、この私と二人っきりで食事してて、女の部分に全く反応しないのも男としてどうなのよ……」

　不機嫌そうに呟つぶやくソレイユだが、後半は声が小さすぎて何を言っているのか分からない。

「おいおい、何を馬ば鹿かな事言ってるんだよ。客観的に見てひよこがいくらかわいかろうが、関係ない。俺はあいつの『担当編集』だぞ。個人的感情なんて抱いだくわけないだろ」

　俺は至し極ごく当然の事を言ったつもりだったが、ソレイユはなぜか深くため息を吐ついた。

「はああ……そうよね……黒川はそういう奴やつよね。いや、まあ分かってたけど。というか、そういう所がいいんだ──って何言わせんのよっ！」

　なんで俺、怒られてるんだろう……
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「ほねがひ？」

「いや、食べ終わってからでいいから……」

「ん……」

　こくこく、と頷うなずいたひよこは、ハムスターみたいなほっぺになりながら、口の中のものを咀そ嚼しやくした。

「ふいー……余は満足じゃ」

　そしてお得意の武士スタイル。ファミレスのソファーにだらしなく身を任せ、至福の表情を見せる。

「で、お願いって何？　これだけのものを食べさせてもらったんだから、えっちな事以外だったらなんでもする……えっちな事でも程度によっては考える」
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　考えるなよ……お前の貞てい操そうは七百八十円の鯖さば味み噌そ煮に定食で決けつ壊かいするのか。

「ぽ……ピヨ純ずみが私を食べたそうにこちらを見ている」

「いや、食べないから……」

「でも、私の体、ほとんどもやしで出来てるから、食べてもおいしくないよ？」

「物理的な食べる方だったのかよ！」

「あ、でも、もやしはおいしい……もしかして私もおいしい？」

「知らねえよ！」

　やっぱりこいつ、ソレイユの言うとおり、天然というか……なんか感覚がズレてるよな。

「まあお願いっていうか、提案なんだけどな──」

　俺は、先日のソレイユとの会話をかいつまんでひよこに話す。

「──という感じだ。まあ前に聞いた時は会社員だからＮＧって事だったけど、顔を隠してならどうかと思ってな。もちろん無む理り強じいする気は無いから、駄目なら駄目でＯＫだ」

「なるほど……『なまさん！』……」

　ひよこは少しの間、視線を上に向けていたが──

「出る」

「え？」

「ソレイユさんも出るんでしょ？　一緒だったら頑がん張ばれそう」

　意外にすんなりと承しよう諾だくが取れてしまった。

「よかった。少しでも【ラノベ抹まつ殺さつ委員会！】の売り上げを伸のばしたいからな」

「うん」

　ひよこの新作、【ラノベ抹殺委員会！】の内容はこんな感じだ。

　主人公は高校生で新人賞を受賞した、新人ラノベ作家。

　下ネタ学園コメディーものでなんとか奨しよう励れい賞に引っかかったものの、その回の話題は、数年ぶりに出た大賞作品に全すべてもっていかれていた。

　授賞式にて初めて顔を合わせた大賞受賞者は、なんと同じクラスの、ドＳな美少女だった。しかし彼女はライトノベルを根絶する事を目的とした地下組織、ラノベ抹殺委員会の会長でもあり──

　基本的にコメディータッチで進行するラノベ作家ものだ。

「で、早速『なまさん！』の内容に関する話なんだが……ひよこが出てくれるんなら、やろうと思ってた企き画かくがあるんだ」

「え……もしかしておパンツにサイン書いてプレゼントとか？」

「できるか！」

　こいつ……生放送に出して大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。
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　九月の最終火曜日、『なまさん！』放送当日。

「お疲つかれ」

　ソレイユ到とう着ちやくの報を受け、俺はＳＡＤＯＫＡＷＡ本社ビルの一階受付ロビーまで降りてきた。

「こんにちは、黒川さん」

　人の往来も頻ひん繁ぱんにあり、受付の目もあるのでソレイユは当然天使モード。

　今日はこれから軽く食事をしつつ『なまさん！』の最終打ち合わせをする事になっている。ひよこはまだ会社の仕事中の為ため、業務終しゆう了りよう次し第だい合流する手て筈はずになっている。

「……今回は個室じゃないから、ちゃんと擬ぎ態たい続けろよ」

「マジで？　天下のＳＡＤＯＫＡＷＡがケチ臭くさいわね」

　俺にだけ聞こえるような声で呟き、俺にしか見えないような角度で顔をしかめる……ほんとに芸の領域だな、これ。

「お、ソレイユちゃんじゃないの」

　そこで、入り口の方から野太い声が飛んできた。

「あ、京きよう野のさん。ご無ぶ沙さ汰たしてます！　黒川さん、ちょっとだけ失礼しますね」

　ソレイユは瞬しゆん時じに、ぱああ、と顔を輝かがやかせ、その中年男性に駆かけ寄っていった……ソレイユさん変わり身マジパネぇっす。

　というかあの人……たしか超ちようがつく程ほど大手のアニメ制作会社の代表だよな？

　その人と思いっきり親しげに話しているソレイユ。各界の重じゆう鎮ちんのオジサマと懇こん意いにしているとは聞いていたが……どんだけ顔広いんだよ。

　そして改めて端はたから観察すると、ソレイユの笑え顔がおが凄すごい。

　ごく自然で、媚こびているような感じが全く見受けられない。かといって、社交辞令の一歩引いた笑いという訳でもなく、絶ぜつ妙みような塩あん梅ばいを保っている。

　純真無む垢くな女の子に何の打算も無しに笑いかけてもらいたい……という男の理想を、そのまま体現したかのような完かん璧ぺきな笑顔だ。あれが演技だと知ってしまっている俺は戦せん慄りつを禁じ得ない……女って怖こわ──いやソレイユ怖い。

「困った事があったら何でも言ってきなよ」

「ありがとうございます。編集さんをお待たせしていますので、この辺で失礼しますね」

　ソレイユは俺の所まで戻もどってきて、完璧な笑顔を一いつ瞬しゆんの内に歪ゆがませ──

「マジ無理……あのオッサン体たい臭しゆうと口臭キツすぎ」

「……お前も色々大変そうだな」

「ま、それが仕事に繫つながってるからいいんだけどね。この擬態も含ふくめて『ソレイユ』だから。私なりに誇ほこりを持ってやってるし、部外者には絶対に素すの性格は悟さとらせない」

　その瞳ひとみからは、プロフェッショナルとしての信念が感じられた。

　俺がその姿勢に感心する中、ソレイユは何かを思いついたようにぽん、と手を打った。

「あ、そーだ。あのオッサンに一つお願いしといた方がいい件があるわね。黒川、悪いけどちょっと先に出てて。すぐに追いつくから」

　そう言い残し、代表のもとへ駆け寄っていくソレイユ。

　俺がその言葉に従って、一足先にビルの外へと足を踏ふみ出した所──

「あ、黒川さん！」

　そこには、俺の担当する女子高生の姿があった。

「天花？」

　笑顔のまま、俺のもとへ駆け寄ってくる天花。

「ありがとうございます！　わざわざ迎むかえに来てくれたんですか？」

「迎えって？　お前何か勘違いしてないか？　俺はこれから外に出るんだけど……」

「……え？　今から私と打ち合わせするんじゃ……」

　天花は驚おどろいたように、目を見開く。

　もしかして──ダブルブッキング？

　いや……そんなはずはないな。『なまさん！』前の時間に他ほかの担当作家との打ち合わせを入れるはずがない。

「お前との打ち合わせは明日あしただった筈だけど」

　念の為手帳を確かく認にんしてみるが、やっぱりその予定で間違いない。

「あ……ほ、ほんとです」

　天花も、スマホで俺が送ったメールを確認していた。どうやら、単純な勘違いらしい。

「はは、時間にはきっちりしてるお前にしては珍めずらしいミスだな」

「すみません……うう……私、一体何やってるんだろう。お出かけの所、邪じや魔ましちゃってすみませんでした。また明日、改めてお伺うかがいしま──」

「黒川さん、そちらは？」

　そのタイミングで、ソレイユが合流した。

「ああ、直接の面識はなかったか。こちらは──」

「うひゃあああああああっ！」

　俺の紹しよう介かいを遮さえぎって、天花がずぞぞぞぞぞ！　と後ずさった。

「ど、どうしたんだ天花」

「ソ、ソソソ、ソレッ！……ソレレッ！　ソレレのレッ！」

　……箒ほうきで掃そう除じでもしだすのか、お前は。

「ソ、ソレイユ……さんっ……」

　なんでこんなにキョドっているのかは分からないが、天花の方はソレイユの顔を知っているようだった。まあ普ふ通つうに有名人だし、別に不思議な事ではない。

「はい、イラストレーターをしております、ソレイユと申します」

　天花とは対照的に、ソレイユは相変わらずの天使スマイルを向ける。

「こ、こんにちはっ……あ、天花光星というペンネームで活動してます、光星天花です」

「え？　あなたが？」

　一いつ瞬しゆん驚きの表情を見せたソレイユだったが、すぐさま穏おだやかな微笑ほほえみに戻る。

「びっくりしました。お若いという噂うわさだけは耳にしていましたが、まさかこんなにかわいらしい方だったなんて」

「と、とんでもないです！　ソレイユさんこそ相変わらずお綺き麗れいで！」

「相変わらず？　失礼ですが、どこかでお目にかかってましたでしょうか？」

「い、いえ！　私が勝手に見てしまっただけなんで、どうかお気になさらず！」

　このニュアンスだと、直接目にした事があるような言い方だけど……

「あ、あの……」

「なんでしょうか？　天花先生」

「せ、先日は一いつ緒しよにお仕事をする事ができずに、申し訳ありませんでした！」

「そんな……私の力が足りなかっただけなんで、お気になさらずに」

　ソレイユの言葉に、皮肉や自じ嘲ちようの色は含まれていなかった。

「そうですか……謝るのは逆に失礼かとも思ったんですが、どうしても言っておきたくて……あ、それともう一つ」

「なんでしょう」

「と、とってもお似合いだと思います！」

「え？」

「し、失礼しますっ！」

「あ、おい、天花！」

　俺の制止などまるで耳に入っていない様子の全力ダッシュで、瞬またたく間に姿を消す天花。

「な、なんか様子がおかしかったな……」

　首を傾かしげる俺の横から、ソレイユがジト目を向けてきた。

「黒川……あの子に一体何したの？　まさかもう手を付けてるんじゃないでしょうね」

「何馬ば鹿かな事言ってんだお前は……この前も言ったけど、担当作家だし……それ以前に女子高生だぞ」

「アンタの何もしてないは、世界一信じられないわ」

　……どんだけ信用ないんだ、俺は。

「そしてなんとなーく悟ったわ。あの子、何か変な誤解をしてるみたいね」

「誤解？」

「ええ。それであんだけ慌あわてるって事はあの子、私のライバ──って何言わせんのよっ！」

　だからなんで俺、怒おこられてるんだろう……
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「みなさんこんばんは！　今月も『なまさん！』始まりましたよーっ！」

　午後九時。ＭＣの元気な声と共に生放送が開始された。

　初回放送から数年にわたって『なまさん！』のＭＣを務めてくれているのは豪ごう華か絢けん爛らん氏。

　インターネットを中心に、様々な番組で活かつ躍やくされている御ご仁じんだ。

　その番組運びは絶大な安定感を誇り、喋しやべりが苦手なクリエイターが出演した場合でも、会話が淀よどみなく続くように絶妙なフォローを入れてくれる。

　視し聴ちよう者にもおなじみの存在で、コメントでイジられたりする愛されキャラでもある。

「──以上が十月発売のサンダル文庫作品でしたっ！」

　絢爛氏による新刊紹介が終わり、番組は今回のメインコーナーに移る。

「さてみなさん……実は本日はものっすごいゲストに来ていただいてます。誰だれだと思いますか？……気になりますよね？　じゃあ誰が来てるのか四択たくクイズで──あ、そういうのもういいですか。予告してるからもうご存じですよね。コメントも『はよ』『はよ』ばっかりですし……それでは早さつ速そく登場していただきましょう！　本日のゲストは、先程ご紹介しました【ラノベ抹まつ殺さつ委員会！】のイラストレーター、ソレイユさんでーす!!」

　絢爛氏の言葉に合わせて、ソレイユがフレームインする。

「みなさんこんばんはー」

　その瞬しゆん間かん──

『来たあああああああっ！』『生ソレイユたんだああああああ！』『かわいいいいいいいいいいいいっ！』『天・使・降・臨！』『サンダルはじまったな！』『サインほしいいいいっ！』『新刊十冊予約したぜ！』『美女図鑑からきますた』『おまいらの愛でソレイユたんが見えない件！』

　画面がコメントで埋うまる祭り状態。

　ソレイユ効果は数値にも如によ実じつに表れており、いつもは千人台の視聴者数も、既すでに余よ裕ゆうで一万人を突とつ破ぱしている。そして更さらにもの凄い勢いで伸のび続けている。

「お、ようやく僕らの顔が見えるようになってきましたね。それでは改めて、本日のゲスト、ソレイユさんです！」

　コメントが少し落ち着くのを待って、絢爛氏が進行を再開する。

「はい、イラストレーターのソレイユです。みなさん、今日はよろしくお願いします」

『かわいいいいっ！』『ここがヘブンか……』『これは完全に童どう貞ていを殺すソレイユ』

　ただ笑え顔がおを向けただけで、コメントが賞賛の嵐あらしに。

　いくらなんでも騒さわぎすぎだと思うが……たしかにソレイユは上手うまい。相変わらずの天使スマイルもそうだが、喋り方も硬かた過ぎずフランク過ぎずの絶ぜつ妙みようなバランスを保っている。

　アニメ会社代表と話していたのとはまた違ちがうテクニックだ。こいつマジで凄すごいな……

　そんな事を考えている間にも、絢爛氏とソレイユのトークが展開されていた。

「さてソレイユさん。満を持しての『なまさん！』初登場ですが……なんと今日はもう一人、ゲストがいらしてるんですよね」

「はい。【ラノベ抹殺委員会！】の作者である、オードリー・プッルス・ガッリーナーケウス先生です」

『作家名長過ぎｗｗｗ』『オードリーって外国人？』『日本のオッサンに一票』

「お、では作者さんとイラストレーターさんの揃そろい踏ぶみという事ですね」

「そうなんです。本来は私なんかより先に登場されるべきなんですけど、とってもシャイな方なんで、自分の出番は後にしてほしいと」

「なるほど。しかしそのオードリー先生、今もう僕の視界には入ってるんですけど……えっと……この方本当にシャイなんですか？」

「あ、あはは……」

「僕とソレイユさんのこの困こん惑わくを理解してもらう為ためにも、登場していただきましょう！　【ラノベ抹殺委員会！】作者、オードリー・プッルス・ガッリーナーケウス先生です!!」

　絢爛氏の紹介に合わせて、スタンバっていたひよこがフレームインする。

　その姿を見た視聴者の反応は──

『ｗｗｗｗｗ』『なんだこれヤベえ』『放送事故ｗｗｗ』

　それもそのはずで、ひよこの格好は真っ黄色の全身タイツ。それだけでもかなりアレだが、首から上が更にヤバかった。

　おそらくは（鳥の）ひよこのかぶり物なのだろう。

　が、その嘴くちばしは縫ほう製せいが甘く、縦にぱっくりと割れており、目はそれぞれあさっての方を向いていてまるで焦しよう点てんが合っていない。

　はっきり言って……いや、どう言っても気持ち悪い。

　ひよこ本人は「今日の為に夜なべして作ってきた。これはキモかわいい」と自信満々に言っていたが……

『キモいｗｗｗ』『ウケるｗｗ』『軽いグロ画像』『やっぱりサンダル文庫の作家は頭おかしいのしかいない』

　だからやめとけって言ったのに……

「それでは先生、自己紹しよう介かいをお願いします」

「みなさんこんばんは。オードリー・プルッ……オードリー・プルッ……ガリッ……ガッリナー……ガリッ……ガリッ……ガリガ○君です」

　考え得る最低の間違い方しやがった！

『怒られるぞｗｗ』『嚙かみすぎワロタｗｗｗ』『自分の名前くらいちゃんと言えｗｗｗ』

　というツッコミに交じって、

『というかオッサンじゃなくて普通に女の子だったな』『声かわいくね？』『衣装のインパクトで最初は目が行かなかったが、胸ヤベえな』『エロいのに全然エロくない（笑）』

　との声も。まあこんな格好してりゃそうなるわな……

「はい、早くも大人気のオードリー先生ですが、その先生とソレイユさんに参加していただいて、本日のメインコーナーに入りましょう。『クリエイターラノベあるある！』」

　俺がやりたかったのはこれだ。ひよこの新作はラノベ作家ものだから、作品ともマッチしていて丁度いいだろう。

「それではフリップに書いて、挙手制でお願いします！…………お、ソレイユさん早い！」

「はい。『作中の女の子達がかわいすぎて、恋こいしてしまう』」

　そこには文字と共に、【ラノベ抹殺委員会！】のヒロインズ三人がデフォルメされて描えがかれていた。

『かわいいいいっ！』『ソレイユたんマジ最高！』『てかこの短時間でどうやったら三キャラも描けるんだよ……凄すごすぎる』『本人もイラストも天使！』

　自分のイメージアップに繫つなげつつ、作品のキャラも印象付けるとか……有能すぎるだろ。

「あ、オードリー先生も手が挙がりました。どうぞ！」

「はい。『作品を書いてると……は……は……はくちょっ！」

　セリフの途中でくしゃみが出てしまうひよこ。

「……すみません。ひよこの格好してるのに、白鳥みたいなくしゃみをしてしまいました」

『そこじゃねえよｗｗｗ』『天然かｗ』『カワユスｗｗ』

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それでは気を取り直してもう一度お願いします」

「はい。『作品を書いてると……は……は……はくじょっ！」

　またしてもくしゃみ。

「……すみません。今度はひよこっぽく『はくぴょ』にしようと頑がん張ばったんですが、嘔おう吐と宣言みたいなくしゃみになってしまいました」

『なんだｗそれｗｗ』『発想がおかしいｗ』『やべえこの子の本買いたくなってきた』『だなｗ絶対面おも白しろいだろ』

　やっている事はこの上なく無能なのに、作品の販はん促そくに成功している……なんだこれ。

「オ、オードリー先生。時間もありますので、そろそろラノベあるあるネタを……」

「はい。『作品を書いてると……は……は……はくほっ！」

　さ、三回目……

「……すみません。ひよこは無理でもせめて鳥関連に戻そうとした結果、白はく鵬ほう関みたいなくしゃみになってしまいました」

　いや名前には『鵬』って入ってるけど、鳥関連ではないだろ……

「うう……こんな大事な時にくしゃみが止まらな……は……は……はくほ……はるくほーがんっ！」

　お前もう完全にふざけてるだけだろ！




　……コーナーはその後十分以上続いたが、ひよこの口からあるあるネタは一つも出てこなかった。
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【ラノベ抹殺委員会！】が発売されてから、一週間が経過した。

「おっ……」

　その売り上げ速報を目にした俺は、思わず声をあげてしまった。

　目を見張るような驚きよう異い的な数字ではない。

　しかし、ヒット作に恵めぐまれた事のない作家の新作初速としては悪くない。

　いや、悪くないどころか……もう少し頑張れば重版がかかってもおかしくない数字だ。

　ここ一週間ずっとチェックしてきたが、内容の評判も上々だった。

『ギャグが突とつ拍ぴよう子しもなさ過ぎて面白い。斜ななめ上ってレベルじゃない方向からネタが飛んでくる。作者の頭の中どうなってんの？』『文とかキャラのテイストは軽いんだけど、最終的には熱い。なんか作者の魂たましいみたいなものが伝わってくるような文章』『生放送見て、このヤバい奴やつがどんなもん書いたんだ、と全然期待せずにお布ふ施せ感覚で買ったらガチで面白いやつだった。嬉うれしい誤算』

　そのほとんどが新規の読者だったが、

『この人の作品は全すべて読んでいるが、前二作と今作の間に何があったのか、という程の豹ひよう変へんぶり。もちろんいい方向で。デビューから日が浅いとはいえ、プロの作家が短期間でここまで成長するなんて事があるんだろうか？　そんな事を思ってしまう程に最高だった。中の人が変わったとかじゃないよね（笑）』

　という、既き存そん読者からの嬉しい意見もあった。

　そして、ソレイユのイラストについての言げん及きゆうも多数。

『ソレイユ、ちょっと画風変わった？』『いい……いままでのソレイユたんも最高だったけど、これはガチ最高！』『ソレイユ神は神を超ちよう越えつした何かに進化した』

　そして、天花・歪組に勝まさるとも劣おとらないくらい、文章とイラストのマッチングを賞賛する声が多かった。

　ひよことソレイユのコンビが機能するまで一ひと悶もん着ちやく……いや、何悶着かあったからな。この評価には俺の感かん慨がいも一ひと入しおだった。

　天花の時と同様、作品の行く末がまるで我が事のように感じられる。

　クリエイターと一緒になって一喜一いち憂ゆう出来る事に、喜びを感じる。

　編集者って──楽しい。
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　編集者の仕事というのは『本を作る事』だ。

　クリエイターとの打ち合わせ、出来上がった創作物のチェック、新作の企き画かく会議、営業・校こう閲えつ・印刷などの各部署との折せつ衝しよう、書類発送といった雑務──その他本当に多た岐きにわたる業務内容の全てが、本を完成させる事に繫がっている。

　しかし完成すればそれで終わり、という訳では無く、その先にはそれを『売る』という絶対的使命が待ち構えている。

　これをメインで行っているのは営業部だが、ＳＮＳでの宣伝や販促企画の提案など、俺達編集部員にもやれる事は多い。

　ＳＡＤＯＫＡＷＡは商業作品を出版している会社で、俺はその中の佐土川サンダル文庫の編集部員だから、『サンダル文庫』から『本を出して』それが『売れる』事が何よりも大事だ。

　そういった観点で考えた時、非常に重要な業務内容がある。

　新人賞の選考だ。

　現在、サンダル文庫では実に様々な作家先生達が執しつ筆ぴつをしてくれている。

　数々のレーベルを渡わたり歩く『傭よう兵へい』と呼ばれる人、『小説家になるぜ』・『サクヨム』などのサイトに掲けい載さいされたＷＥＢ作品が書しよ籍せき化され作家になった人、本ほん郷ごう編集長が世界各地から発はつ掘くつしてくる謎なぞの実力者。

　もちろん、その出自に貴き賤せんは無いし、うちの文庫で書いてくれているのは本当にありがたい事だ。

　でも、その中でも『サンダル文庫作家』というイメージが一番強くなるのは新人賞出身の作家達だ。

　ストレートに『サンダル大賞』という名が付けられている我が文庫の新人賞。

　これを受賞した作品が連続して売れれば、サンダル文庫、サンダル大賞のブランドイメージが上がり、翌年以降の応おう募ぼ者数も増えていく。

　逆もまた然しかりで、受賞作品の不調が続けば、サンダル文庫は作品を見る目や、作家を育てる力がない、と判断されてしまう。

　良くも悪くも、新人賞受賞作家はサンダル文庫というレーベルと切っても切れない存在なのだ。新人賞の選考作業は、サンダル文庫の将来を左右しうるといっても過言では無い。

　故ゆえに、理想としては一次選考から全ての原げん稿こうを俺達サンダル文庫編集部員がチェックしたい。でも、四桁けたにも及およぶ全てに目を通すのは不可能に近いので、基本的に一次選考は下読みと呼ばれる外部委い託たくの人達が行い、俺達が目を通すのは二次選考から、という形になる。

　今回俺に割り当てられた本数は三十本。

　当然、これを読むための時間などを特別に作ってもらえる訳ではなく、日々の業務の合間に選考を進める事になる。

　俺は、まだ配属されて数ヶ月という事もあり、担当作家こそ二人だけだが、その分書類仕事や雑用的な事を任される割合が多く、時間的な余よ裕ゆうはあまりない。

　いくら速読が可能とはいえ、なんとか時間を捻ねん出しゆつして読む以上、極力面白い作品に当たりたいと思うのが人情だが……なかなかそう上手うまくはいかない。

　一次選考を通過してきた作品だから、小説としての体てい裁さいは保たれているものがほとんどだ。が、だからと言って＝面白いという事ではない。

　文章やキャラが最低限のレベルであったとしても、エンターテイメントとして昇しよう華かできていないものが多く……読んでいて楽しさよりも苦痛を感じる場面の方が圧あつ倒とう的に多い。

　だが、俺はこの新人賞の選考が嫌きらいじゃない。

　完成されたプロとはまた別の──荒あら削けずりな熱が感じられるからだ。

　心の底から湧わいてくるこの何かを誰だれかに伝えたい──そんな想おもいがビンビンに伝わってくる作品は、好きだ。

　ストーリーがおまけレベルで、まるで漫まん才ざいの台本のようだが、最高に笑えるギャグもの。

　キャラが固まりきっておらず、言葉遣づかいや語ご尾びに一いつ貫かん性が無くても、ヒロインに対する想いだけは一いち途ずに貫つらぬき通す主人公が光る青春ストーリー。

　メインの女性キャラがみなアラサーの百合ゆりものという、流行もニーズもへったくれもないが、そのシチュエーションでしか表現し得ない心情を書き切ったラブコメ。

　それら玉石混こん淆こうの中から、あるかどうかも定さだかではない『玉』を見つけ出す作業は──楽しい。

　この中に、『大賞』が埋うまっているかもしれないと思うと、それだけでワクワクする。

『大賞』──それは新人に与あたえられる中で最高の賞。

　その意味合いは、各レーベルによって違ちがってくる。

　大別すると二つで、毎回必ず『大賞』が与えられるスタイルと、相応ふさわしい作品がなければ該がい当とう作なしとされる方式。

　サンダル文庫の場合は後者にあたり──そしてここ数年『大賞』が出ていない。

　相応しいものが存在しないのならば、十年だろうと二十年だろうと『大賞』は生まれない。サンダル文庫にとって『大賞』とはそれくらい特別な存在だ。

　もしかして、この中に『大賞』が──ライトノベルの歴史を覆くつがえすような傑けつ作さくが存在しているかもしれない。

　そんな期待を心の片かた隅すみに抱いだき、俺が次の原稿に手を伸のばそうとした時──

「おはようございます」

　後ろから、全く抑よく揚ようのない声がかかった。

「あ、宗そう谷やさんおはようございます」

　俺は、その先せん輩ぱい編集部員に挨あい拶さつを返す。

　宗谷千ち歳とせ。入社四年目の女性編集者で、四大卒なので俺よりも年上。『締しめ切りを守らないクリエイターは人では無い』を信条とし、作家やイラストレーターに、必ず期日までに作品を上げさせるやり手だ。

　その上『締め切りに間に合わせる為ために、作品のクオリティーを下げるクリエイターは人では無い』も信条としている為、彼女の担当作家さん達は自発的に余裕をもって作業を進めるようになる、という話だ。

　その宗谷さんは、俺の方には一いち瞥べつもくれずに隣となりの席に腰こし掛かけた。

「………………」

「………………」

　…………気まずい。

　いや、挨拶はもう済ませたんだから別にいいっちゃいいんだけど……いくらなんでも、もうちょっとコミュニケーションをとった方がいいよな。

「あの、宗谷さん」

「何か？」

　射い貫ぬくような視線をこちらに向ける宗谷さん。鋭えい角かくに切りそろえられた髪かみ先さきは、まるで何かの刃はを連想させる。

「その……今日はいい天気ですね」

「はい、そうですね」

「えっと……そろそろ朝晩は肌はだ寒ざむくなってきましたけど、体調崩くずしたりしてませんか」

「いえ、特には」

「俺、今新人賞の選考進めてるんですけど、宗谷さんはどうですか」

「今からです」

　……だ、駄だ目めだ、会話が続かない。

「うーん……あ、そうだ。宗谷さんの──」

「黒くろ川かわさん」

「は、はい」

「話題がないなら、無理に会話しようとしなくて結構です」

「うっ……す、すみません」

「別に謝る必要はありません」

「は、はい……」

　この人の仕事はとにかく迅じん速そくかつ正確で無駄がない。そして、それは本人の言動にも反映されていて……必要最低限の事しか話さない。

「黒川さん」

「な、なんでしょうか……」

「貴方あなたが読もうとしている原稿の端はしが、私の机を侵しん犯ぱんしてきています。即そつ刻こく解消してください」

「あ、すみません」

　俺は速すみやかに原稿を数センチ、自分の方へと寄せた。

　俺も机の上は比ひ較かく的整せい頓とんする方だけど、この宗谷さんに比べると雲うん泥でいの差だ。

「以後、同じ事がないようにお願いします」

「は、はい……」

　常時こんな感じの宗谷さんだが、別に俺に対してだけ辛しん辣らつな訳ではない。作家に対しても上司である霞かすみ副編集長に対しても同じスタイルで接している。

　というか、だらしない副編集長はしょっちゅう注意されまくっている……

「……………」

　宗谷さんは無言のまま、引き出しの中の原稿を取り出し、目を通し始めた。今からって言ってたし、新人賞のものかもしれない。

　同じ職場の仲間なんだし、もうちょっと打ち解けたいんだけど……まあ無む理り強じいするようなもんでもないしな。よし……俺も自分の選考に集中するか。




「……………………」

「……………………」

　二人とも、無言で原稿を読み進める事数分──

「ひぐっ！」

　隣から、いきなり嗚お咽えつのようなものが聞こえた。

　ぎょっとして宗谷さんの方に視線を向けるものの……

「……………………」

　彼女は無表情のまま原稿に目を落としていた。

「何か？」

「い、いえ……」

　俺は深入りせずに、自分の原稿を読む作業に戻もどる。

　が、更さらにその数分後──

「ひぎいっ！」

　隣から、明らかにヤバい声が聞こえた。

　ぎょっとして宗谷さんの方に視線を向けるものの……

「……………………」

　そこにあったのは先さき程ほどと全く変わらない表情。

「何か？」

「い、いえ……」

　俺が再び選考作業に戻ろうとした瞬しゆん間かん──

　ぶばっ！

「うわあああああっ！」

　宗谷さんの鼻から、いきなり鮮せん血けつが噴ふん出しゆつした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　俺は、慌あわててティッシュケースから数枚を抜ぬき取って、宗谷さんに差し出す。

「問題ありません。投稿者の魂たましいが籠こもった原稿には血をかけていませんから」

「い、いやいやいや！　そういう事じゃなくて、宗谷さんは大丈夫なんですか？」

「大丈夫どころか、むしろ回復しました」

　いやいやいや……銀ぎん縁ぶちのシャープなメガネをくいっと持ち上げて、めっちゃクールな表情してるけど、その間にも鼻血がダラダラ垂れてきてるからな、あんた。

　俺は、無理矢理ぎみにティッシュを宗谷さんに手て渡わたす。

「とりあえずこれ、使ってください」

「申し訳ありません。この原稿があまりに素す晴ばらしくて、つい興奮してしまいました」

「そ、そうですか……」

　いや、どんな凄すごい原げん稿こうでも普ふ通つう鼻血は出ないけども……

　疑念を抱く俺をよそに、鼻にティッシュを詰つめた宗谷さんは、何事もなかったかのように読む作業に戻った。

　が、

「……う……あ……」

　ものの数秒もしない内にその体が震ふるえ始め──

　すぽーん！

　ぶばあっ！

「うわあああああっ！」

　更に大量の鮮血が迸ほとばしった。

「ハア……ハア……尊い……この絡からみ、尊すぎるっ！」

　通常女性がこういう風に興奮している場合、ＢＬ──つまりは男同士の濃のう厚こうな絡みである場合が多いが…………この人のは違う。

「ああ……たまらん……主人公君に好きって言えないこのモジモジ感……かわいすぎりゅううっ！」

　そう、宗谷さんは生きつ粋すいの美少女好きで、異様なまでに作品に入り込んで興奮してしまう性質なのだ。

「嫁よめに……嫁にしたいいっ！」

　かといって本人は別に同性愛者とかそういう事ではなく……二次元限定でかわいい女の子に萌もえまくっている。

「んほおおおおおおおっ！」

　…………なんか暴れてるし、もういいや。ほっとこう。

　俺が呆あきれ果て、移動しようとした所で、宗谷さんが動きを止めた。

「黒川さん、和のどかさんの机を勝手に使用しようとしていますね。いくら同どう僚りようとはいえ、それはよろしくありませんよ」

「じゃあ俺の机の上でビチビチ跳はねるのやめろや！」







「申し訳ありませんでした」

　約一時間後、原稿を読み終えた宗谷さんは俺に深々と頭を下げた。

「ヒロインのあまりの愛らしさに少々取り乱しました」

　少々とは一体……編集者なんだから日本語は正しく使いましょう、先せん輩ぱい。

「自分の悪あく癖へきは自覚していますので、原稿を読む際には早出か居残りするのですが」

　今日はたまたま俺の方がそれより早く来ちゃった訳か。

「あ、いや（騒そう音おん以外）大した被ひ害がいはなかったんで大丈夫です。まあ程度はありますけど、原稿読んで嬉うれしくなっちゃう気持ちはよく分かりますから」

「お気き遣づかい痛み入ります。はあ……たしかに夢のような時間でした」

　宗谷さんは思い出したように恍こう惚こつの表情を浮うかべた。

「そんなに面おも白しろかったんですか？」

「いえ、完全なる駄だ作さくですのでここで落とします」

「え？……」

　スイッチが切り替かわったかのように、無表情に戻る宗谷さん。

「ただ単に、特定の部分が私の趣しゆ味みに刺ささったというだけの話です。全体的なまとまりもない話ですので、客観的に見れば二次選考落選が妥だ当とうです」

　彼女の担当する作家の作品は、（当然売れる売れないはあるものの）みな一様に評価が高い。一定以上の水準に達していない作品には宗谷さんが厳しくリテイクを出すからだ。

　その指し摘てきも具体的かつ的確で、作家達は納なつ得とくして書き直し、そして（締しめ切りを必ず守らされた上で）クオリティーを上げる。

　そういう訳で、宗谷さんの作品を判断する目には編集部内でも定評がある。

　その彼女が言うんだから、疑う気はないけど……あんだけ興奮していた作品を落とすとか、徹てつ底てい的にプロフェッショナ──

「んほおおおおおおおおおっ！」

「うるせええええっ！」

　……二作目を読み始めた途と端たんにこれだ。

　もう強制的に別部屋に隔かく離りしようかと思った所で、入り口のドアが開いた。

「おやおや、随ずい分ぶんと賑にぎやかだね」

　そこから現れたのは老年に差し掛かかった男性だった。

「黒川君、おはよう」

「あ、おはようございます。うるさくてすみません……ちょっと宗谷さんのスイッチが入っちゃって」

「いやいや、作品に対する情熱が表に出てしまうのはいい事だと思うよ」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべるこの男性は園その村むら長ちよう一いち。

　デスクという立場で、編集長、副編集長に次ぐポストだ。

　が、この人は厳密にはＳＡＤＯＫＡＷＡの社員じゃない。

　某ぼう大手出版社の一いつ般ぱん文芸編集部で長年にわたり編集長を務めていた人物で、定年退職してフリーになった所を、うちの本郷編集長が外部アドバイザーという形でサンダル文庫に招しよう聘へいし、籍せきを置いてもらっているらしい。

　ライトノベルという言葉がまだ無かった頃ころから編集者としてバリバリ活かつ躍やくしており、その経験値と実力は折り紙付きで、霞副編集長も彼には敬意を持って接しており、他ほかの編集部員からの信しん頼らいも厚い。

　というか、だらしない副編集長はいつもやんわりと注意されている。

　そして、業界各方面との交友関係も半はん端ぱじゃなく、数年前には一般小説の長者番付トップ10に入るような超ちよう大物作家に、うちのサンダル文庫で作品を書いてもらっていた。それも、萌えっ萌えのやつで、当時かなり話題になったのを覚えている。

「黒川君も宗谷さんも、新人賞の選考をしているんだね。何か心に引っかかるような作品はあったかな」

「いえ、ピンポイントで熱い作品はあるんですが、三次に残せるようなものは残念ながらまだ。村長の担当分ではいい作品がありましたか？」

　園村さんは、園村長一の間の字を取って、みんなから親しみを込めて村長と呼ばれている。優すぐれた人格と包容力を持った彼にはぴったりだと思う。

「…………ふむ」

　俺の問いを受けて、その村長の顔が少し曇くもった。

「どうしました？」

「いや……既すでに数作品に目を通したんだが、いくらなんでも似たような作品が多いね。完全に『なるぜ』の影えい響きようを受けているようだ」

　新人賞に送られてくる原稿というのは、その時々のトレンドに左右される。

　学園ラブコメの大ヒット作が生まれれば、翌年の投稿作には似たようなものが増えるし、仮想空間でのオンラインゲーム作品が市場を席せつ巻けんした翌年は、同系統の作品で溢あふれていたらしい。

　当とう該がい作品を読んで、自分も書きたいと思ったのか、はたまた流行を取り入れれば受賞の確率が上がると踏ふんでの打算なのかは分からないが、選ぶ側としては似たような作品ばかりを読む事になる。

　もちろん、仕事なので私情を交えずに公正に評価はするが、人間である以上、またか……と思ってしまうのも致いたし方ない所だ。

　そして、村長が口にした『なるぜ』というのはネット上の小説投稿サイト『小説家になるぜ』の事で、つまりはそこでのトレンドである、『異世界転生もの』を示している。

　最近はくたびれた中年が主人公という、やや変則的なものが流行はやりつつあるみたいだが、基本的に、現代の日本人が異世界に転生なり転移なりをして、現代ならではの知識や技術を以もつて無む双そうする、というテンプレは変わらない。

　だが『小説家になるぜ』で異世界転生ものがうけているのは、そこで長年培つちかわれてきた土ど壌じようがあるからであって、それをそのまま新人賞に持ち込むのは、個人的にはちょっとどうかと思う。

　そして似たような作品が多いという事は、よほど飛び抜けたものが無いと、選ぶ側の目には留まらない。

「その点、この作品の設定は大分興味深かったよ。自分が飼っている魚に恋こいをしてしまったＯＬの話でね。無類のグルメでもある彼女は、恋と食欲の狭はざ間まで揺ゆれ動くんだ」

　それはまたなんともぶっ飛んだシチュエーションだな……

「村長ってカテエラ系大好きですよね」

「そうだね。私はラノベは個性を出してこそだと思ってるからね」

　俺が口にしたカテエラとは、カテゴリーエラーの略りやく称しようだ。

　基本的にラノベはなんでもありで、サンダル大賞の応おう募ぼ要よう項こうにも『ファンタジー、ラブコメ、ホラー、ＳＦ、ミステリー、青春などジャンルは問いません。十代の読者を対象とした、あなたにしか書けないエンターテイメント作品をお待ちしております』と記述されている以上、このジャンルは絶対に駄だ目め、というエラーは存在しない。

　だから、俺が村長の嗜し好こうを指して言ったのは厳密にはカテエラではなく、ニッチなジャンルと言い換かえた方がいいかもしれない。

「その尖とがった作品、通すんですか？」

「いいや。個人的には好きだが、設定が面白いだけで三次に残せる域には達していないね。私が読んだ中で、通過を決めたのは、今の所この異世界転生ものだけだよ」

「面白かったんですか？」

「いいや、全然。はっきり言って個性は皆かい無むだね。この作品が何らかの賞を受けられる可能性はほぼゼロだ」

　一見おかしな事を言っているようだが、そんな事はない。

「が、全体的なレベルを鑑かんがみると二次選考で落とす原稿じゃない、と」

「うん、そういう事だね。個人的にはさっきの尖った作品の方を通してあげたいが……やはり何十回やっても選考というのは難しいね」

　村長は少し寂さびしそうに笑ってから、新しい原稿に目を通し始めた。

　村長も宗谷さんと同様に、自分の嗜好を審しん査さに一いつ切さい影響させていない。

　当然の事だが、二人ともやはりプロフェッショナ──

「んほおおおおおおっ！」

　そこでもう何度目か分からない奇き声せいが。

　だが、その声の主は宗谷さんではなく──

「そ、村長……」

　つい数秒前までは品がある人の良いおじいちゃんという風ふ情ぜいだった村長が……見る影かげもなくなっていた。

　その目はかっ、と見開かれて血走り、呼吸は荒あらく、鼻からは鮮せん血けつが滴したたり落ちている。

「はっ……はっ……黒川君……人外が……人外がっ……」

　あー……病気が出てしまったか。

「ぬ……おおおおおっ……これはたまらああああああああああんっ！」

　村長が興奮している『人外』とは、その名の通り人間ではないキャラクターの事だ。

　犬耳やしっぽなど、動物的要素を持った『獣けもっ娘こ』や、戦せん艦かんやお城などの無機物をモチーフとしている『擬ぎ人じん化娘むすめ』などがこれにあたる。

　例にあげた戦艦などはかなり有名なゲームにもなっているし、あくまでモチーフであって見た目はほとんど人間の女の子なので、自分も好きだ、という人は多いだろう。

　だが、この村長はそんじょそこらの『人外』好きではない。

「……一体どんなキャラが出てきたんですか」

「スルメだよ」

「は？」

「イカを干したあのスルメだよ。スルメから人間の手足が生えて元気に動き回ってるんだ」

　……なんのグロ画像ですか、それは。

「そして特筆すべきはにぼしちゃんの純じゆん粋すいさだよ。ああ、もう抱だきしめたくてたまらないよ」

　さらっと言ったけどにぼしちゃんってなんだよ……そして抱きしめたらボロボロ崩くずれるぞ多分。

「素す晴ばらしい……素晴らしいよこの【ひものフレンズ】」

「完全にアウトなやつじゃねえか！」

　それアカン……ＳＡＤＯＫＡＷＡ的に色んな意味でアカンやつや！

「駄目だ……ちょっと性せい癖へきに刺さりすぎてまともな判断が出来なくなっている。作者に申し訳なさすぎるんで、霞君に頼たのんでこれは別の誰だれかに選考してもらおう」

　スルメとにぼしが刺ささるってアンタ……

「ふう……では心を落ち着かせて、次の作品に行こうか」

　いつも通りの好こう々こう爺や然とした様子に戻もどった村長は、新しい作品を手に取った。

　その数分後──

「んほおおおおおおおおっ！」

　ブシュウウウウウッ！

「またかよ！」

　村長の鼻から、赤いものが勢いよく噴ふん出しゆつされる。

「黒川君……これは……いや、あれはいいものだ」

　なんで壺つぼみたいに言ったし。

「今度はどうしたんですか……」

「いや……家電の擬人化ものなんだけどね……」

　それはまたマニアックだな。まあ、そういうスマホゲーもあったから、前例が皆無ってわけじゃないけれども。

「いやあ、メインヒロインの無停電電源装置子がとにかくかわいくてね」

「なんでそこメインにした！　テレビとか冷蔵庫とかもっとメジャーどころあるだろ！」

「ドＳな充じゆう電でん池ちさんとドＭな乾かん電でん池ちちゃんの対比がまたいいんだ……ああ、私も乾電池ちゃんになって、充電池さんに『この使い捨て女が！』って罵ののしられたいよ」

「人類には早すぎるってレベルじゃねーぞ！」

「ツンデレなＪＫのドラム式洗せん濯たく機き嬢じようもたまらないね。『も、もうアタシ、お父さんのパンツなんて洗ってあげないんだからね！』とか言い出すんだよ」

　……現実の世界でも往々にして起こる、『お父さんのパンツと一いつ緒しよに洗いたくない』問題みたいだな……こっちの娘は洗濯機そのものだけど。

「でも最終的にはちゃんと洗って、乾かん燥そうまでかけて枕まくら元もとにそっと置いてあげるんだ。酷ひどい事言っちゃったお詫わびにって事で、父親のじゃなくて自分のパンティーを」

「デレ方が異次元すぎるだろ！」

「んほおおおおおおおおっ！」

　いきなり後方から宗谷さんの奇声が。

「今度はアンタかよ！」

　ティッシュを手て渡わたす暇ひまも無く、三度目の村長。

「んほおおおおおおおおっ！」

「ジジイいい加減にしないと死ぬぞもう！」

　そして、二人が全く同じタイミングで床ゆかにばったりと倒たおれる。

「そ、尊敬する村長に私の鼻血を輸血してあげてください……」

「ぜ、前ぜん途とある若者である宗谷君に私の鼻血を分けてあげてほしい……」

　こういうのを似たもの同士って言うんだろうか……いや、言わないか。

　ていうかもう駄目だこいつら……

　俺は二人の襟えり首くびを摑つかむと、編集部の隅すみにある仮か眠みんスペースまでずるずると引きずっていった。

　なんとか簡易ベッドに横たわらせ、自分の席に戻る。

「ふう……」

　全くこの編集部にはまともな人間が──

「あら、黒川君じゃない」

　………………………………一番ヤベえのが来た。

　おそるおそる顔を上げると、そこには白く輝かがやくショートカットの女性が佇たたずんでいた。その双そう眸ぼうは綺き麗れいな赤い色をしている。

「おはようございます」

「おはよう。それはそうと黒川君、あなた今、私のパイオツをガン見していたわね」

「……は？　今、なんて？」

　思わず聞き返してしまった。この人今……パイオツって言ったのか？

「あなたが私のパイオツを見ていた、という話だけど」

　やっぱり聞き間ま違ちがいじゃなかった。

「いや、見てませんけど……」

「パイオツを見てない？　おかしいわね。男たるもの、パイオツの為ために生きているのであって、パイオツが目の前にあるのに見ないなんて、むしろ私のパイオツに対する冒ぼう瀆とくじゃないかしら。そもそもパイオツのパイオツたる所以ゆえんは──」

「あんたもうパイオツって言いたいだけだろ！」

「認めるわ。でもほら、あなたにも、無む性しようにパイオツって連呼したくなる時があるでしょ？」

「ねえよ！」

「なんでないのよ！」

「なんで俺怒おこられてんの!?」

　俺はその女性──虹にじ江え紅くれないにドン引きしながら語りかける。

「いやいやおかしいでしょ虹江さん……あなた昨日はあんなに清せい楚そだったじゃないですか……」

　つい十数時間前に見た彼女は、俺と目が合っただけで顔を赤らめて俯うつむいてしまうような女性だった。

「黒川君、何か記き憶おくがおかしくなっているようね。昨日も私、パイパイ、オツかれ様でしたって言って別れたじゃない」

　どんな挨あい拶さつだよ……

「なんでそんなドン引きした顔をしているのかしら。昨日はあなたもノリノリで、さようなら、マラ明日あしたって言ってたじゃない」

「言うか！」

「それはそうと、黒川君のチン○って小さいわよね」

「今なんて!?」

「粗そチ○、と」

「ストレートすぎるだろ！」

「ごめんなさい。左に曲がっているんだったわね」

「なんの話してんだ！」

「ナニの話だけど」

「もう黙だまれえええええっ！」

　……駄だ目めだ。この女マジで頭がおかしい。

　でも、昨日の虹江さんは断じてこんなドぎつい下ネタを言う人じゃなかった。

　控ひかえめで、優やさしくて、恥はずかしがり屋で……男の理想を絵に描かいたような存在だった。

　昨日とのギャップがあまりにも酷すぎ──いや、昨日だけじゃなくて今までの虹江さんと比べても酷すぎる。

　こんな虹江さんを見るのは初めての事だ。

　だが、その事実と相反して、俺は今の虹江さんとの会話に、強きよう烈れつな既き視し感を抱いだいていた。

　その原因は分かっている。

　俺は、この女性を読んだ事があるからだ。

　この下ネタ塗まみれの女性は本当の虹江さんじゃない。

　そして、昨日の清楚な彼女も虹江さんの真の姿ではない。

　更さらに、一昨日おとといの勝かち気きな姉あね御ご肌はだもまた然しかり。

　では本当の虹江さんとはどういう人間か──

「ところで黒皮被かぶり君」

「どんな間違い方だ！」

　やはりそうだ……知らないはずなのによく知っている。

　この口調、このノリ、このビジュアル……正に小説の中のあのキャラそのものだ。

　そう。虹江紅は常になんらかのキャラのコスプレをして──いや、そういうレベルじゃないな、これは。

　虹江紅はいついかなる時もラノベのキャラに完全になりきっている、稀き代たいの変態だ。

　そのなりきり具合は半はん端ぱじゃなく、それがどんなキャラであろうと、性格から口調から仕草までほぼ完全にトレースする。

　格好にしたってカツラ、カラコン、制服に至るまで完備。キャラそのものが劇中から抜ぬけ出してきたとしか思えないような完成度だ。

　そしてそれを、日ひ替がわりで行っている……やはり頭がおかしいとしか思えない。

　それにしても──

「ところで黒川調教済み君」

「だからどんな間違い方だ！」

　……なんで今日はよりによってこのキャラを選んだし。

　クール系の外見とは裏腹に、口を開けば飛んでくる下ネタの嵐あらし。これは和先せん輩ぱいを悩なやませているあのチン○作家の作品に出てくるヒロインだ。

　アニメ化もした作品だから、当然声もついていた訳だが……まるで声優本人が喋しやべっているかと錯さつ覚かくするほど、声こわ色いろからイントネーションまで完かん璧ぺきだ……マジでどういう仕組みになってんだこれ。

「黒川君、今日は打ち合わせが入ってるから、外に出てくるわね」

「え？……そのまま行く気ですか？」

「え？　もっとパイオツを強調した服装の方がいいかしら」

「いや、そういう事じゃなくて……」

「え？　もっとビーチクを露ろ出しゆつした服装の方がいいかしら」

「部位の細かさの話じゃねえよ！　そのキャラのまま行く気かって聞いてるんです！」

「心配性ね。さすがに作家さんには黒川君と同じ応対はしないわよ。たとえ小さくてもチン○おっきいですね、ってヨイショしておくわ」

「そういうのが駄目だって言ってんだよ！」

「パイオツ」

　虹江さんは止める間もなく、『アディオス』みたいなイントネーションで言い残して、出て行ってしまった。

「……………」

　改めて考えるとうちの編集部のメンバーって、美少女好き鼻血ブー女、人外好き鼻血ブー爺じいさん、ラノベキャラなりきり女、仕事中にゲームしてる副編集長、そして失しつ踪そう中の編集長──サンダル文庫、ヤベえ。

　まともな人間が俺と和先輩しかいない……

　まあみんなそれぞれに仕事の面では優ゆう秀しゆうな人達だから、編集者として学ぶべき所は大いにあるんだけど……人間としてああはなりたくない。

「……とりあえず仕事しよう」

　ようやく静かになった編集部で、自分の担当分の原げん稿こうに目を通す。

　それは、近未来を舞ぶ台たいとした異能バトルもの。

　舞台背景やキャラ、能力設定などはそつなくまとまっているが、この作品ならでは、というウリが全くない。

　既き存そんのヒット作達からいい所を抜き出し、混ぜ込んで極きよく端たんに薄うすめた感じの印象を受ける。

　それでも先さき程ほどの村長の例のように、全体的な完成度がそれなりならば二次選考は通過できる場合もあるけど、これに関しては文章も構成もそこまでの域に達していない。残念ながら弾はじくしかない。

　次は、転生要素がない純じゆん粋すいな異世界戦記物。

　とある重臣の策さく謀ぼうにより、友好的だった隣りん国ごくと次し第だいに険悪になり、開戦に至るまでの描びよう写しやが非常にリアル。文章自体も新人離ばなれした骨太さで、無む駄だが無く硬こう質しつでジャンルとの相性もいい。

　が、全体的に無機質すぎていかんせんエンターテイメント性がなさすぎる。あまりにも淡たん々たんとしていて、ただ年表上の出来事を詳くわしく書いただけ、みたいな印象になってしまっている。読んでいて楽しくない……これは娯ご楽らく小説において致ち命めい的だ。

　残念ながらこれも通せない。

　その次は、現代ラブコメ。

　ちょっと特とく殊しゆなヒロインで、とにかくオッサンっぽい言動を繰くり返し、そのギャグ部分は結構面おも白しろい。

　これで、そのオッサン的なところがギャップとして魅み力りよくに繫つながっていればよかったんだけど……正直、全くかわいくない。

　これが、完全なるギャグ小説として書かれているならまだアリだ……が、話の流れは完全にラブコメのそれで、主人公がなんでヒロインにドキドキしているんだか、全く理解できない……これも三次に送れるような作品じゃないな。

　今日は他ほかに急ぎの作業もないし、できる所まで選考を進めておこう。




「ふう……」

　計十作品を読み終えた所で、三次選考に通したのは一つ。

　異世界から魔ま王おうと勇者が転移してきて、現代日本でドタバタラブコメを繰り広げるという、数年前に流行はやった系統の作品だ。

　さっきの異能バトルと同様で、オリジナリティーは全く無い。が、こちらは全体的に高いレベルでまとまっている。特筆すべき所は全くないが、減点するような箇か所しよも見当たらない……村長が選考した異世界転生ものとほぼ同じ理由での通過だ。

　ここまでで、新人賞ならではの、読んでいてワクワクするようなものにはまだ出会えていなかった。

　まあ、そんなのはそうそうあるわけがないよな、と思いつつ十一番目の作品に取りかかろうとして──




【くたばれ】




　そのタイトルを見て、一いつ瞬しゆん手が止まった。

　シンプルかつ、なかなかに目を惹ひくタイトルだ。

　俺は、吸い寄せられるように、その一ページ目を開いて──




「………………」




　……気がついたら、読み終わっていた。

「なんだ………………………………………これは」

　──狂くるっている。

　端たん的てきに、そう思った。




　主人公の佐さ藤とう守まもるは、ある日突とつ然ぜん悪魔と遭そう遇ぐうし『悪人ゲーム』を持ちかけられる。

　自分が『悪い』と思った事をすると『悪人ポイント』が貯たまり、それが１億ポイントに達した時、なんでも願いが叶かなえられるというものだ。

　佐藤はためしに、ゴミをポイ捨てしてみた。悪人ポイントが１貯まった。

　佐藤はためしに、万引きをしてみた。悪人ポイントが８貯まった。

　佐藤はためしに、すれ違ちがった男を殺してみた。悪人ポイントが１００００貯まった。

　佐藤はためしに、好きな女子を殺してみた。悪人ポイントが２５０００貯まった。

　佐藤はためしに、殺した。殺して殺して殺しまくった。悪人ポイントは順調に伸のびていったが、ある時を境にして、急激に得られるポイントが目減りしていった。

　悪人ポイントは、佐藤の主観によって加点されていた。

　それでも佐藤は殺しまくった。

　１億まであと１ポイントに迫せまった時、地球上の人類は佐藤と、女手一つで育ててくれた実の母親だけになっていた。

　佐藤はためしに、それを殺してみた。悪人ポイントは貯まらなかった。

　佐藤はためしに、ゴミをポイ捨てしてみた。悪人ポイントが１貯まった。

　１億ポイントを貯めた佐藤の望みは──




「なんだ………………………………………これは」

　読み返した俺は、全く同じセリフを繰り返していた。

　商業を目的とした物語というのは、基本的に人を楽しませる為ために書かれている。

　たとえそれがバッドエンドだとしても、そこに至るまでの過程には少なからずエンターテイメント性が含ふくまれているものだし、悲しいラストには、そうする事で作者が読者に伝えたかったメッセージが存在する。

　だが……これは違う。

　自分の内にあるドス黒いものを、ただ本能の赴おもむくままに書き殴なぐっただけだ。

　怨えん嗟さ、絶望、懊おう悩のう、怒いかり、憎ぞう悪お、虚きよ無む──記されたそれらの圧あつ倒とう的負の感情が、暴力的な奔ほん流りゆうとなって俺に襲おそいかかる。

　寒気がした。

　ただの文字──文字列にすぎないはずのそれが、質量を伴ともなった毒となり、現実を生きる俺の心を蝕むしばんでいくような錯覚に陥おちいる。

　油断すると、原稿の中に意識を引きずり込まれるような気さえする。

　読むと精神に何らかの異常をきたしてしまうという、『奇き書しよ』と呼ばれる本が存在する。

　この文章は、そういう類たぐいのものなのではないだろうか。

　こんなものが現代日本で出版できる訳がない。

　これは……読む人間を不幸にする文章だ。

　だが俺は、どうしてもその原稿を手放す事が出来ずに、何度も……何度も読み返していた。

　圧倒的に面白かったからだ。





[image: ]チリタイさんちのアヤネちゃん






「ふうう……」

　俺はため息を吐つきながら、店内へと足を踏ふみ入れた。

　定期的に行っている、秋葉原のエンタメ系書店でのラノベ市場調査──なのだが、今日は別の目的もあった。

　毒気の中和だ。

　あれを読んでから、既すでに十時間近くも経過しているというのに、未いまだに胸の奥で渦うず巻まく感情が消えない。

　凄すごいものを見つけてしまったという一割の高こう揚よう感と、見てはいけないものを見てしまったのではないかという九割の不安。

　心に残る本はみな名作だが、あの【くたばれ】は違う。

　残るのではなく、強制的に居座り、ヘドロのようにこびりついて消えてくれない。

　それどころか、じわり、じわりと増え続け、俺の精神を浸しん食しよくしていく。

　明日あしたの朝起きたら、作者の負の情念に吞のみ込まれて、俺は俺でなくなってしまっているんじゃないだろうか……そんな荒こう唐とう無む稽けいな妄もう想そうに囚とらわれる程、常じよう軌きを逸いつした小説だった。

　あんなものを書けるのは……一体どんな人間なんだろうか。

　おっといけない。こういう考えを払ふつ拭しよくする為にここに来たんだった。

　展開された新刊の数々に視線を向けながら、深呼吸する。そこには笑え顔がおのかわいらしい女の子達が、所ところ狭せましと並べられていた。

　精神がちょっとこっち側に引き戻もどされたような気がして、少しだけ楽になる。

　そうだ。これがラノベだ。萌もえだろうが、癒いやしだろうが、燃えだろうが、ワクワクだろうがなんでもいい。

　読んだ者の心に火を灯ともし、力を与あたえるのがラノベであり、小説であり、エンターテイメントだ。

　俺達編集者はエンターテイメントを──『楽しい』を読者に届けるのが仕事だ。

　だから、読んだ者の心を蝕むような文章は認めるべきじゃない……認めてはいけないんだけど………………でも。

　──あの作者が書いた他の本があるなら、読みたい。

　そう思ってしまっているのも事実だった。

　強きよう烈れつな不安感と同時に襲ってきた、暴力的なまでの面白さ。

　あの気持ち悪さと興奮が同居した感覚が忘れられない。

　また、味わいたい。

　いけない……あれはよくないものだと理解している。でも、目の前にあったら絶対に読むのを我が慢まんできないだろう。

　これではまるで──麻ま薬やくだ。

　現に、あの原げん稿こうの事を忘れる為にここに来たのに、気付けばその事ばかり考えてしまっている……恐おそろしいまでの中毒性だ。

　一体どこの誰だれが……どういう人間だったらあんなものを書けるんだろ──

「……ん？」

　そこで、異様な光景が目に飛び込んできた。

「ほい、ほい、あ、これも、これも～」

　店の奥側からこちらへと向かってきた客が、手にしたカゴに、片っ端ぱしから平台の新刊を入れていく。

　既に半分ほど埋うまっていたそのカゴは、瞬またたく間に積まれたラノベで溢あふれてしまった。

　新刊の大人買い。これに遭遇するのは別にそう珍めずらしい事じゃない。

　問題はそれを行っている人物だった。

「お、これはカゴのおかわりが必要だね～」

　女子高生だった。

　その出いで立ちは、ゆるふわウェーブのド金きん髪ぱつに、極限まで切り詰つめられたミニスカート、ダボダボのルーズソックス、ジャラジャラという表現では追いつかない程ほどに、鞄かばんにとりつけられた大量のアクセサリー……いわゆるひとつのギャルだった。

　ルーズソックスは、一周回ってまた流行ってるとかちょっと前に聞いた気がしたけど……それにしたって、こんな絵に描いたようなコテコテのギャル、生で初めて見たぞ。

　そしてそんな子がカゴを片手にラノベの爆買い……異様はちょっと言い過ぎかもしれないが、相当レアな光景なのは間ま違ちがいなかった。

「ほえ？」

　思わずガン見してしまっていた俺の視線に、女子高生が気付く。

　垂れ目がちの、とろん、とした瞳ひとみがこちらに向けられた。

「おにーさん、私に何か用かな～？」

「ああ、ごめんごめん。凄い勢いで買ってるから、つい」

「あはは～。そうだよね。私もちょっと買いすぎだと思うよ～」

　のほほん、とした表情に間延びした口調。どうやら相当ゆったりした性格の女の子らしい。

「まあでも、更さらに買うんだけどね～」

　そう言うと女子高生は嬉うれしそうに、ラノベを物色し始めた。

「あ、ちょっと待った」

「ん～？　どしたの？」

　首を傾かしげる女子高生の口元には……思いっきり米こめ粒つぶらしきものがついていた。

　スルーするには、あまりに露ろ骨こつに付きすぎている。言ってあげるべきなんだろうけど……知らない男にいきなり指し摘てきされるのは恥はずかしいだろう。

「あー、おほん」

　俺は、視線をそらしながら自分の唇くちびると鼻の間に人差し指を当て、爪つめで軽くカリカリと引っ搔かいた。

「？」

　女子高生は全く気付く様子がない。

「あー、ごほん！」

　俺はちょっと強めにカリカリした。

「？」

　女子高生はそれでも察してくれない。

　最も早はやカリカリではなく、ガリガリな勢いで引っ搔く俺。

「あっ……」

　やっと気付いたか……

「おにーさん、私は気にしないからほじっても大だい丈じよう夫ぶだよ～」

「鼻ほじりの禁断症しよう状じようじゃねえよ！」

　駄だ目めだ、かなり天然入ってるなこれは……もっと直接的に伝えるしかない。

　俺は、ここに米粒が付いてるから取って食べちゃえよ、という旨むねのジェスチャーをした。

「おにーさん、自分の鼻くそ食べたいの？」

「だから違うわ！」

　駄目だ……もう直接言ってしまおう。

「君のここに、付いてる」

「え？……あ、ほんとだ」

　女子高生は自分の口元に手をやり、白い物体を口に放ほうり込んだ。

「ママの味がする～」

「ミル○ーだったのかよ！」

「へへ、おにーさん、ありがと～」

　女子高生は俺の全力ツッコミにも動じずに、にっこりと笑った。

　いや、どちらかというと、にへら、という方がイメージが近いかもしれない。

　言っちゃ悪いけど……なんかとてもアホっぽい。

「ところでそれ……全部買うの？」

　改めて気になった俺は、カゴの中のラノベに視線を向ける。

「うん、そーだよ」

「ラノベ……好きなのか？」

「うん、とっても。でもこれ全部が純じゆん粋すいな娯ご楽らく目的って訳でもなくて、勉強用かな～」

「勉強？」

「ああ、こっちの話だから気にしないで～」

　女子高生は笑顔で返すと、今度はこっちに質問を向けてきた。

「このコーナーにいるって事は、おにーさんもラノベ好きなの？」

「ああ、まあそうだな」

「そうなんだ。じゃあお仲間だね～」

　女子高生は嬉しそうに破顔する。

「あ、折角だから自己紹しよう介かいしようよ～。私は散ちり怠たい文あや子ねって言うんだ」

「チリタイアヤネ？」

　音から、字じ面づらが全く想像できなかった。

「あはは～。散々の散に、怠なまけるに、文章の文に、子供の子で散怠文子だよ」

「散怠か……なんかすごい名字だな」

「うん。全国でも珍しいみたいだね～」

「名前の読み方もちょっと変わってるな」

「そうだよね。普ふ通つうにふみこ、とかにすればいいのにね。まあでも、私はこの名前、とっても気に入ってるけどね～。あ、それじゃあ次はおにーさんの番だよ」

　なぜ俺は、アキバの書店で女子高生と自己紹介しあっているんだろうか……まあやるけども。

「俺は黒川清きよ純ずみ。黒い川に清く純粋で、黒川清純」

「ふんふん、清純君かー」

　ナチュラルに下の名前で呼んでくる散怠。

「それで、散怠さんは──」

「やだなー。私と清純君の仲なんだから、下の名前呼び捨てでオッケーだよ～」

　まだ出会って数分なんですけど……天てん花かは基本的に礼れい儀ぎ正しいけど、今の女子高生ってこんな感じの子が多いんだろうか？

「じゃあ……アヤネ」

「ほ～い」

　まあいい、折角の機会だから、読者の生の声を聞いておこうか。

「アヤネはどんなジャンルのラノベが好きなんだ？」

「私は雑食だからなんでも読むよ～。ラブコメでもバトルでも異世界転生でも、面おも白しろければなんでもオッケー」

「そっか。じゃあ好きな作家は？」

「天あま花はな光こう星せいさんだよ～」

「……へえ」

　ノータイムで返ってきたその答えに、若じやつ干かん頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　自分の担当作家を好きだと言われて、嫌いやな気になる担当編集などいない。
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「清純君、ニヤニヤしちゃってどうしたの～？」

「いや、なんでもない」

　いかんいかん。あまり変なリアクションをすると、ヤバいやつだと思われるよな。

「変なの～。あ、そうだ。天花光星と言えばね」

　アヤネはそこで、何かを思い出したようにぽん、と手を打った。

「知ってる？　実は女子高生なんだよ～」

「──っ!?」

　あまりに唐とう突とつな指摘に、心臓が爆はぜるかと思った。

　どうして……それを知ってる！

　思わず口にしそうになるのをなんとか抑おさえる。

　一体、どういう事なんだ？……とりあえず探さぐりを入れてみるか。

「おいおい何言ってんだよ。天花光星は覆ふく面めん作家だから、情報は一いつ切さい出てないだろ。しかもあの文章力で女子高生は無いだろ。普通に考えて結構年ねん齢れいがいった男性作家だと思うぞ」

「そーだよね。みんなそういうイメージでいるよね。でもさ、もう名前まで分かっちゃってるんだよ。天花光星をひっくり返して読み方変えて、光みつ星ぼし天花って言うんだって～」

「なっ……」

　今度は我が慢まんしきれずに、声が漏もれてしまった。

　なぜ知ってる！　というセリフは今回もかろうじて堪こらえたが──

「清純君、なんでそんなに驚おどろいてるの？」

「い、いや……あんまり突とつ拍ぴよう子しも無い事言い出すもんだから……」

「ふっふっふ。それが、ちゃんとソースはあるんだな～これが」

　言いながら、アヤネは得意げにスマホの画面を見せてくる。

　表示されていたのは、とあるラノベ情報サイトだった。

　そこに躍おどっていた文字は……





【ガル戦】の天花光星の正体発覚！

　都内高校に通う現げん役えきＪＫ、光星天花ちゃん






　な、なんてこった！……はっきりと天花の名前が記されてしまっている。

　まずい……これはまずいぞ。

　一体どこの誰だれがリークしたんだ……

「……ん？」

　そこで俺は、ある事に気付く。

「これって……『ラノベ情報局（笑）』だよな」

「お、さすがラノベ好きの清純君、ページのレイアウトだけで分かっちゃうんだねー」

　ネットで検けん索さくすると、ライトノベルに関する情報系のサイトはいくつも引っかかる。

　アクセス数も多い大手のサイトは、情報の質、量、速度共に信しん頼らいに値あたいするものだが、この『ラノベ情報局（笑）』は、はっきり言ってひどい。

　ネット上で飛び交かうラノベネタであれば何でも拾い上げ、その真しん偽ぎにかかわらず、面白ければなんでも掲けい載さいしていくという、ろくでもないスタイルのサイトだ。

　俺は少しだけほっとする。天花の名前が出てしまった事は問題だが、ソースがこのサイトならば、本気にする人間はそこまで多くないだろう。

　事実、この記事に寄せられたコメントも、

『また始まった』『アクセス数稼かせぎ乙おつ』『【ガル戦】女子高生が書いてるとかありえねーし。ぜってーオッサンだろ』『信じてほしいんなら画像プリーズ』

　というような感じで、少なくとも書き込んでいる中に、本気にしている人間はいないようだった。

「なんだ……アヤネはこんな所の情報を信じてるのか？」

「えへへ、ここの情報が眉まゆ唾つばなのは分かってるんだけどね。これはなんとなく本当のような気がするんだよね～。それに──」

「それに？」

「もし本当に天花光星が女子高生なんだったら、私にとっては好都合だし」

「好都合？　どうしてだ？」

「同じ条件で闘たたかえるからね」

「……闘う？」

　アヤネは、俺の疑問には答えずに言葉を続ける。

「天花光星って天才だよね。しかも、完成されきってなくて、書く毎ごとにどんどん面白くなる、進化型の天才。私ね、こう思うんだ。このまま天花光星が書き続けたら、何十年後か……ううん、ひょっとしたら何年後かにはもう、天花光星に敵かなう人がいなくなっちゃうんじゃないかな～、って。それは、天花光星にとって幸せな事じゃないよね」

　それは、俺が抱いだいている危き惧ぐと同様のものだった。

「だからね、私がどうにかしてあげようと思うんだ～。同じ女子高生同士で闘って、その上で──」




「天花光星を──潰ころす」




「……え？」

　俺は耳を疑った……そして、目も。

　それまでとろん、としていたアヤネの瞳ひとみが一いつ瞬しゆんにして雰ふん囲い気きを変えたからだ。

　いや──それは雰囲気の変化なんて生易しいものじゃなく……別の……何か別の生き物の目にしか見えなかった。

　濁にごっている。

　怨えん嗟さ、絶望、懊おう悩のう、怒いかり、憎ぞう悪お、虚きよ無む──この世の全すべての負の感情が凝ぎよう縮しゆくし、腐くさり、混ざったかのような、昏くらく、深い濁り。

　怖おぞ気けが走った。

　なんだ？……俺はこれと似たような感覚をつい最近──

「天花光星──くたばれ」

「なっ！……」

　ま、まさか…………………………まさかこいつ──

「あはは～、なーんてね～」

　その疑念は、間延びした能天気な声によってかき消された。

　今現在、俺の目の前にはのほほん、とした女子高生が微笑ほほえんでいるだけだった。

「……アヤネ、今のは一体──」

「あ、もうこんな時間だ。よい子はそろそろおうちに帰らなきゃね～」

　アヤネは山盛りになったカゴを持って、ゆっくりとした歩みでレジへと向かっていった。




　その背中に声をかける事は……できなかった。





[image: ]大人の事情で大人は遠ざけられます






「おはようございます」

「ん、おはよう」

　翌日、俺が出社すると、霞副編集長は携けい帯たいゲーム機で遊んでいた。

「副編集長、昨日電話で報告した件について話したいので、ちょっとそれ止やめてください」

「………え？…………」

　副編集長はなぜか目を見開き、自分の口に手を当てた。

「な、なんでそんな酷ひどい事が言えるんだ……君、本当に人間か？」

「はいはい、いいからよこせ」

　俺は有う無むを言わさずゲーム機を取り上げた。

「ああっ……」

　副編集長は縋すがるような目で俺を見る。

「返してくれよお……なんだったらパンツとかあげるから返してくれよお」

「いるか！」

　こいつどんだけゲームやりたいんだよ……

「副編集長、ふざけてる場合じゃないですよ。いくらガセサイトとはいえ、天花の名前が出てしまったんですから」

「ふむ……たしかにちとまずい事になったな」

　副編集長もさすがにモードを切り替かえる。

「普ふ通つうのライトノベル作家の顔がバレた所で大した話題にはならないだろうが、天花光星はここ数年でも指折りのヒット作家……そして超ちようの付く美少女だ……もし記事が真実だと知られてしまえば……まあ愉ゆ快かいな事にはならないな」

「ええ。幸いな事に、今日の朝時点でもこのサイト以外では全く話題になっていませんが……いざとなれば、拡散されるのは一瞬です」

　仮に、このガセサイトを信じた者がいたとして……本名と、都内であるという二点の情報だけでも、高校を特定できてしまうかもしれない。

　そいつが実際に天花の通う高校まで赴おもむき……顔を隠かくし撮どりして、それがネット上にアップされるような事にでもなったら、もうどうにも止めようがない。

「これは、仕事中にゲームをやってる場合じゃないかもしれないな」

　いや、平常時でもすんなよ……




　霞副編集長は『上』に報告に赴き、俺は昼休みになるであろう時間を待って、天花に電話をかけた。

『もしもし、お世話になっております、天花光星です』

「黒川だ。こんな時間に悪いな」

『いえいえ。どうしましたか？　何か緊きん急きゆうの作業でも入りましたか？』

　基本的に、俺はよっぽどの事がないと天花が学校にいる時間帯には電話をかけない。彼女が疑問に思うのも無理はなかった。

「いや、執しつ筆ぴつに関する事じゃないんだが……見たか？」

『ん？　何をですか？』

　この反応は知らないな。まあ頻ひん繁ぱんにエゴサーチとかするタイプじゃなさそうだしな。

　俺は例のサイトの一件を天花に説明する。

『あらら……そうなんですか』

　天花の反応はかなり薄うすめで、ショックを受けているようには聞こえなかった。

『まあバレちゃったらバレちゃったで仕方ないですよ』

　そして、あっけらかんとした調子で続ける。

『そもそも、元からあんまり隠そうと思ってませんでしたし。ほら、ペンネームも本名ひっくり返して読み方変えただけですから、見る人が見れば一発で分かっちゃいますし』

　まあそれはそうなんだけど……そもそも、その危機感の無さがちょっと問題だ。

　ペンネームを付けた当初は、ここまで作品がヒットするとは思ってなかったんだろうけど……それはそれとして、天花は自分の容姿がどれだけ優すぐれているか、という事をいまいち自覚していない気がする。

　だから、顔バレした時に大おお騒さわぎになる、などとは夢にも思っていない。

「そういえば……学校の友達にはバレてなかったのか？」

『ええ。うちの学校、自分で言うのもなんなんですけど、かなりのお嬢じよう様さま学校で……ラノベとかマンガとか一いつ切さい読まない人が多いんです。あ、でも一人だけ例外みたいな子がいて……私よりこっちの世界の作品に詳くわしかったりするんです。その子にだけはバレちゃってますけど』

　そう言えば天花と最初に会った時、そんな感じの会話があったな……

『あの子が──ひなちゃんがバラすなんて事は絶対にありません』

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。天花の友達を疑う気は毛頭ない」

　問題はそれ以外だ。

「ラノベに普ふ段だんから触ふれてるかは問題じゃない。【ガルディニア戦記】があれだけヒットした以上、オタク系趣しゆ味みの人間じゃなくても、タイトルくらいは耳にする機会があるはずだ。そこから光星天花＝天花光星を連想するような友達もいなかったのか？」

『あ、たしかにアニメ放送当時は、少しですけど教室内でも【ガルディニア戦記】が話題に上る事がありましたよ。でも、作者名とか気にしてるような子は一人もいませんでした。読者さんは作者の名前とかあんまり気にしないんじゃないですか？』

　俺は職しよく業ぎよう柄がら、作品と作者名は即そく座ざにイコールで結びつくが……普通の読者の認にん識しきはそんなもんかもしれない。ライトノベルは作者買いされない傾けい向こうが強いので、一いつ般ぱん小説よりも作者名の認知度は低いだろうし。

　だが、それでも楽観視は出来ない。このご時世、たった一人がふとした疑問を抱いて、天花の知らない所で何気なくＳＮＳで呟つぶやいただけでも、爆ばく弾だんは投下されてしまう。

「まあ、どこから漏もれたのかは後回しだ」

　そういう噂うわさがネットに出てしまったのは、もう動かしようがない。

　大事なのは、どういう対応をしておくべきか、だ。

「天花、親おや御ごさんと話をさせてほしい」

『へ？』

「どんなに信しん憑ぴよう性が薄いにしろ、誰だれでも触れる事のできる場所に、未成年であるお前の名前が出てしまったんだ。そのままにしておく訳にはいかないだろう」

『うーん……そこまで大おお袈げ裟さな問題でしょうか？』

「現状は何もなくても、今後どういう風に発展するか分からない問題だ。担当編集として、話を通しておきたい」

『そこまで考えていただいてありがとうございます。ですけど……それはちょっと難しいかと』

「難しい？」

　天花はちょっと口ごもった。

　そういえば天花の担当になった時、未成年だし保護者の方にも挨あい拶さつせねば……と思って霞副編集長に聞いたら『それは必要ない』って事だったな……もしかして、複雑な家庭環かん境きようだったりするのかもしれない。

「あ、悪い。デリケートな話題だったか？」

『あ、いえいえ。気を遣つかわせちゃってごめんなさい。二人とも、お仕事で世界中を飛び回ってるんで、どこにいるか分からない、っていうだけで』

「どこにいるか分からないって……連れん絡らくもつかないのか？」

『あはは……自由な人達なんですよ。あっちからは定期的に連絡があるんですけど、こっちから電話してもいつも圏けん外がいで』

「……そうなのか」

　という事は、天花はあの広いマンションで一人暮らししているのか。

『まあ、次に連絡があった時に、私から伝えておくんで、だいじょーぶです。一応、名目上の保護者として、遠い親しん戚せきは都内に住んでるんですけど、本当に名ばかりで実際に会うような事はない方ですから』

「そうか……じゃあその件は分かった。何か気になる事があったらいつでも連絡してくれ」

『はい、ありがとうございます！』

　電話はそこで終わったが、この件をこれで終わりにする訳にはいかない。

　さて……俺はどう動くべきか。
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　その日の夕方。

　私立清せい央おう女子高等学校。

　その校門近くの木の陰かげに身を潜ひそめ、キョロキョロと周囲の状じよう況きようを窺うかがう男がいた。

　瞳ひとみは血走り、呼吸は荒あらく、ソワソワして全く落ち着きがない。

　…………俺だ。

　天花の件に関して、副編集長の報告の結果、上は経過観察という判断を下した。まだ何も起こっていない以上それが当然だし、今後何かが起こる可能性も低い。

　しかし、万が一という事もある。念の為ため、天花の下校するであろう時間に合わせて不ふ審しん者がいないかどうかの確認に来た、という次し第だいだ。

　もうここに張り付いてから三十分近くが経過しようとしているが、周囲に怪あやしい動きをしている人間はいない……俺を除いて。

　端はたから見たら、完全に俺が不審者だよな、これ。

　さすがに心配しすぎだっただろうか。

　そう思い始めた所で、見知った女の子の姿が目に入った。

　天花だ。三人の友達と楽しそうに談だん笑しようしながら校門の方へ向かってくる。

　その内の二名は門を出た所で別れ、天花ともう一人の友達は、最も寄よりり駅の方へと向かって歩き出した。周囲に視線を配るが、その後を尾つけていくような人ひと影かげは見当たらない。

　やがて、天花の姿は完全に見えなくなった。

「ふう……」

　やっぱり杞き憂ゆうだったか……

　もちろん、今後も大丈夫という保証はない訳だけど、少なくとも昨日のあのサイトの記事を見て、即座に行動に起こすような輩やからはいなかったという事だ。

　とりあえずはよかった……じゃあ編集部に帰って仕事の続きを──

「やっほ～」

「へ？」

　上方からいきなり声が聞こえた。そして、

「よっと～」

「どわあっ！」

　何かが俺の眼前に降ってきた。

「あはは～。清純君おマヌケな顔～」

　突とつ然ぜんの事態に思わず尻しり餅もちをついてしまった俺は、地面からその少女を見上げる形になった。

「ア、アヤネ……」

　それは散ちり怠たい文あや子ね──昨日の、ゆるふわ女子高生だった。

「お、お前……こんな所で何してるんだ」

　状況から考えると、木の上にいたとしか考えられないが──

「それはこっちのセリフじゃないかな。清純君、上から見てたけど完全にあやし～人だったし。もう少しで通報する所だったよ～」

「ぐっ……」

　俺が不審すぎる動きをしていたのは……否定のしようがない事実だった。

「で、こんな所で何してたの～？」

「そ、そんな事をお前に説明する必要はない」

「そうなの？　じゃ～やっぱりお巡まわりさん呼ばないと駄だ目めかも～」

「ま、待てっ！」

　どうする？……俺が天花の編集者である事を言うか？

　いや、得体の知れない女子高生に易やす々やすと話していいような事じゃない。そもそも、それを言うという事は、天花光星が光星天花であると認める事になる。

　アヤネは昨日のサイトの『都内の高校』と『本名』という情報から、この清央高校を割り出し、それが真実かどうか確かめにきたんだろう。

　まだ疑念を抱いだいている状態の相手に、わざわざ確定的な情報を渡わたすメリットは一切ない。

　それに──




『天花光星を──潰ころす』




　昨日のアヤネの濁にごった瞳が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　この少女は……例の問題作【くたばれ】の作者である可能性がある。

　選考はデリケートな問題だ。私情を交える事は絶対にないが、受賞前から関かかわりがあったなんてネットで呟かれでもしたら、それこそ問題になりかねない。

　とにかくここで、俺の素す性じようをバラす訳にはいかなかった。

「……ファンなんだよ」

「え？」

「アヤネは天花光星が好きだって言ったよな？　俺も同じだ。天花光星の作品が好きで、一日でも早く新刊が読みたいと思ってる。だから、昨日教えてもらった情報サイトを見て不安になった。こんなの噓うそに決まってる……噓に決まってるけど、万が一本当だったら、騒さわぎ立てるような奴やつらが出てくるかもしれない。だから、そんな輩がいるようだったら止めようかと……天花光星の執しつ筆ぴつの邪じや魔まになるような事はさせたくないって思って……それで知り合いのツテを辿たどってこの高校を割り出して、見張ってたんだ」

「清純君……」

　アヤネは俺の顔をまじまじと見つめて──

「きも～い」

　……ですよねー。

　分かっている。我われながら不自然極きわまりない理由だと思うし、実際にそんな奴がいたら気持ち悪すぎる。

「で、でもお前だって同じ事してた訳だろ。それも木の上に登ってまで」

　苦しくなってきたので、話題をアヤネの方に逸そらそうと試みる。

「あはは～。まあそう言えばそうだけどね～」

　悪びれた様子もなく、ふにゃり、と相好を崩くずす。

「ま、でも実際に見てみて確信したよ。天花光星かどうかはともかく、あの子は間ま違ちがい無く創作をする人間だね～」

「なんでそんな事が言い切れる？」

「目を見てれば分かるよ～。友達と楽しそうに話してる時も、心の一部では何か創作に使えるネタにならないかな、って考えてる。もちろん友達との会話を疎おろそかにしてる訳じゃないだろうし、無意識的にやってるんだろうけど……人間としての部分と創作者としての部分が乖かい離りしてるんだろうね。で、後者の方は、二十四時間三百六十五日、ず～っと創作の事ばっかり考えてる。寝ねてる間でさえも──あれは絶対そういう目だね～」

「いやお前、マンガじゃないんだから、目を見ただけでそんな事まで分かる訳が──」

「分かるよ。私も同じだから」

「え？」

　この言い回し……アヤネはやっぱり──

「ちなみに」

「え？」

　アヤネはそこで言葉を溜ためて、俺の目を見み据すえる。

「清純君も、同じ目をしてる気がするんだよね～」

「っ!?」

　こ……こいつ……

「えへへ～。図星でしょ」

　へらへらと笑うその顔は、何も考えていないようでもあり……全すべてを見み透すかしているようにも見えた。

　まさか……知っているのか？　俺が『棗なつめソウスケ』だったという事を。

　いや……そんな筈はずはない。

　だが、だとしたら──こいつの創作者を見み抜ぬく洞どう察さつ力は本物、という事になる。

　いや……それもおかしいな。俺はもう、物語を作ろうなんて考えは全く持っていない。

　結局はただの当てずっぽうなのか？……駄目だ、混乱してきた。

「はは、大ハズレだな。俺は創作する側の人間じゃない」

　動どう揺ようを悟さとられないように、殊こと更さら軽い口調で言ったが、それは噓ではなかった。『もう』という言葉は意識的に省いていたけれども。

「ふう～ん。あんな不確定情報でこんな所まで来るんだから、作家志望のヒマヒマな夢追いニートだと思ったんだけどな～。なんか社会不適合者っぽい顔してるし」

　……余計なお世話だ。

「まあそういう細かい事はどうでもいいかな～。目的も達成できた事だし」

　アヤネはそう言って、胸ポケットから何か薄うすいものを取り出した。

「なっ……」

　その写真には、楽しそうに笑う天花のアップがしっかりと収められていた。

「お前、それ……」

「うん、撮とったよ。木の上から～」

　アヤネは、首からストラップで下げられた一眼レフカメラを構える仕草をしてみせた。

「それを……どうするつもりだ？」

「う～ん。ネットにアップしちゃおうかな～」

「お前……天花光星が好きなんじゃなかったのか」

「うん、好きだよ～」

　アヤネは満面の笑えみで頷うなずいて──




「でも、好きなものって潰ころしたくならない？」




　その目が、濁った。

「最初はさあ……作品で直接やろうと思ったんだけどね。でも本物を生で見たら、方法なんてもうどうでもよくなっちゃったよ。早く……早くあの子のくたばる姿が見たくて……しょうがないんだ」

　なんだ……これは。

　こんな……こんな禍まが々まがしい気を、たかだか十数年しか生きていない女子高生が発せられるものなのか。

　同じだ……【くたばれ】を読んだ時と。

　気を抜ぬくと、意識ごと引きずり込まれるような──

「な～んちゃって」

　場の空気が、一気に弛し緩かんした。

「あはは～。清純君なんでそんなにビビってるの。超ちようウケる～」
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　ゆるふわ状態に戻もどったアヤネは、手にした写真を真っ二つに引き裂さいた。

「うそうそ。ネットにアップなんてしないって～。あ、清純君、天花光星のファンみたいだからビリビリになっちゃったけどこれあげるね。変な事に使っちゃ駄目だよ。それじゃ～ね～」

　言うが早いか、アヤネはもの凄すごい勢いで駆かけ出し、あっという間に姿が見えなくなってしまった。

「…………」

　俺は、顔が縦半分に割れた天花の写真を握にぎりながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。







　その後、【日ひ陰かげぼっこ】は三回目の重版を果たし……【くたばれ】は三次選考へと駒こまを進めた。
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　とある企き業ぎようの社員食堂。

「おい、昨日の【恋れん剣けん☆レボリューション】観みたか？」

「あー観た観た。作画崩ほう壊かいしまくってテンションダダ下がりだわ。あれはねーよ」

「あー、やっぱりそう思うか。原作は神なんだけどなー」

「あれの原作ってたしかラノベだろ？　アニメでやってんのにわざわざ文字でなんて読む気になんねーわ。どうせカスみたいな文章力なんだろ？」

「バッカ。面おも白しろいやつは超おもしれーんだよ」

　男性社員同士がアニメ談義に花を咲さかせている、隣となりのテーブルで、

（ま、交ざりたい……）

　うずうずしている人物がいた。

　雄おん鶏どりひよこだ。

　あの男性社員二人とは、せいぜい挨あい拶さつを交かわす程度の間あいだ柄がら。

　人見知りの気があるひよこは、自分から話に入っていく事ができなかった。

　自分がラノベ作家である事を明かせれば、会話のとっかかりになるのかもしれないが……社内の人間には伏ふせるという約束（会社には文化活動の一いつ環かん、という名目で兼業を特例として認めてもらっているが、あくまで特例であり、基本的に副業は禁止なのでおおっぴらには出来ない。その事を把は握あくしているのは、課長以上の役付きの人間のみ）になっているので、それも敵かなわない。

　ひよこはラノベが原作のアニメは、勉強の為ため、全て観るようにしている。

　そして【恋剣☆レボリューション】の原作は、個人的に大好きなシリーズだった。

　だからこそ話したい。アニメになってよかった部分や感動した部分、逆に至らない点やもどかしい箇か所しよを思いっきり語り合いたい。

（うう……）

「どったの雄鶏ちゃん？」

　隣に座った、ボーイッシュな感じの先せん輩ぱい社員が、訝いぶかしげにひよこの方を見ていた。

「あ、ああ……なんでもないです」

「そ？　まあ雄鶏ちゃんの挙動がちょっと不ふ審しんなのはいつもの事だしね！　なはは！」

　快活にひよこの肩かたをばんばん、と叩たたいてくるこの先輩は非常に面めん倒どう見みがよく、入社当初から世話を焼いてくれている。

「相変わらずがさつねえ……そんなんだから彼氏に逃にげられるのよ」

　ひよこの逆隣のもう一人の先輩が、呆あきれたように呟つぶやく。こちらは対照的に色気全開といった風ふ情ぜいだ。

「うっ……ひ、人が気にしている事を……」

　ジト目で睨にらまれても、お色気先輩は意に介かいさない。

「雄鶏さんは彼氏とかいないの？」

「いないです」

「そっか。お仲間お仲間！　じゃあ雄鶏ちゃんって休みの日とか何してんの？」

「休みの日……ですか」

「あら、それは私もちょっと聞いてみたいわね。雄鶏さんって何か私生活が全然想像できないから」

　先輩二人に問われ、ひよこは戸と惑まどう。

　パジャマのまま家に籠こもって、原げん稿こうを書いてますとも言えない。

「えっと……基本的にインドア派なんで、ずっと家にいます」

　噓うそはつかずに、無難な答えで切り抜ける。

「うわーもったいない。こんなにかわいいのに家の外に出ないなんて」

「あ、ありがとうございます……」

「あ、かわいいって言われて照れてる！　かわいー」

「ひゃっ……や、やめてくらはい……」

　ひよこのほっぺを軽くつまんでフニフニやりだすボーイッシュ先輩。

「おうおう。ういやつよのう」

「やめなさいよ……雄鶏さん、嫌いやがってるじゃない」

「いや、そういうアンタだってやってるし」

「あら。あんまりかわいいから、つい」

「や、やめへ～」

　ひよこは基本的に、この二人のおもちゃだ。

「うう……」

　ようやく解放されたひよこは、先輩二人にジト目を向ける。

「うおっ……それもかわいいな、やべえたまんねえ……」

「またあなたはそういうおじさん臭くさい事を……でもかわいいわね、たしかに」

「…………っ」

　身の危険を感じたひよこは、椅い子すごとその身をすっ、と引かせる。

「あはは！　ごめんごめん！　ちょっとからかいすぎたねー」

「そうね。ごめんなさい、雄鶏さん。でも本当に彼氏はいないの？　私が男だったら放ほうっておかないけど」

「ほんとにいません……何回かパンツ見られた人ならいますけど」

「「はぁ？」」

　二人の先輩の声が綺き麗れいにハモる。

　しまった、と思ったが時既すでに遅おそし。

「雄鶏ちゃん……それは詳くわしく聞かせてもらわねばのう」

「そうね……じっくり……ねっとりとね」

　両者の目が、キュピーン！　と怪あやしく光っていた。




「なるほどねえ……」

「というか、そんなマンガみたいな事、本当にあるのねえ。ええと……ああ、そう、ラッキースケベって言うんでしょ」

　黙もく秘ひは不可能な状じよう況きようだったので、作家と編集という立場は伏せて話した……というかパンツの件以外も根ね掘ほり葉掘り聞かれまくった。

「で、そのけしからんＫ君とやらとは、いつからつきあう訳？」

「え？　ピヨ──じゃなくて、Ｋ君とは全然そんな関係じゃありませんけど」

「でも、いつもご飯奢おごってくれて、雄鶏さんがどんな変な事言っても受け入れてくれて、根気強く相談にも乗ってくれてるんでしょ？……それでもつきあうつもりは全くないの？」

「はい」

「そ、それはちょっと……Ｋ君がかわいそうでないかい？」

「なんでですか？」

　先輩二人は、困ったように顔を見合わせた。

「……雄鶏さん。ちなみにあなた、今までに恋れん愛あい経験とかは？」

「ないですけど？」

「「っ!?」」

　二人はまたシンクロして、目を見開いた。

「お、おい、どうするこれ……天然だとは思ってたけど、想像以上だぞ」

「国内有数の養よう鶏けい場の一人ひとり娘むすめだから大事に育てられたんでしょうけど……ちょっと箱入りがすぎるわね」

　ひよこには聞こえない声で、ひそひそと囁ささやき合う先輩達。

「えっと……そのＫ君の前に行くと、ドキドキしたりはしない？」

「しません。逆に心が落ち着いて、この時間がずっと続けばいいなーって」

「えっと……そのＫ君にパンツ見られた時、どう思ったのかしら？」

「とっても恥はずかしかったけど……そんなに嫌な感じはしませんでした」

「えっと……そのＫ君の事、好きか嫌きらいかで言ったら？」

「好きです」

「それでも……恋愛感情はないと？」

「はい、全く」

「じゃあ……そのＫ君の好きな所は？」

「優やさしくて包容力があって仕事に誠実で柔じゆう軟なん性もあって頼たよりになって熱くて、私の事を大切にしてくれる所です」

「「気付いてないだけだそれは！」」

　先輩二人が今日イチのハモりを見せる中──

「？」

　当の本人だけが、不思議そうに首を傾かしげていた。
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「お疲つかれ様でした」

　番組の収録が終わり、ソレイユはスタッフに天使の笑え顔がおを向けて回る。

「お疲れちゃーん」

　そんな中、司会の男性芸能人が、親しげな様子で声をかけてきた。

「あ、お疲れ様でした」

「いやいや、ソレイユちゃん、空気読んでうまくトーク回してくれるからこっちも助かるわー。先週出たアイドルのおねーちゃんなんかより、よっぽどこの世界向いてると思うよ。どう？　その気があるなら知り合いの事務所紹しよう介かいするけど」

「ありがとうございます。でも私の本業はあくまでイラストレーターですから。お気持ちだけ受け取っておきますね」

　それは、ソレイユの噓うそ偽いつわりのない本心だった。今は、イラストを描かく事が楽しくてしょうがない。

「残念だなー。ま、それはそれとして、ソレイユちゃん、どう？　この後みんなで軽く食事でも」

「すみません、せっかくなんですけど、ちょっと予定がありまして」

「残念、フラれちった。せっかく二人っきりで食事するチャンスだったのにー」

「あら、皆みなさんと、っておっしゃいませんでした？」

「そうだよ。店に入ると同時に全員帰ってもらうけどね」

「それは穏おだやかじゃありませんね。ふふ……奥様に言いつけちゃいますよ」

「あちゃー」

　この司会者はチャラ男＆恐きよう妻さい家かキャラで売っている人間だった。ソレイユに限らず、誰だれに対してもこんな調子だ。

「いやさ、でも俺のは冗じよう談だんにしても、ソレイユちゃん、野や郎ろう共からめちゃくちゃ誘さそわれるでしょ」

「ええ、まあ……ありがたい事にお誘いは多いです」

　下手に謙けん遜そんしても嫌みになるだけなので、ソレイユは柔やわらかい笑顔で肯こう定ていする。

「この業界、顔のいい奴やつと金持ってる奴の集まりだからねー。ソレイユちゃんなら選びたい放題って感じでしょ」

「ちょっとクサいかもしれませんけど……今はイラストの事しか考えられませんから」

「またまたー。そんな事言って実はもう、好きな人とかいるんじゃないの？」

「いえいえ。本当に全く」

「そうなの？　じゃあ、イラストに飽あきたら俺はいつでもフリーだから。どう？　今晩あたり、飽きる予定ない？」

「あ、そういえば私、奥様の携けい帯たい番号うかがってたんでした」

「うげっ！」

　当然これも本気のやりとりではない。この司会者にとっては挨あい拶さつみたいなものだった。

「ふふ……」

「はは、ソレイユちゃん、ほんと切り返しもうまいねー。芸能界に入る気になったらマジでいつでも言ってね。それじゃ、今日の所はお疲れちゃーん」

「お疲れさまでしたー」

　手をひらひらさせながら去って行く司会者を、ソレイユは天使のような笑顔で見送った。




　ガン！

　楽屋に戻もどったソレイユは、鬼おにのような形相で壁かべに拳こぶしを叩たたき付けた。

「なんで……」

　一人になれば、擬ぎ態たいを解除するのはいつもの事だが……今回は少し様相が違ちがっていた。

「なんでよ……」

　忌いま々いましげに、唇くちびるを嚙かむソレイユ。

　その憤いきどおりは、先さき程ほどの司会者に向けられたものではない──自分自身にだ。




『またまたー。そんな事言って実はもう、好きな人とかいるんじゃないの？』




（なんで……なんでそのセリフを聞いてアイツの顔が浮うかんでくんのよ！）

　ちょっと不健康そうな、黒くろ髪かみの編集者。

　ソレイユは決して鈍にぶい人間ではない。

（冗談じゃないわ……私は、弱った時にちょっと叱しつ咤たしてもらった位で落ちる程、チョロい女じゃ──）

　だから、己おのれの内から湧わき出る感情がなんなのか、理解できてしまっていた。

（私は……私はそんなに簡単な女じゃ──）

　だが、それを認められるかはまた別問題な訳で。

（く……消えろ……消えなさいよっ！）

　そう念じれば念じる程、逆効果となってより鮮せん明めいに浮かんでくる。

　黒くろ川かわ清きよ純ずみの、笑顔が。

　本当に辛つらい時に、手を差し伸のべてくれた人。

　クリエイターとしての人生を変えてくれた人。

　イラストを描くのは楽しいと、気付かせてくれた人。

　分かっている。この笑顔を消すには、素す直なおに認めるしかない。

（ふう……）

　ソレイユは観念して、覚かく悟ごを決めた。

（あ、でも認めたら消えちゃうのよね。もうちょっと見ていたいからそれはそれで残念かも──って何アホみたいな事考えてんのよ私は！）

　誰にも聞かれる事のない、脳内ツンデレノリツッコミ。

（最っ低……）

　真っ赤に染まったその顔は、何よりも雄ゆう弁べんにソレイユの心情を物語っていた。
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　ガタガタガタガタガタガタ。

　飯いい田だ橋ばしにあるマンションの一室で、光みつ星ぼし天てん花かは一心不乱にキーボードを叩いていた。

　天花の集中力は凄すさまじい。一度執しつ筆ぴつに入ると小説の世界に没ぼつ入にゆうし、他ほかの事はまるで気にならなくなる。

　もの凄すごい勢いで、画面に文字が埋うまっていく。

　が、

「……………………」

　とある箇か所しよに差し掛かった所でその手が止まった。

　恋れん愛あい描びよう写しやの場面だ。

　展開について悩なやんでいる……というような事はなく、このシーンの流れは既すでに決まっている。

　しかし、続きを書こうとしてもその手は動いてくれなかった。

（…………………………なんで？）

　胸中で己に問いかけるが、その答えは分かりきっていた。

（駄だ目め……集中！　集中しなきゃ！）

　光星天花は己の行いを深く悔くいていた。

　編集者とイラストレーターが、真しん摯しに作品の事だけを考えている最中、自分だけが浮うわついた感情を持ち、創作に集中していなかった。

　だから、誓ちかった。

　己の気持ちは封ふう印いんして、面おも白しろい話を読者に届ける事だけを考えよう。

（なのに……なのにっ！）

　頭から追いやろうとする程に、あの光景が脳のう裏りに浮かんでくる。




『本当のお前が欲しいんだよ、俺は！』

『俺は一生離はなれないからな！』

『大好きだ』




　清純からソレイユに向けられた言葉の数々。

　あれは、誰がどう聞いても愛の告白だ。

　何かの勘かん違ちがいとか、そういう可能性を必死に模も索さくしたが、あのセリフは他に解かい釈しやくのしようがない。

（黒川さん、ファッションとかには無む頓とん着ちやくだけど、よく見るとかっこいいし、ソレイユさんは言うまでもなく、もの凄く美人だし……お似合いだよね）

　自分に言い聞かせるようにして、無む理り矢や理りに指を動かし始める。

　ガタガタガタガタガタガ──

「……………………」

　しかし、しばらく書き進めた所で、またその手が止まった。

（駄目だよ……書かなきゃ……駄目……なのにっ……）

　限界だった。

　当人の前では、明るく振ふる舞まうように努力してきたが……一人の時までは……保もたない。

「う……うっ……」

　震ふるえるその指の上に、涙なみだが落ちた。

（せっかく……せっかく新作が多くの人に楽しんで貰もらえてるのに……浮ついてる場合じゃ……こんな事で止まってる場合じゃ……ないのにっ）

　それは、仕方のない事だった。

　いかに卓たく越えつした才能を持っているとはいえ、光星天花はたかだか十六歳の高校二年生だ。極きわまった己の感情をコントロールする術すべなど持っていない。

　いや──そもそも年ねん齢れいや経験は関係ないのかもしれない。

　その気持ちは……人を好きになるという事は、理性で抑おさえられるようなものではないのだから。

（やらなきゃ……やらなきゃ！　私は……プロの作家だから）

　生き真ま面じ目めな気質の彼女は、自分で自分を追い込んでいく。

　涙を拭ぬぐい、震える手を強制的にキーボードにあてがった時、それは起こった。

（……………………え？）




　物語が、降りてきた。




　それは天花にとって別段珍めずらしい事ではない。そもそも物語が降りてきたからこそ、このシーンに着手しようと思ったのだ。

　だが、今回は違う。

　別のものが、降りてきた。

　今までに、こんな事はなかった。一度降りてきた物語は唯ゆい一いつ無二の正解であり、『他』があるなんて考えた事もなかった。

　でも、直感的に理解した。

　この物語は──さっきまでのものより面白い。

　そこから先は一気だった。

　ストーリーが進む。

　キャラが動く。

　キーボードを通して、自分が世界の全すべてを構築しているような全能感。

（なんで……なんでこんなに筆が進むの？）

　作家はその経験全てが作品の糧かてになる──よく言われる言葉だが、これは決して誇こ張ちようされた表現ではない。

　その全てが直接的に、という訳ではないが、積み重ねてきた人生が──その人間が生きてきた軌き跡せきが、形を変えて作品に反映されていく。

　とりわけ感受性の強い、若い作家であればその傾けい向こうはより顕けん著ちよに表れる。

　以前、黒川清純に対する淡あわい恋こい心ごころが、作品を完成させるきっかけになったように。

　今回、黒川清純に対する苦い失恋もまた、彼女の作品の質を劇的に向上させる事となった。

（なんだろう……この感覚。今までも勝手に指が動くような事はあったけど、それとはまた違って──）

　傷つき、ズタボロになった心と、未知の領域へと踏ふみ込んでいく高こう揚よう感。

　光星天花は混こん沌とんとした心境のまま、何かに取り憑つかれたように指を動かしていった。
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　とある日の昼下がり。

「く、黒くろ川かわ君、大変だよっ！」

　和のどか先せん輩ぱいが、血相を変えて編集部に飛び込んできた。

「どうしました？」

「どどど、どうしたもこうしたも……これ見てこれっ!!」

　俺は、先輩が差し出したスマホの画面をのぞき込み──

「なっ……」

　絶句した。

　そこには、手を恋人繫つなぎしている男女の写真が写っていた。

　俺と……天てん花かだ。

　そして、上方にはでかでかと見出しの文字が躍おどっていた。





　衝しよう撃げき！　【ガルディニア戦記】の天あま花はな光こう星せいは、美少女作家だった！

　そして前代未聞！　顔バレと同時に熱愛発覚!?






「な、なんでこれがっ……」

　身に覚えが全くないとは言わない。

　これは俺が、飲酒運転のバイクから天花をかばって頭を打ち、意識が朦もう朧ろうとしていた時の写真だ。

　だが、そんな前後の経けい緯いは関係ない。

　これは明らかにそういう場面に見える……いや、そうとしか見えない。

「さ、さっきからもの凄い勢いで拡散されてて……黒川君どうしようっ！」

「………………」

　それを聞きたいのは俺の方だった。

　先輩が提示したサイトは、ラノベ系のものではなく、一いつ般ぱんのニュースサイト……それも閲えつ覧らん者数が相当多い、大手のものだ。

　この前のガセサイトとは……訳が違ちがう。

　そもそも、今回ははっきりと写真が載のってしまっている。俺という、最悪の相手付きで。

　なぜだ……なぜこんな事になっている？

　そうだ、天花。天花なら何か知っているかも……

『はい。お世話になっております、天花光星です』

　授業の合間の時間だったらしく天花はすぐに出てくれた。

「悪い……学校にいるのは分かってるんだが、緊きん急きゆう事態だ」

『緊急事態？』

　この反応だと、まだ気付いてないか……俺は天花に現在の状じよう況きようを説明した。




『そ、そんな事に……』

　ガセサイトの件では動じなかった天花も、さすがに言葉を失っていた。

「写真を撮とって流出させるような奴やつに、心当たりは？」

『い、いえ……まったく』

「だよな……」

　わずかに抱いだいていた期待も、簡単に砕くだけてしまう。

「……悪いが、あの時あった一部始終を教えてくれないか？」

『ええっ！』

　何がどうなってあの写真に至るのか……あの時は曖あい昧まいなままにしてしまったが、こんな事態になってしまってはそうもいかない。

「覚えてないか？」

『い、いえ……全部鮮せん明めいに覚えてます』

「教えてくれ」

『で、でも……』

「頼たのむ。大事な事なんだ」

『う、うう………………分かりました』

　天花は躊躇ためらいながらも、その全てを話してくれた。




「……そうか。俺はそんな事を……」

　天花の話を聞き終えた俺は、額に手を当てて、天を仰あおいでいた。

『は、はい……』

「悪かったな。そんな紛まぎらわしい事ばっかり言って……」




『俺は、お前に惚ほれてる』

『楽しそうにしているお前が、好きだ』

『だから、つきあってほしい』

『これからは俺とお前でバンバン作品こどもを創つくり上げるぞ！』




　何を考えてたんだ俺は……ほぼ意識がなかったとはいえ、酷ひどすぎる。

『い、いえ……創作に関するお話だって分かってましたから。ぜ、全然なんともありませんでした』

「そう言ってもらえると助かる……まあだからといって、そんなセクハラ紛まがいのセリフが許される訳じゃない……本当に申し訳なかった」

『や、やめて下さい黒川さん……私はもう、本当に気にしてないですから。手を握にぎった件だって、私を激げき励れいする為ためにしてくれた事ですし』

「……もう一度確かく認にんするが、俺は本当に手を握る以上の事はしてないんだよな？」

『はい、断じて。今お話しした事が全てです』

「そうか……」

　本当に申し訳ない事をしたが、最悪の事態には至っていないという確認はとれた。

『あの……私、何かした方がいいんでしょうか？』

「いや、俺がなんとかするから天花は心配するな。進展があったら連れん絡らくする」

『……分かりました』




「………………………………はあ」

　電話を切り、深いため息を吐つく俺。

　天花にはああ言ったが……この段階で出来る事など何もない。

　ただ、鎮ちん静せい化する事を祈いのるのみだった。







　だが、事態は考え得る限り最悪の方向へ向かっていた。

「………………どうしろってんだよ、こんなの」

　俺は、スマホから目を離はなして頭を抱かかえた。





　続報！　ＪＫ作家のお相手は担当編集者!?






　そこには社名までは書かれていなかったが、担当編集者という文言の時点で特定されてしまったに等しい。天花光星はＳＡＤＯＫＡＷＡの……サンダル文庫からしか作品を出していないんだから。

　誰だれだ……一体誰がこんな事をっ……

「アヤネ……か？」

　得体の知れない女子高生の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　……いや、あいつが写真を撮るチャンスがあったのはあくまで天花単体……俺が天花を飲酒運転のバイクから助けたあの時、あの場所にいたとは考え辛づらい。

　じゃあ誰だ……そしてあの写真を持っていたのなら、なぜ今まで公表しなかった？

　天花の新作が発表され、それが軌き道どうに乗ったタイミングを狙ねらった？

　他ほかの出版社が、ＳＡＤＯＫＡＷＡに打だ撃げきを与あたえる為に行った？

　それにしたってアヤネと同じで、あの場所に偶ぐう然ぜん居合わせた可能性は低い。

　今回の事で、一番メリットがあるのはどこの誰だ？

　様々な憶おく測そくと疑問が次々と浮かんでは消えていくが、答えをくれる人間などいるはずもない。

「ふむ……これはちと、まずいかもしれないな」

　その声に反応して顔を上げると、霞かすみ副編集長が天てん井じようを見上げながら、頭をくしゃくしゃとかき回していた。その表情はいつもと変わらないように見えたが──

「む？」

　副編集長の机の内線が鳴った。

「……はい……はい……了りよう解かいしました」

　用件はごく短いものだったらしく、副編集長はすぐに電話を置き、俺の方へと視線を向けた。

「黒川。呼び出しだ、行くぞ」







「黒川君……だったな。何故なぜ呼ばれたのかは、当然分かるな？」

「……はい」

　重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きが漂ただようこの部屋の主は、エンターテイメントノベル局、部長、山やま田だ豪ごう厳げん。

　ＳＡＤＯＫＡＷＡが持つ、全すべてのライトノベルレーベルを統とう括かつする立場の人だ。

　丸太の如ごとき腕うでに、山さん賊ぞくかと見み紛まがうような髭ひげ面づら、そして気の弱い人間であれば、目が合っただけで萎い縮しゆくしてしまうであろう眼光。

　どう見てもエンターテイメントノベル局というよりも、刑けい事じ部長といった風ふ情ぜいだが、こう見えて編集者としての腕には確かなものがあるらしく……現場から叩たたき上げで昇しよう進しんを重ねてきた人物との事だった。

　その山田部長は、自身のスマホの画面を俺の方に向ける。

「単刀直入に聞こう。この写真は加工や捏ねつ造ぞうの類たぐいではなく、本物か？」

「……はい」

　部長は軽くふむ、と呟つぶやいて髭を撫なでながら、次の問いに移る。

「では君は、天花光星と、この写真から想像されるような仲であるのか？」

「それは断じてありません」

「なるほど」

「ですが、私の心持ちがどうであれ、実際に未成年の手を握り、それが拡散されてしまったのは紛れもない事実です」

「その通りだ。君の目を見れば、噓うそを言っていない事は分かる。だが、この写真を目にしただけの人々にはそれは伝わらない。真実は誇こ張ちようされ、ねじ曲げられ、それが事実として受け止められている」

「……はい」

「恐おそろしい時代だ。今回の件がどこまでの話になるのか、そして社にどれだけの影えい響きようがあるのか……想像もつかん」

「…………申し訳ありません」

「謝罪の言葉が聞きたいのではない」

　山田部長の眼光が、刺ささる。

「君がこの問題をどう捉とらえ、今後どうしようと思っているのか──それを聞きたい」

「……………………………………………………………」

　だが、いくら待ってもらっても、俺の口からは何も出てこなかった。

「……まあ新入社員にこんな事を問うのが酷こくだというのは百も承知だ」

　山田部長は、俺の後ろに控ひかえていた副編集長へ視線を向けた。

「では、現在の直属の上司である霞君はこの件に関してどう考えている？」

　副編集長は、いつも通りのやる気のなさそうな調子で言葉を返す。

「まあ、時代とタイミングが悪かったとしか。部長の現場時代は、編集と作家のもっとヤバい話とか、いくらでもありましたよね」

「……そういう問題じゃねえだろう。ったく……お前はいつになったらその緩ゆるい感じが抜ぬけんだよ」

　部長の口調が、急に荒あらっぽいものに様変わりする。

「これでも部長に散々かわいがられてしっかりしたつもりなんですけどね……まあ仕事とは別の部分でも大分かわいがってもらいましたけど」

「舐なめた事抜かしてっとぶん殴なぐるぞ」

「冗じよう談だんにマジレスしなくてもいいじゃないですか」

　ドスの利きいた声を軽々と受け流す副編集長。

「全く……新人の頃ころはもう少しかわい気が──いや、新人の頃からこんなんだったな」

「どうも」

「褒ほめてねえよ」

「知ってます」

　どうやら山田部長と霞副編集長は旧き知ちの間あいだ柄がららしい。

「俺はもうヤマさんじゃないし、お前ももうカス公じゃねえ」

「ですね」

「もう一度聞くぞ。今回の件に関してどう考えている？　霞副編集長」

　部長は、肩かた書がきの部分を殊こと更さら強調して発音した。

「正直言って現段階でやれる事は何も。まだ情報が出て数時間ですし、撒まいた者の意図も分かっていません。社としてのコメントを出すにしても、事実関係を確認中、程度に抑おさえておいた方がいいかと。今後、おかわりが無いという保証はありませんし」

「ああ……それが無難だろうな。特にネット発の情報は、火消しに細心の注意を払はらわなくてはならない。ここ数年、そのやり方がお粗そ末まつすぎて、逆に炎えん上じようした企き業ぎようがいくらでも思い当たる」

　部長は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で続ける。

「現場の最高責任者である、本ほん郷ごう編集長に連絡は？」

「つきません」

「……全く何をしているんだ、この一大事に」

「まあ、そういう人ですから」

「ちっ……」

　部長は盛大に舌打ちしたが、編集長についてそれ以上は言げん及きゆうしなかった。

　そして、再び俺に視線を向ける。

「黒川君、何か言いたい事はあるかね？」

「…………………………ありません」

「そうか……ならば、とりあえずこの場はもう下がっていい」

「はい…………………………」

　俺は踵きびすを返し、出入り口へと向かう。

「…………失礼します」

　扉とびらまでたどり着いた所で再び向き直り、部長へと向かって頭を下げる。

　その俺の横で、副編集長が声をあげた。

「山田部長」

「なんだ？」

「申し訳ありません」

　俺よりも深々と頭こうべを垂れる副編集長のその姿は、どうしようもなく胸を抉えぐった。




　編集部へと戻もどる道すがら。

「……副編集長」

「ん？　どうした？」

「本当に…………すみませんでしたっ！」

「なぜ謝る？」

「いや、だって俺のせいで、副編集長にまであんな真似まねをさせてしまって……」

「ああ、気にするな。聞いてて分かっただろうが、あのヤマさんは私の昔の上司で、全然畏かしこまるような間柄じゃないんだけどな。今はお偉えらいさんだから、舐めた態度ばっかりだと向こうの面子メンツも立たないだろ。だから一応形式的に謝っておいただけだ」

　その言葉が額面通りでないのは明らかだった。

　部長と副編集長の間に相当な信しん頼らい関係があるのは、あの会話からだけでも十分に理解できた。新人の頃、大分面めん倒どうを見てもらったんだろう。

　そんな人に対して──恩を仇あだで返すような真似をさせてしまった。

「本当に……どう謝ればいいのか」

「ふむ……」

　副編集長は、いつも通りのちょっと眠ねむたそうな表情で、頭をかき回した。

「では、裸はだか踊おどりでもしてもらおうか。あ、靴くつ下したは履はいたままでな」

「…………」

「いや、間ま違ちがった。靴下はいいから、我が文庫にちなんで裸サンダルで頼たのむ」

「…………」

「おい、反応してくれよ。必死の思いで人生初下ネタを披ひ露ろうした生き娘むすめに恥はじをかかせないでくれ」

　……分かっている。副編集長が、あえていつも通りにしてくれている事は。ここは、タメ口で思いっきりツッコミを入れるべきだ。

　……でも。

「………………すみません」

　俺の口からは、そんなつまらない言葉しか出てこなかった。







「……………………」

　帰宅した俺は、崩くずれるようにして、靴くつを履いたまま玄げん関かん先さきに寝ね転ころんだ。

　疲つかれた。

　……………………………………………疲れた。

　その感想しか、出てこなかった。

　仕事が遅おくれているなら、頑がん張ばってスピードを上げればいい。

　仕事の質が悪いなら、改善する努力をすればいい。

　仕事が行き詰づまったなら、ちょっと息いき抜ぬきをしてみてもいい。

　物事には、それに応じた対処・解決の方法がある。

　だがこれは……今回の問題に関しては……

「……………………」

　どうすればいいか、全く分からなかった。

　重い……………………………体も、心も。

　最も早はや、立ち上がる気力はなかった。

　もういいや……このまま寝てしまおう。

　明日あした目が覚めたら、全てが解決している。

　そんな都合のいい奇き跡せきが起こればいいのに……

　普ふ通つうに考えてありえないけど……

　でも……

　そうなっていたら……いいな。







　目を覚ますと、状じよう況きようは更さらに悪化していた。

　日本最大手の検けん索さくエンジン。

　そのトップページのニュースに『大手出版社の編集者、担当する女子高生作家と……』のトピックスが。不確定な情報であるが故ゆえ、社名は伏ふせられているが、ちょっと検索をすればＳＡＤＯＫＡＷＡの文字と、中傷の言葉が溢あふれ返っていた。

　俺は暗あん澹たんたる気分のまま、出社した。

　読者からの直通電話は設けていない為ため、編集部への苦情の電話が鳴り止やまない、といった事態にはなっていないが……別窓口へは殺さつ到とうしているだろう。

　ここまでの事態になってしまっては、株価への影響も少なからず出ているはずだ。

　和先せん輩ぱいや他ほかのみんなは、何事もなかったかのように接してくれているが……正直、そっちの方がつらい。

　針の……むしろだった。







　家に帰り、昨日と同じように玄関口に倒たおれこむ。

「………………………」

　スマホを取り出し、検索する。

「────っ」

　そこには、俺の人格を否定するような言葉が、羅ら列れつされていた。

　駄だ目めだ………………もう見ないようにしよう。

「………………………」

　しかし、わずか数分後には、俺の指はスマホへと伸のびていた。

　これ以上、見てはいけない。

　頭ではそう分かっているのに、検索する手を止める事ができない。

　何か、この状況を一発で打開できる情報はないか。

　誰だれか、俺を擁よう護ごしてくれている人はいないか。

　なんでもいいから、この罪悪感を少しでも軽くしてくれるような書き込みはないか。

　しかし、ネットの海には、摑つかむような藁わらすら存在していなかった。

「…………………………っぷ」

　襲おそってきたのは、強きよう烈れつな嘔おう吐と感。

　────似ている。







『ゴミゴミゴミゴミ。いや、これはゴミに失礼か』『金返せとは言わない。むしろもっと金払ってもいいからこの二巻をなかった事にしてほしい』『作者は飛鳥あすかと京きよう介すけに死んで詫わびるべき』




『うえっ……う……おええええっ！』

『ちょ、ちょっと清きよ純ずみ、あなた一体どうしたの!?』







　俺が棗なつめソウスケを捨てる事になった、あの時に。

　だが……まだ大だい丈じよう夫ぶだ。

　もし、今回が初めてであれば、もっと取り乱していたかもしれない。

　しかし、俺は幸か不幸か、自我が崩ほう壊かいしかける程ほどの絶望を既すでに一度、知ってしまっている。

　まだ……あそこには至らない。

　が、その縁ふちに立っているのは事実であり、これから先の展開次し第だいでは──

「うっ……」

　再びこみ上げてきた吐はき気を、胸むな元もとを握にぎりしめて無む理り矢や理り抑おさえ込む。

　落ち着け……今の俺は、中学生だったあの時とは違ちがって成人した社会の一員だ。

　こんな事で潰つぶれてしまうなんて甘えは──許されない。

　が、社会人であるが故に、周囲に与あたえる影えい響きようも大きい。

『天花光星』【日ひ陰かげぼっこ】『Ｓ文庫』『ＳＡＤＯＫＡＷＡ』──今の俺には、背負っているものが多すぎる。

　俺のせいで……俺の軽けい率そつな行動が原因で、その全すべてが崩れてしまうかもしれない。

　その考えに至った時──

「──っ」

　あの時とはまた別種の恐きよう怖ふが襲ってきた。

　どうすれば……どうすればいいんだ。

　考えろ……天花に、副編集長に、編集部のみんなに、会社に……迷めい惑わくをかけない方法を。







　男がそれを目にしたのは、ほんの偶ぐう然ぜんだった。

　二十歳そこそこの若い男性が、暴走するバイクから体を張って女子高生を助けていた。

　本当に危き機き一いつ髪ぱつのタイミングで、下手をすればその青年は死んでいたかもしれなかった。

　咄とつ嗟さの行動だったのかもしれないが、その男気に心を打たれた。

　青年が女子高生の手を握りだした時は何事かと思ったが、状況と雰ふん囲い気きからしていかがわしい目的でないのは、明らかだった。

　美しい、と思った。

　青年の自己犠ぎ牲せいの精神と、女子高生の際きわ立だった容姿、そして彼女に生まれたであろう、ほのかな恋こい心ごころ──その全てが渾こん然ぜんとなった光景は、一枚の芸術作品のようで……ただただ、美しかった。

　男はほぼ無意識の内に、手にしたスマートフォンで写真を撮とっていた。

　はっ、と我われに返り、己おのれの盗とう撮さつじみた行こう為いを恥はじ、すぐに消そうと思ったが──どうしても躊躇ためらわれた。

　さっきの光景は、目に焼き付けておくだけではあまりにも惜おしいものだったから。

　男は迷った末、スマートフォンをそっとポケットにしまった。

　そして家に帰り、パソコンにそのデータを保存した。

　ただ、それだけだった。







　少年は知っていた。

　自分の父親が、家族共用パソコンの中に卑ひ猥わいな画像をため込んでいる事を。

　父は仕事資料と称しようしたそのフォルダにロックをかけ、安心したつもりでいるのだろうが……パスワードがあまりにも安直すぎた。

　少年は、日々増えていくその画像を閲えつ覧らんするのを、密ひそかな楽しみにしていた。

　この時代、ネット上にはいくらでも性的な画像は転がっているが……実の父が収集しているものだ、という事が、少年の背徳感を刺し激げきしていた。

　その日も微び妙みように増えた画像を確かく認にんし、フォルダを閉じようとした所で、いつもとは違う系統のファイル名を発見した。

　なんの気なしにそれを開いてみると──

　天使かと見み紛まがうような少女が、そこにいた。

　一ひと目め惚ぼれだった。

　このかわいさは一いつ般ぱん人ではありえない……見た事はないけど、絶対にアイドルか女優だと思った。ドラマの撮さつ影えいか何かだろうか。顔を赤らめているのがまた、最高だった。

　即そく座ざに自分のスマートフォンにデータを移し、興奮冷めやらぬまま、自室へと戻もどった。

　そして、友達と組んでいるＳＮＳのグループに画像をアップした。

『すげえかわいい子の画像見つけた！　これ誰か知ってたら情報ちょうだい！』と。

　ただ、それだけだった。







　その女は『ライトノベル情報局（笑）』を頻ひん繁ぱんに訪おとずれていた。

　閲覧者としてもそうだが……ネタの提供者として。

　このサイトは、ラノベに関する情報や噂うわさを、誰でも自由に投下できるような仕組みになっている。信しん憑ぴよう性は求められていない。面おも白しろければそれでいいというのがスタンスの、低てい俗ぞくなゴシップサイト。

　だが、彼女は自らネタを投下し、そこに反応が返ってくる快感にハマっていた。




　大ヒット作家の○○○先生は、実は自分では一文字も書いていない。

　○○○文庫の有名女性編集○○は、作家を豚ぶた呼ばわりして鞭むち打うち馬乗りしながら原げん稿こうを書かせている。

　全く売り上げが振ふるわない【○○○】がアニメ化したのは、アラブの石油王が巨きよ額がくの投資をしたからだ。




　もちろん、全てデタラメもいい所だ。

　そして、閲覧する方もそういうサイトだという事は十分承知しているので、やれアホだ、やれよくこんな事思いつくな、とコメントして楽しんでいる。

　奇き抜ばつなネタを考えついた時は、反応も多く……半ば彼女の趣しゆ味みと化していた。

　そんな彼女が次のターゲットに──と考えているのが天花光星だ。

　プロフィールが全く公表されていない覆ふく面めん作家だが、文章から察するに十中八九、ある程度年ねん齢れいのいった男性であろう。世間一般でもそう思われている。

　しかし、だからこそ、その正体がギャップのあるものだったら面白いのではないか。

　そう考えた彼女は、天花光星がどういうキャラであったらウケるか、を試行錯さく誤ごしていた。が、その過程で、何か引っかかりを感じていた。

　天花光星って字じ面づら……どこかで見た事あるような気がするんだよね。

　しかしその答えは思い浮うかばず、数日の間、胸にしこりを感じていたのだが……ある日突とつ然ぜん、解消した。

　あ、そうだ！

　あれはもう、何年前だろうか？　自分が小学六年生の時、集団登校のグループに、光みつ星ぼし天花ちゃんという、とてもかわいらしい一年生の女の子がいた。

　自分との年齢差を考こう慮りよすると、あの子は今……高校二年生のはずだ。

　ああ、すっきりした！

　と同時に、彼女は思った。

　これって……オイシイよね。

　かくして、天花光星＝女子高生、光星天花説が投下される運びとなった。




『また始まった』『アクセス数稼かせぎ乙おつ』『【ガル戦】女子高生が書いてるとかありえねーし。ぜってーオッサンだろ』『信じてほしいんなら画像プリーズ』




　案の定、誰も信じていなかった。当たり前だ。噓うそなんだから。

　そもそも信じられても困る。

　ごめんね、あの時の一年生のかわいい子。勝手に名前をネタにしちゃって。でも本気にしてる人間なんて誰もいないから大丈夫だよね。そしてありがとう。今回はなかなか反応が多かったよ。

　現実であまり他人に相手にしてもらえない彼女は、ネットの世界くらいではみんなに構ってほしかった。

　ただ、それだけだった。







「ちょっと、何ニヤニヤしながらスマホ見てんの」

「うわっ!?　な、なんだよねーちゃん、急に後ろから話しかけんなよ！」

「そんな、落とすほど動どう揺ようするなんてあやしーなー。どれどれ」

「か、勝手に見んなよ！」

「………………あんたこれ、どうしたの？」

「な、なんだよ急にそんな怖こわい顔して……」

「だってこれ、完全に盗撮じゃん」

「盗撮？　何言ってんの？　これ、芸能人の撮影現場でしょ？」

「いやいやいや、これ普ふ通つうに清女の制服だし」

「……え？」

「だからこれ、実在する女子校の制服だってば。同じ都内でもうちからは大分離はなれてるから、あんたは知んないかもしれないけど」

「じゃあこれ……本物の女子高生？」

「だからそう言ってんじゃん。もう一度聞くけどこれ……どうしたの？」

「と、友達からグループメッセージで回って来て……そいつも芸能人と勘かん違ちがいしてるみたいで……」

「はあ……男子中学生ってほんとバカ。ま、どこで手に入れた画像かは知らないけど、グループ内で止まってよかったわね。その友達にもこれ以上ＳＮＳに載のせたりしないように言っときなさい」

「もう……遅おそいかも」

「え？」

「俺さっき……ツイッターに載せちゃった」







　ネット上に投とう稿こうされた、赤面する美少女の画像。

『最強天使発見！』という文言が添そえられたそのツイートは、ツイート主の十五人というフォロワー数の少なさから、誰だれにも注目されていなかった。

　が、それが一人のアイドル女子プロレスラーの目に留まった。彼女のキャッチコピーは『最さい凶きよう天てん死し』だった。彼女は、『エゴサーチの変換ミスったら、なんかかわいいの出てきた（笑）』と、引用ＲＴした。

　それとほぼタイミングを同じくして、元ツイート主はツイートを削さく除じよしたが、何の意味も成さなかった。

『最凶天死』のフォロワー数は、五万人を超こえていたから。

　そこからは早かった。

　この美少女は誰だ！　と騒さわぎになり、まず制服から高校が特定された。

　見覚えがある、という輩やからが、中学生時代の卒業アルバム写真をアップして、光星天花という名前が割れた。

　その名前が検けん索さくされ……とあるラノベサイトの記事が引っかかった。

　ガセサイトの情報が神スクープだった件！　と騒ぐ者もいたが、この時点で少女＝天花光星という確証はなく、ほとんどの者が半信半疑だった。

　が、写真の場所がＳＡＤＯＫＡＷＡ本社前だという情報が出てきてから、流れが変わった。そのビルで、学生時代から働いて八年目になる男の素す性じようを知る者は、膨ぼう大だいという訳ではないが……皆かい無むという訳でもなかった。

　天花光星が顔を赤らめている相手が、ＳＡＤＯＫＡＷＡの編集者らしいと発覚するまで、そう時間はかからなかった。







　明確に悪意を持った人間はいなかった。

　それぞれが、モラルと配はい慮りよに欠けた行動をしただけ。

　だが、男がいかに目を丸くして、パソコンのフォルダを確かく認にんしようとも。

　女がいかに、己おのれの噓が真まことになってしまった罪悪感に苛さいなまれようとも。

　少年がいかに、姉にこっぴどく叱しかられて涙なみだ目めになろうとも。

　一度放たれてしまった情報はもう──誰にも止められない。





[image: ]ここにいてほしい理由わけ






「………………」

　俺が出社すると、編集部内には既すでに霞副編集長の姿があった。

「副編集長」

　俺が呼びかけても、俯うつむいたままで反応がない。

「副編集長」

　再度の呼びかけにも応じない彼女は……ゲームをしていた。

「…………」

「ああっ！」

　俺は無言のまま、それを取り上げる。

「な、何をするんだ。俺のゼビーゼクタ──じゃなくて、私のドン○ーコング返してくれよおぉ！」

　また懐なつかしいものを……

「職場でゲームをしないでください」

「なぜだい？」

「ここは働く所だからです」

「そ、そうだったのか……」

「……………………」

「冗じよう談だんだ。まったく黒川歯クソ真ま面じ目め──ではなくて、黒川はクソ真面目だな」

「……………………」

「そんなに見つめてどうした？　私の歯クソをペロペロしたいなら残念だったな。もう磨みがいてしまったよ」

「……………………副編集長、真面目なお話があります」

「なんだい」

「……そんなひょっとこみたいな顔をしないで、真面目に聞いてください」

「なんだい」

「……そんなオタフクみたいな顔をしないで、真面目に聞いてください」

「失礼な。私が真面目じゃなかった事など、ただの一度たりともない」

「…………」

　ポプテピ○ックみたいな顔でのたまう上司を無視して──

「……これを」

　俺は、胸ポケットから取り出した封ふう筒とうを副編集長の机の上に置いた。

「直接とはなかなか男だな。別に下げ駄た箱ばこに入れておいてくれてもよかったんだが」

「ラブレターじゃありません」

「ああ、そっちか。まあネット上での感想もありがたいが、やはり直筆は格別で──」

「編集者にファンレターは来ません」

「どうした。今日はツッコミにキレがないじゃないか。ツッコむのが得意な君らしくないな。そして私は正面からよりも、後ろからツッコまれる方が──」

「いい加減にしてください！」

　思わず、大声を張り上げてしまった。

「……すみません……早くこれを受け取ってほしいんです」

　改めてその辞表を摑つかんで、突つきつける。

「……どういうつもりだ？」

「どういうつもりも、これを出す意図はたった一つしかありません……寝ねないで考えました。俺が責任を取るにはこれしか方法が──」

「責任も何も、私と君はそういう関係じゃないだろ」

「…………」

「まあ、あのワンナイトで出来るものが出来てしまっていたら、たしかに責任はとってもらわなきゃならなくなるが──」

「いつまでおちゃらけてるんだ、あんたは!!」

　我が慢まん出来なくなった俺は、机に掌てのひらを思い切り叩たたき付ける。

「人が……人が真しん剣けんに話をしようとしてるのに……なんなんですかその態度は！」

　俺が……俺が必死に考えて辿たどり着いた結論なんだ！　だから──

「部下の最後の挨あい拶さつくらい、ふざけないでちゃんと聞いて──」




「ふざけてるのはお前だ」




「──っ!?」

　立ち上がった副編集長が、俺の胸むなぐらを摑んでいた。

「一体誰にこんな事をしろと言われた」

　予想外の事に戸と惑まどいつつも、なんとか答えを返す。

「い、いえ……じ、自分の意志です……」

「自分の？　まだ入って数ヶ月の新人が、少しばかり失敗したからといって辞やめて責任を取ると？」

「……少しじゃありません。今回の件で俺が会社に与あたえた損害は計り知れません。そして、それはこれからも更さらに拡大します。俺が辞めれば多少は収まるは──」

「仕事を舐なめるなよ、小こ僧ぞう」

「っ…………」

　だ、誰だ……これは……

　少なくとも、ついさっきまでとぼけていた人間と同じ生き物とは思えなかった。

　底冷えのするような声に気け圧おされて、俺は反射的に目を逸そらしてしまう。

「お前は責任を取ろうとしてるんじゃない」

「…………」

「この一週間、ずっと辛つらそうにしていたな……そこから逃にげだしたいだけなんじゃないのか？」

　副編集長の方へ視線を上げると、全すべてを見み透すかしたような瞳ひとみが待っていた。

「違ちがいます……俺はただ、これ以上自分がここにいると──」

「そうやって言い訳して、今回もまた、逃げるのか？」

「今回……も？」

　副編集長は軽く首を縦に振ふって、続ける。

「そうだ。過去に小説を書くことから逃げた、あの時みたいに」

「なっ……」

　瞬しゆん間かん的に、頭の中が沸ふつ騰とうした。

「棗ソウスケである事をやめ、全てを捨てて逃げ出し──」

「あれは逃げたんじゃない！」

　副編集長の手を振り払はらい、睨にらみ付ける。

「あの時は……あの時はっ！……」

　が、それ以上は言葉が出てこなかった。

　あんたに……あんたに一体俺の何が分かるって言うんだ！

　俺は書きたくて書きたくて書きたくてしょうがなかった！……でも、どうしようもなかったんだ……俺はもう、どうしても書く事が出来なくなってしまったんだ。

　断じて違う。あれは絶対に逃げたんじゃ──

「ああ。私もそう思う。あの時『は』逃げていない」

「……え？」

「当時、お前がどれだけひどい状態だったかは……ご両親から伺うかがっている」

「え？……」

「特にご母堂はお前がライトノベル──いや、出版関係の仕事に従事するのを非常に心配なさっている」

　お袋ふくろ……わざわざそんな事を副編集長に……

　いや、そうされても仕方のない位、当時のお袋には迷めい惑わくをかけたな。

　一番酷ひどい時の俺は、人間としての最低限の生活もままならない程ほど、壊こわれかけていた。

「私は当事者でも作家でもないからな。その苦く悩のうが全て分かる、などとふざけた事を言うつもりはない……だが、お前が全てを出し尽つくし、どうしても『棗ソウスケ』を捨てざるをえなかったのは、ご両親のあの様子から想像がつく……その上で問うぞ。あの時と今は同じか？　今、黒川清純は本当に『編集者』を捨てなければいけない状じよう況きようなのか？」

「………………」

「まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずってお前が逃げるのはいいとして、だ」

　副編集長は、そこで話題を転てん換かんさせる。

「天花光星はどうなる？」

　……どうなると言われても、こんな状況になってしまった以上、俺が天花の担当を続ける訳にはいかない。ここで俺が編集を辞する事が、天花にとって、ベストではなくてもベターな選せん択たくのはずだ。

「お前は出版業界からはいサヨナラ、で済むかもしれない。数ヶ月もすればほとぼりもさめるだろうし、全く別の職種について生きていけばいいのかもしれない。だが、彼女は違う」

　そして副編集長は、断言する。

「彼女は書いていなければ、生きていけない」

「…………」

「その事はお前の方が分かっているんじゃないか？　あれは、書く事と人生が半ば融ゆう合ごうしているような人間だ。そしてその度合いは今後──更に増していく」

　それは……その通りだと思う。

　でも……だからこそ俺は辞めなきゃいけないんだ。天花が小説を書く上で、俺が障害になるなんて……死んでもごめんだ。

「このままお前が辞めて、彼女は書き続ける──はたしてどうなるかな？　今はお前に非難が集中して、彼女は被ひ害がい者しや扱あつかいかもしれない。でも叩く対象がいなくなったら……今度は矛ほこ先さきが彼女に向けられるぞ。編集者を辞職に追い込んでおきながら、自分はのうのうと書き続ける悪女、とな」

「そ、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな……」

「ネット上のモラルがどれだけ滅茶苦茶かを、今身を以もつて体感中なのはお前じゃないのか？」

「…………」

「悪女云うん々ぬんはただの一つの可能性だ。あれだけの容姿と才能を併あわせ持った子だ。お前が去った後、どのような嫉しつ妬とと悪意に晒さらされるかは想像のしようがない」

「………………ですか」

「被害を受けるのは天花光星だけではない。オードリー・プッルス・ガッリーナーケウスもだ。その新作は彼女の今後の可能性を大いに感じさせるものだが……彼女はまだ本名の通りの雛ひな鳥どりだ。天花光星とはまた違った意味で、お前が必要だ。お前がいなければ……潰つぶれてしまう」

「………いいんですか」

「イラストレーターのソレイユや歪ゆがみ凶きよう魔まにしてもそうだ。お前が間に入っていたからこそ、今の組み合わせが実現した。彼女も彼もお前の事を──」

「じゃあ……どうすればいいんですか！」

　耐たえきれずに、爆ばく発はつした。

「そうです……認めますよ。俺はもう、逃げ出したいんだ。この場所からいなくなりたいんだ。だって……だって他ほかにどうしろって言うんですか。自分の……自分の事なら耐えられます。でも……でも……俺がここにいたら、天花やひよこ、ソレイユや歪達クリエイターに……そして、副編集長や編集部のみんなに迷惑が──」

「かければいい」

「…………え？」

「編集長が不在の今、私がこのサンダル文庫の責任者だ。私の仕事は、サンダル文庫に関かかわる全てのクリエイターが──そして編集者が、健すこやかな気持ちで本を創つくれるようにする事だ。その為ための迷惑だったら、いくらでもかければいい」

「副編集長……」

「私は決して聖人ではない。今回の件も、ぶっちゃけめんど臭くさくてしょうがないし、できる事なら誰だれかに丸投げして、さっさとゲームをやりたくてしょうがない……だが、それよりも強い感情が今、私の心を支配している」

「強い……感情？」

　そこで、副編集長の視線がなぜか、編集部の入り口の方へ向いた。

「どうやらそれを感じているのは、私だけではないようだ」

「え？」

　その瞬間、爆はぜるような勢いでドアが開け放たれた。

「黒川君っ！」

　和先せん輩ぱいが、普ふ段だんのイメージからは想像も付かないような猛もうスピードで駆かけ寄ってくる。

「一体どういう事なの？　何の相談もなく辞めようとするなんてひどいよっ！」

「ちょっ……」

　ずい、と背せ伸のびをし、密着しそうな距きよ離りまで顔が寄ってきた。

　その目には──とても激しい色が宿っていた。

「い、いや……だって……」

「だってじゃありませんっ!!」

　先輩は編集部に響ひびき渡わたるような声で、怒ど鳴なった。

「私だって考えたよ。黒川君は……天花ちゃんは……サンダル文庫はこれからどうなっちゃうんだろう、って。どうするのが正解なんだろう、って……いくら考えても答えは出なかったけど、でも……でも、黒川君が辞めるなんて、絶対におかしいよっ！」

　先輩が本気で怒おこっている所を初めて見た。

「す、すみません……」

　俺が頭を下げた所で、先輩の声の調子が変わった。

「……私って、そんなに頼たよりないかな」

「え？」

「そりゃあ、黒川君の方が実際のキャリアはずっと長いし、仕事だって早いし、そもそも私、黒川君と比べなくてもどん臭いし……それでも……それでも私はここでは一応先輩なんだから……少しくらい相談してくれたっていいじゃない」

「先輩……」

「さっきも言ったように、正解なんて教えてあげられないけど……それでも一いつ緒しよに悩なやむ事くらいはできるよ。それとも、黒川君は同どう僚りようだと思ってくれてないの？」

「そ、そんな事はありませんけど……」

「だったら……だったら──」

　先輩はそこで、言葉を詰つまらせた。

「ううん……違う。先輩なんだから、ほんとは私から声をかけてあげなきゃいけなかったんだよね。ごめんね……黒川君が辛そうにしてるから、何を言えばいいのか分かんなくて……普段通りに振る舞まってる事くらいしか出来なくて……こんなに思い詰めちゃうまで力になってあげられなくて……ごめん……ごめんねぇ」

　その目には、涙なみだが溢あふれていた。

「ちょっ……せ、先輩っ……」

「あー、黒川が職場で女を泣かしたー」

「なっ……ふ、副編集長、その言い方はおかしいでしょ！」

「お前の行動が招いた結果なのは間ま違ちがいないだろう。言い訳か？」

「いや、言い訳っていうか──」

「では、その三人にも存分に言い訳してもらおうか」

「……え？」

　気がつけば、背後に人の気配があった。

　振ふり返ってみると──

「朝から甚はなはだ迷惑なんですが」

「私は悲しいよ、黒川君」

「アンタ何考えてんの、バッカじゃないの！」

「宗そう谷やさんに村長……虹にじ江えさんまで……」

　最後の人は、今日は金きん髪ぱつドリル巻きのツンデレキャラでいくらしい。

　三人は、俺の手に握にぎられたままの辞表に視線を向ける。

「非効率です。そんなものを書いている暇ひまがあるんだったら、さっさと打開案でも考えたらどうですか」

「優やさしい霞副編集長に感謝するんだね、黒川君。昔の私だったらまず手が出ていたよ」

「べ、別にアンタなんかいなくなっても困らな──いや困るわよバカッ！」

　そのままぐるり、と三方を包囲される俺。

「時間の無む駄だです。さっさと方針を決定してください」

「何が正解かは分からなくても、何が不正解かは、もう分かっているはずだよ」

「私……この件が片付いたら結けつ婚こんするの──ってそんな相手なんかいないわよ！　何言わせんのよ！　いないけど早く片付けたいからはっきりしなさいよ！」

　さ、三人とも、近い……

「と、まあ、サンダル文庫編集部員の見解は、一人を除いて全員同じようだが……どうする？　仲間はずれのお一人様」

　その霞副編集長の言葉に合わせるように、三人は俺から距離を取った。

　そして、副編集長と視線が合う。

「黒川、お前は和の言う通り、一年目のくせに何もかも一人で出来すぎだ。この業界に携たずさわった年月はそれなりに長いのかもしれないが、プロの編集としてはまだひよっこ。新人というものは普ふ通つう、もっと失敗して、もっと挫ざ折せつして、もっと悩んで──それで成長していく生き物だ」

「…………」

「ヤマさん──この前の山田部長いただろ？　私が新人の頃ころ、大分雷かみなりを落とされたよ。今でこそパワハラだなんだとうるさいが、あの人は女に対してもゲンコツとかくらわせて来たからな。だが、全く嫌いやな感じはしなかった。本人には恥はずかしくて絶対言えないが、あの人の怒り方には愛があった。私にも部下ができた時にはそうしてやろうと思っていた。だから──」

　副編集長の顔が、辛つらそうに歪ゆがむ。

「あんな怒り方をさせるなよ」

　先さき程ほど、俺の胸むなぐらを摑つかんでいた時の副編集長の顔が、脳のう裏りに蘇よみがえった。

「あんな悲しい怒り方を──させないでくれ」

「副編集長……」

「ま、偉えらそうに上司論を語ってみたが、私は今回の件に関して、明確な解決方を持っていない。お前を導いてやる事ができない。上司として、失格なのかもしれないな」

「そ、そんな事は──」

「だから私は、Ｓ文庫の副編集長として命令するのではなく、一個人としてお願いする」

　そしてその人は……霞忍しのぶさんは、とても澄すんだ目で俺を見つめた。

「辞やめないでくれ、黒川。君はこの編集部の、大切な仲間だ」

「っ…………」

　瞬しゆん間かん的に、体の奥から熱いものがこみ上げてきた。

　視線を移すと、和先輩、宗谷さん、村長、虹江さん──みんながみんな、同じような瞳ひとみで俺を見ていた。

「ぐっ……」

　なんだよ……なんでこの人達は……こんなに──

「……うっ……」

　やばい……このままだと、我が慢まんできずに溢れてきてしまいそうだ。

　それを悟さとられまいとして、なんとか上ずった声で言葉を絞しぼり出す。

「みなさん……ありがとう……ありがとう……………………ございますっ」

　そして俺は──辞表を真っ二つに引き裂さいた。

「……それは心境が変化したと受け取っていいのかな？」

　副編集長の問いに、俺はしっかりと首を縦に振る。

「はい。早まった真似まねをした俺が馬ば鹿かで──」

「それはよかった。今君に辞められると困るんだ。私の分の仕事を押しつける相手がいなくなるからな」

「………………は？」

　今、なんて？

「気付かなかったか？　君が処理する書類や、担当する事務作業。担当作家が少ないというのを差し引いても、その量が異常だという事に」

　…………い、言われてみればちょっと……いや、かなり多かったような……

「で、でも副編集長だって、俺がそういう作業をしている時は、いつも頭抱かかえて書類と向き合ってるじゃないですか。だから、俺と同じかそれより多い量を処理してるもんだと……」

「いや、それはクロスワードの答えが分からなくて唸うなってるんだ」

「ク、クロスワード？」

「ああ」

「クロスワードって……ヒントから単語を推理して空くう欄らんを埋うめていく……あの？」

「ああ。ものすごく難しいやつ。実は私、国語が苦手なんだ……特に漢字」

「あんた編集者ですよね！　てかなんで仕事中にそんな事やってんだ！」

「だってデジタルの方のゲームやってると黒川に怒られるから」

「なぜアナログなら大だい丈じよう夫ぶだと思った!?」

「じゃあ、ドンキー○ング返してくれ」

「接続詞の使い方がおかしいだろ！」

「アジャ・コング返してくれ」

「どうやって取り上げるんだそんなもん！　ふざけてんのか！」

　そのツッコミに反応した副編集長は、俺の胸ぐらを摑んだ。




「ふざけてるのはお前だ」




「いやどう考えてもあんただよ！　数分前のどシリアスシーンをセルフパロディしてんじゃねえよ！」

　そこで、霞副編集長は、笑った。

「ふむ、やればできるじゃないか」

「え？」

「君は、そうやって声を張り上げているのが似合っているよ」

「…………」

　くそ……ここでそんな笑え顔がお、反則だろ。

「クク……チョロい奴やつめ……この調子で、更さらなる雑務を押しつけてやるとしよう」

「心の声ダダ漏もれってか、隠かくす気ないだろもう！」

　もういい……この人は放ほうっておこう。

　俺は副編集長に背を向けて、四人の先せん輩ぱいの方へ向き直った。

「……みなさん、本当にありがとうございました。ご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが……これからも一緒に働かせてくださいっ！」

　深々と、頭を下げる。

「別に断る必要はありません。辞めたくないのなら勝手にそうすればいいだけの話です」

　宗谷さんは淡たん々たんと──でも決して、冷たくはない口調で、その言葉をくれた。

「ここは本当にいい編集部だよ。君も含ふくめてね」

　村長の優しさに、再び涙るい腺せんが緩ゆるみかける。

「黒川君。ズボンのファスナーが開いているから直した方が──失礼。言い方が直ちよく截せつ的すぎたわね。チン○が出ているからしまいなさい」

　……なんで虹江さんはこの前のキャラに戻もどっているんだろうか。

　そして、和先輩は──

「えへへ」

　何も言わずに、いつも通りのほんわかした笑顔を見せてくれた。
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　よかった……俺は、この佐土川Ｓ文庫に配属されて、本当によかった。




　状じよう況きようは、何も改善されていない。

　むしろ、刻一刻と悪化し続けているはずなのに……俺の心は軽くなり、視界が一気に開けた気がした。

　どうすればいいのかはまだ分からない。

　でも、この編集部のみんなに助けてもらいながら、俺は、俺のできる事をするしかない。

「駄だ目めだ……詰つんだ。このドンキーコン○……『ふぶきのたに』が難しすぎる。もう……私にできる事はないのか」

「仕事だよ！」
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「はーい。みなさんこんばんはー」

　ソレイユのにこやかな笑顔と共に、十月の『なまさん！』は始まった。

『おおおおおっ！』『まさかの二ヶ月連続ソレイユたん!?』『いきなりサプライズ来たアアアアアアッ！』

　事前に告知などはしていなかった為ため、コメントは歓かん喜きの嵐あらしに包まれた。

『絢けん爛らんどこいった？』『とうとうクビか（笑）』

「あははー。違ちがいますよ。豪ごう華か絢爛さんは、どうしても都合がつきませんでしたので、今日だけ私がピンチヒッターで司会をさせてもらいますね」

『やったああああああっ！』『神登用！』『絢爛来月から居場所ねえな……噓うそ。いないと結構さみしい』『[image: ←]ツンデレかよ（笑）』

　ソレイユの人気もさる事ながら、いてもいなくてもイジられる絢爛氏の愛されっぷりも相当なものだった。

『ソレイユ連チャンとはＳＡＤＯＫＡＷＡ始まったな。いや、例の件で終わってるからプラマイゼロか』『いや、マイナスだろ。あれはソレイユちゃんの力を以もつてしてもさすがにカバーしきれん』『おいおい、せっかくソレイユたん出てるんだから、暗い話題なんか出さずに楽しもうぜ』

　しょっぱなから批判のコメントで画面が埋まる……くらいの事は覚かく悟ごしていたが、ソレイユ効果か、あの件に触ふれているコメントは、想像よりも遥はるかに少なかった。

　ひょっとしたらソレイユは、それを見み越こして自分から司会の代役を買って出てくれたのかもしれない。

「はい、それでは早さつ速そく新刊紹しよう介かいのコーナーに入ります！……と、言いたい所ですが、初司会の私一人ではちょっと不安です。そこで、もう一人、強力な助っ人に来てもらいました！」

『もう一人？』『まさか……』『ざわ……ざわ……』

「それでは登場していただきましょう。この方でーす！」

　ソレイユの紹介と共にフレームインしたのは……かぶり物＋全身タイツの謎なぞの生き物。

『謎作家オードリーキタアアアアアアッ！』『またこのタイツｗｗｗ』『芸人かよｗｗｗ』

「みなさんこんばんは。オードリー・プルッ……プッルス・ガッ……ガッ……ガッ…………ガッツ星人です」

『また言えてない（笑）』『ガッツ星人？』『ウルトラマンネタだよ』『声の感じからして若いだろうに、なんで知ってんだよｗｗｗ』

「はい、さすがはオードリー先生、摑つかみはバッチリですね。では折角ですから、オードリー先生に新刊の紹介をしてもらいましょうか」

　ソレイユの声と共に、十一月の新刊が画面上に表示される。

「了りよう解かい。まず一作目は、生麦生米生卵先生の新作【東京特許許可局の隣となりの客はよく柿かき食う客で青パジャマ赤パジャマ黄パジャマフェチな件】」

「おおー。こんな難易度の高いタイトルを嚙かまずに言えるなんてすごいです。あ、ところでオードリー先生のフルネームはなんでしたっけ？」

「オードリー・プルッスル……プッルッス……ガッ……ガッ……ガッ……バルタン星人です」

『最早字じ面づらなんの関係もねえｗｗｗ』『どうしてあのタイトルが言えて、自分の名前言えないんだよｗｗｗ』『ソレイユたんのフリ方うめえ』『このコンビほんとすこ』

　ソレイユの安定した司会能力とひよこの（ある意味）安定したボケ力で『なまさん！』はスムーズに進行されていった。

　新刊紹介が終わり、前回一個も出なかったラノベあるあるのリベンジタイムに移る。

　今回は（内容はひどいが）一応あるあるネタの体てい裁さいになっており、ひよこの天然炸さく裂れつでコメントは大盛り上がりとなっていた。

　ソレイユの出演という情報が拡散されているのか、来場者数もかなりの勢いで伸のびてきている。

「以上、ラノベあるあるのコーナーでした！」

『面おも白しろかったー』『オードリー最高』『来月もキボンヌ』『次のコーナーなにー？』

「みなさん、嬉うれしいコメントありがとうございます。でも、残念ながら今回の私とオードリー先生の出番はここまでです」

「え？……そうなの？」

『マジかよー』『残念……』『てかなんでオードリーは把は握あくしてねえんだよｗｗｗ』

　それはひよこが天然だからとかそういう訳ではなく、無理のない話だった。ここから先の台本は白紙なんだから。

　当然、ひよこだけではなくソレイユも、自分が退場した後に何が始まるのかは知らない。このコーナーが終わったらはけてくれ、と口頭でお願いしてあるだけ。

　事前に知らせれば……いらぬ心配をかけてしまうだろうから。

「それではみなさん、さよならー」

「……次は絶対名前言えるようにしてきます」

『８８８８８８８８８８８』『マジで帰っちゃうのかー』『絶対次回も言えないフラグだろｗｗ』『この二人もうユニット組んだほうがいいレベル』『次に出る時も必ず見るよー』

　惜おしまれつつもフレームアウトし、こちらへ歩いてくる二人。

　俺はその二人に『ご苦労さん』と目で合図を送ってから、

「え……ちょっ……」

「ピヨ純ずみ？」

　驚おどろきに目を丸くする二人と入れ違いになるように……カメラの前に出た。

『……ん？』『……誰だれ？』『なんかの作者？』

　最初の数秒はこのような反応だったが──

『ちょっと待て……こいつ例のやらかした編集者じゃ……』『マジだ！』『いやいや……そんなはずは……』『画像チェック急げ！』

「こんばんは。佐土川サンダル文庫の編集者、黒くろ川かわ清きよ純ずみと申します」

『元げん凶きようキタアアアアアアアアアッ！』『ドエロ編集降臨！』『まさかのご本人登場（笑）』『すげえ面の皮だよな。俺なら絶対に無理だわ……』『てかＪＫに手ぇ出した犯罪者がこんなとこ出ていいのかよ』

　瞬またたく間に、画面がコメントで溢あふれかえった。

「本日は、この場を借りて皆みな様さまにお伝えしたい事がございます」

『なんだなんだ……』『引退宣言とか？』『いやいやアイドルじゃないんだから（笑）。するなら辞職宣言だろ』『それも政治家みたいだなｗ』

「まず最初に、謝罪を申し上げます。この度たびは私の軽けい率そつな行動により、皆様に不快な思いをさせてしまい、誠まことに申し訳ございませんでした」

『まさかの謝罪会見』『不ふ倫りんした芸能人かよｗ』『謝る相手は俺らじゃなくて天あま花はな先生だと思うなー』

「私は、天花光こう星せい先生の担当をさせていただいておりますが……既すでにインターネット上で話題になっている通り、天花先生は高校二年生の女性です」

『自ら切り込んでいくスタイル』『まあでもそこに言げん及きゆうしないと出てきた意味ないしな』

「そして、その天花先生と私が、まるで作家と編集の域を超こえた仲であるかのような誤解を与あたえてしまう写真が、拡散されています」

『誤解？　いやいや完全アウトな写真だろあれ』『どう見てもタイーホ案件』『下手に言い訳するより、認めちゃった方が楽になるぞー』

「ですが、あれは創作上で行き詰づまり、執しつ筆ぴつが滞とどこおっていた天花先生に対して、激げき励れいの範はん囲いで行った事であり、断じて職務を逸いつ脱だつした行こう為いではありません」

『あれが激励？』『苦しいってレベルじゃねーぞ』『だったら俺も高校に乱入して激励しまくるわ（笑）』

「しかし、成人している私が、未成年である天花先生の手を公衆の面前で握にぎっていたのは紛まぎれもない事実であり、私の心持ちがどうであったかは問題でない事も理解しております」

『まあその通りだな』『で、どうするつもり？』『もう辞職宣言しかないだろ』『だからそれ政治家ｗ』

「今の私には……こうする事しかできません」

　俺は、カメラに向かって深々と頭を下げた。

「申し訳ございませんでした」

『ストレートすぎワロタ』『まさかこれで終わり？』『謝ればそれで済むとか、小学生かよ』

「お叱しかりの声もごもっともでございます。今後、二度と同じ事が無いように努めます故ゆえ──」

『今後？　あれだけの事しといて編集続けるつもりかよ』『それはない……それはないわー』『給料いいだろうからしがみつきたいんだろ』『【日ひ陰かげぼっこ】大好きだったのに、ブチ壊こわされた気分……』『だよな。折角傑けつ作さく読んでても、作ってる奴やつのゲス顔がチラついて純じゆん粋すいに楽しめないよな』『お前が辞やめない限り、今後サンダルの作品は一いつ切さい買わないかんな！』『不買運動キタ！』『でも再発防止の戒いましめとしてそのくらいしてもいいよな』

　画面上に、辛しん辣らつな文字群が次々と現れては、消えていく。

「私がお叱りの対象になるのは当然の事ですが……今回の件に関して、当然ながら天花先生に一切の非はございません。ですから……彼女の著作である【日陰ぼっこ】並びに今回の件と全く関係の無い弊へい社しや他作品に対する批判や中傷は避さけていただければ幸いです」

『お前に言われなくても天花光星に非がないのは分かってるし』『そうだそうだ。天てん花かちゃんは被ひ害がい者しやだろ！』『もう天花ちゃんに近づかないでほしい』『というかなんでクビになってないの？　煽あおりとかじゃなくてマジで』『だよな……犯罪者が野放しじゃ天花ちゃんがかわいそうだ』

　…………ここまでは、予定通りだ。

　俺が批判されればされる程ほど、天花に対する風当たりは弱くなる。

　もう自分から編集者をやめる気はない。

　だが……ここまでの事態になってしまった以上、今後天花の担当を続けるのは難しい。

　だったら天花を……【日陰ぼっこ】を守る為ために、出来る事をするだけだ。

　俺がここでヘイトを一身に浴びたまま担当を退けば──

「皆様のご指し摘てきはごもっともでございます。私、黒川清純は今後、天花先生の担当から──」




「み、みなさーん。ちょっと落ち着きましょう」




　そこで、思わぬ人物が画面に割り込んできた。

　ソレイユだ。

　馬ば鹿かな……なんでこのタイミングで出てきたんだ！

『再登場キタアアアアアアー』『うひょおおおおおおっ！』『天使再臨！』

「あはは……さっきさよならしたばっかりなのに、また出てきちゃいました」

『大だい歓かん迎げい！』『というかもう不快だから編集は引っ込め』『いや、ここで逃にがしちゃ駄だ目めだろ』

　そのコメントを確かく認にんしたソレイユは、悲しそうに眉まゆをひそめた。

「今回の件に直接関かかわりのない私が出しゃばるのもどうかと思うんですけど……少し言わせてもらってもいいでしょうか」

　ソレイユ……一体何をするつもりだ。

「先生ご本人にも了りよう承しようはいただきましたので、お話しさせてもらいますね。【ラノベ抹まつ殺さつ委員会！】の担当編集者も、ここにいる黒川さんです。つまり、彼はオードリー先生と私の担当編集者でもあります」

『!?』『マジかよ！』『アカン！　それはアカン！』

　な、なぜそんな余計な事を……この雰ふん囲い気きの中でそんな事言ったら、お前の担当まで出来なくなるかもしれないだろ！

「実は、私がオードリー先生の作品のイラストを描かかせていただく事が決まるまで、紆う余よ曲きよく折せつ……色々な問題や葛かつ藤とうがありました。でも、その甲か斐いあって【ラノベ抹殺委員会！】は素す晴ばらしい作品になりました。私のイラストも、オードリー先生の魅み力りよく的な文章を楽しんでいただく為の一助になっていると、自負しています」

『読んだ。めっちゃよかったよ～』『ほんとに文もイラストも最高だった』『リアルでも作品でもベストパートナーだと思う』

「ありがとうございます。しかし、ライトノベルというものは、当然ながら作家さんとイラストレーターだけいれば出来るものではありません。印刷所の方、デザイナーさん、営業さん……様々な方の尽じん力りよくの上、一冊の本が出来上がります……そこにはもちろん、担当編集者も含ふくまれます」

『おいおいこれ……擁よう護ごする流れか？』『ソレイユたんにも飛び火するからやめてー』

「ここにいる黒川さんは、私の未熟な部分を補い……根気強く納なつ得とくのいくイラストが描けるまで付き合ってくれました。そこに一切の妥だ協きようや私情はなく……その編集としてのプロ意識には尊敬の念を禁じ得ません。この人がクリエイターと不適切な関係になるような事は、ありえません」

『騙だまされてる！　ソレイユたん騙されてるよ！』『優やさしくしてるのも、ソレイユたんがかわいいからでしょー』『下心全開なの丸わかりじゃんか！』

「いえ……決してそういう事はなくですね」

『ソレイユたんまでそいつの毒どく牙がにかかっちゃうぞ！』『黒川はもう消えろ！』『そうだ！　ソレイユたんと同じ空気を吸うな！』『淫いん行こう編集は消えろ！　なんならこの世から消えてもいいぞ』

「み、みなさん落ち着いてください。場の雰囲気に流されずに、自分でよく考えたコメントを──」

『そうだ土下座させればいいんじゃね？』『お、生土下座いいね』『ソレイユたんに踏ふんでもらえばいいんじゃね？』『バカ、それじゃご褒ほう美びだろ』『とにかく黒川土下座しろー』『俺ら読者を裏切った罰ばつだ』『土下座！　土下座！　土下座！』

　ソレイユの影えい響きよう力をもってしても収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。

　どうする？　土下座程度で済むんだったらいくらでもするが、それでは到とう底てい収まらない。むしろ、要求が過激になっていくだけだろう。

『というかここまで擁護するっておかしくね？』『ＳＡＤＯＫＡＷＡから金握らされてたりして』『んな訳ねえだろ！　天使のソレイユたんだぞ』『いやー業界の闇やみは深いみたいだからな』『まあでも、お金もらえるんなら擁護くらいするわな。たとえそれが最低のクズ編集だったとしても』

　まずい……ソレイユまで批判の対象になりかけている。

　それだけはなんとしても阻そ止ししなくては──

「ちょ、ちょっと待ってください。みなさん、ソレイユさんは関係な──」

　ブチリ。

　ん…………何の音だ、これ？

「………………ろ」

　………………え？

　俺の横で、ソレイユが何かを呟つぶやいた。

「…………………にしろ」

　完全に俯うつむいているので、その表情はカメラには映っていない。

「ソ、ソレイユさ──っ!?」

　のぞき込むようにして確認した俺は、思わず息を吞のむ。

　これは…………この顔はっ。

「ソレイユさん、ちょっと待っ──」




「いい加減にしろって言ってんのよ!!」




　俺の制止は間に合わず、響ひびき渡わたるソレイユの怒ど声せい。

『お、おい……今、なんて？』『ソ、ソレイユ……たん？』『き、聞き間ま違ちがい……だよな』

「アンタら……黙だまって見てりゃ画面の外から言いたい放題……もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ！」

　か、完全に擬ぎ態たいが解けている……馬鹿な……生放送中だぞ！

『な、なんだよこれ……』『こんなソレイユたん……見た事……ない……』『演技……なんだよな』

「演技じゃないわ。アンタらがだーい好きな、今までのソレイユの方が演技だったって事。全すべてはウケをよくする為のキャラ作り……私の本ほん性しようはこっちなの」

　思いっきり小馬鹿にしたような表情を形作るソレイユ。

『ちょっと……何言ってるか分からない』『俺の……天使が……』『噓うそだ……噓だよね』

「噓じゃないっつってんでしょ。アンタら、生身の人間にどんだけ幻げん想そう抱いだいてんのよ。人当たりがよくて、なんでも受け入れてくれる包容力があって、なにを言っても怒おこらない……そんなラノベのヒロインみたいな女、いるわけないでしょうが!!」

　その一いつ喝かつに、あれだけ溢あふれていたコメントがゼロになる。文字通り（？）の絶句だ。

「天使の『ソレイユたん』に幻想を抱いていた方は残念でした。ま、現実の人間なんてこんなもんよ。まあ……ここまでの猫ねこかぶりはそうそういないでしょうけど、みんな多かれ少なかれ、自分を偽いつわって他人に見せてる」

　ソレイユは若じやつ干かん自じ嘲ちよう気味に笑った後、

「でもね……」

　唐とう突とつに、俺に視線を向けた。

「この男は、違うわ。こと作品に関する限り──一切の虚きよ飾しよくがない」

　そして少し、溜ためを作ってから口を開いた。

「──この前、私はこの男から告白を受けた」

「なあっ！」

　思わず大声が漏もれてしまった。

　しかし、反応のコメントはその比じゃなかった。

『な、なんじゃそりゃあああああっ！』『ギャアアアアアアッ！』『まだ気持ちが整理しきれてないのにやめてくれえええええっ！』『擁護かと思わせて二ふた股また暴ばく露ろ！』『最低のクズ野や郎ろうじゃねえか！』『黒川ふざけんなあああっ！』

　阿あ鼻び叫きよう喚かんと、俺に対する罵ば声せいの嵐あらし。

「──でも、違った」

　ソレイユはその乱れを制するように、芯しんの通った声で言い放つ。

「よくよく確認してみたら、全部誤解だった。愛の言葉に聞こえたのは全て、創作に関する情熱をぶつけてるだけだった。ずっと傍そばにいるだの、最高の笑え顔がおを見せてくれだの、本当のお前が欲しいだの……そうとしか思えない言葉は、全て面おも白しろい作品を画面の前のアンタ達に届ける為のものだった」

　そ、そんな事も……あったな、たしかに。

「編集と作家だから、当然二人きりで打ち合わせをする事だってある。今までの男性編集者はそういう時、浮うわついた雰囲気が表に漏れてしまっていた。もちろん、直ちよく截せつ的に口説かれたり、セクハラを受けた事は一度もない。当然、職務を疎おろそかにする事もなく、仕事以外の話をした訳でもない。でも、私のこの姿を目の前にして──異性としての匂においを、完全に消す事のできた男はいなかった。まあそれは、本能だから仕方のない事だと思うの。素敵だと思う異性がいれば、たとえそれが仕事上のパートナーだろうが、感情を動かされてしまうのが人間だから。なのに……この黒川清純にはそれが一いつ切さいない。彼は、仕事と自らの感情を完全に切り離はなして考える事のできる人種だった」

　そこでソレイユはなぜか、ちょっと不満そうな視線を俺に向けた。

「手を握にぎった？　そんなおママゴトが何だって言うの？　もう一回言うけど、私なんてずっと傍にいるだの、最高の笑顔を見せてくれだの、本当のお前が欲しいだの、散々言われたわよ──作品の事しか頭にない、キラキラした目でね。断言してもいいわ。こいつはたとえ相手がお婆ばあちゃん作家だったとしても、中年のオッサン作家だったとしても同じ事をした」

　それはさすがに……………………いや、そうするかもしれないな。

「この男は私に──このソレイユに一切の興味を示さなかった。その朴ぼく念ねん仁じんが、たかがちょっと顔がいいだけの女子高生に手を出す？　ハッ！　１００％ありえないわね」

　ソレイユは、挑ちよう発はつするかのような視線をカメラに向ける。

「アンタ達、私と天花光星……どっちがかわいいと思う？　ああ……返事はいいわよ。高校生のガキ如ごときに私が負けるわけないんだから」

　……俺は、この時点でソレイユがやろうとしている事を悟さとった。

　ソレイユは自分の容姿が優すぐれている事を客観的に理解し、武器として最大限活用している。そこにあるのは通常の女性にはない強したたかさだが……他人を貶おとしめて、自分を際きわ立だたせるような真似まねは絶対にしない……つまり。

「美少女作家？　清純派？　私にはイモ臭くさいようにしか見えないわね」

　こいつは……ソレイユはわざと自分を悪者にして天花の印象を上げ……ひいては俺を助けようとしている。

　気持ちは嬉うれしい……だが、関係ないソレイユにそこまでさせる訳にはいかない。

　もう、これ以上発言するのをやめさせなくては。

「アンタ達もそんなイモ娘むすめの事なんか気にしてないで──」




「どーんっ！」




「きゃっ！」

「うおっ！」

　俺が動く直前、何者かが画面にフレームインしてきて、俺とソレイユに体当たりした。

　俺はカメラの撮影範囲の外まで弾はじき飛ばされ、その場で尻しり餅もちをついてしまったソレイユは、乱入者を──ひよこを見上げて、声を張り上げる。

「ちょっ……何すんのよアンタ！」

「ソレイユさんはここまで。次は私の番」

『謎なぞ作家オードリー出たああああっ！』『これ……台本なのか？』『いや、ソレイユたんの表情見ろよ。完全にアドリブだろこれ』『カオス展開』

「私の番って……ここでアンタが出て、何が出来るっていう──」

「とりあえず、こうする」

　言うが早いかひよこは、両手を頭のかぶり物にあてがって──

「ふう……」

　躊躇ためらいなくそれを、外した。

　そしてひよこの顔面が晒さらされた直後──

『!?』『外したあああっ！』『う、噓だろ……めっちゃかわいいじゃねえか』『は？……マジ？……これマジ？』『完全にどストライク』『この顔で天然とか卑ひ怯きようすぎるだろおおおおおおっ！』『サンダル文庫美少女多過ぎ問題』

　コメントは一気に祭り状態に。

「ちょ、ちょっとアンタ！　なんで顔出しちゃってんのよ!?」

　ソレイユは慌あわてているが、ひよこ本人は至ってマイペースだ。

「なんでって……えーと……うん、なんとなく。ソレイユさんも隠かくし事やめたし、だったら私もと思って……まあ、ノリ？」

『ノープランｗｗｗ』『アホの子ｗｗｗ』『なんだこいつｗｗｗ』

　画面が『ｗ』で溢れかえる中、ひよこはカメラに視線を向ける。

「えっと……改めまして、みなさんこんばんは。オードリー・プルッ……プルッ……プッルス・ガッ……ガッ……ガッ…………雄おん鶏どりひよこです…………………あ」

　大きく開いてしまった口に、手を当てるひよこ。

「しまった……本名は言う気なかったのに」

『ヤベえド天然だｗｗ』『自じ爆ばく乙おつｗｗｗ』『てか雄鶏ってすげえ本名だな……』『ひよこちゃんカワユス！』

「えっと、改めましてみなさんこんばんは。オードリー・プッ──」

「どうせ言えないんだから自己紹しよう介かいはもういいわよ！」

　我が慢まんができなくなったソレイユのツッコミが入る。

「でも……」

「でもじゃないわよ！　天然が出てきてもややこしくなるだけだから、引っ込んでなさい！」

「やだ。だってソレイユさんの言ってる事、デタラメだもん」

「は？」

「テレビの前の──じゃなくて画面の前のみなさん。この人の言ってる事は信じない方がいいです」

「ちょ、ちょっとアンタ何言って──」

「黒川編集に関する事は全部ほんとだけど、その後の天花先生の話はデタラメ。この前私とソレイユさん二人でお食事した時に、天花先生について、『あんなかわいらしい子が妹だったらいいわね』って褒ほめてた」

「なっ……」

「そして、『私と違って性格もよさそう……いいなあ』って羨うらやましがってた」

「や、やめなさいよ！」

「やめない。自分を悪者にして誰だれかを助けようなんてやり方は間ま違ちがってる。そんなんじゃ、助けられた方も報むくわれない」

「ぐ……う……」

『ド正論だな……』『さらっと核かく心しんを衝つく天然』『てかやっぱりソレイユたんいい娘こじゃねえか』

「だから、ここからは私が、正しい方法で黒川編集を助けます」

　ひよこは改めてカメラの方に視線を向け、口を開いた。

「みなさん。ピヨ──じゃなくて、黒川編集はなんていうかその……えーと……結構ちゃんとしてます。だから…………うん、悪い事はしません」

『擁よう護ごド下手クソｗｗ』『正しい方法とはなんだったのかｗｗｗ』『というかかわいすぎだろこの子ｗｗ』

「ええと……つまりは何が言いたいかというと……これ以上、黒川編集をいじめるのはやめてほしいです」

『作家の語ご彙い力ｗｗｗ』『やはり天然ｗｗｗ』『ひよこちゃん嫁よめにしたいｗｗｗ』

「むう……なぜか私の言いたい事が伝わっていない模様」

　ぷう、とほっぺを膨ふくらませるひよこ。

「もしかして私……ちょっとおバカっぽい？」

『ちょっとじゃねえよｗｗｗ』『だがそれがいいｗｗｗ』『マジラブリーｗｗｗ』

「むう……」

『ｗ』塗まみれの反応を受け、ひよこは何かを考えるように中空を見上げ。

「……わかった」

　唐突に、ぽん、と手を打った。

「あまり色々言っても伝わらないなら……一言だけにします」

　そして、カメラではなく、その外にいる俺に向かって──




「私は、信じてるよ」




「──っ」

　それは……

　その一言は……どんな雄ゆう弁べんな擁護の言葉よりも、俺の胸を打った。

　俺以外にはどのように伝わったのか分からない。

　だが、ひよこが言葉を発してから以降、画面には一切コメントが書き込まれていなかった。

　ひよこはそれを見て、満足したように頷うなずいた。

「ふむ。私の役目は終わった。それではサラバ。あ、ソレイユさんも一いつ緒しよにひっこもう」

「ちょ……引っ張らないでよっ！」

　そして、カメラの前は無人となった。

『ひよこちゃん……完全に黒川の事信じ切ってたな……』『ひよこちゃん素す直なおそうだから、丸め込まれてるんだろ』『クソ……マジで女の敵だな』『というかこの後どうなるんだ……これ』『まさか、これで終わりか？』

　いや……そんな訳ないだろう。

　ここまで……あの二人にここまでしてもらっておいて、このまま終わりにするなんてありえない。

　もう一度俺が出て謝罪しよう。

　信じてもらえなくてもいい。

　俺は何を言われてもいい。

　でも、俺以外の人には絶対に累るいが及およばないようにしなければならない。

　それが確信できるまで、説明しよう。謝ろう。何度でも。

　……よし。

　俺は意を決して、カメラへと向かって歩き出し──

　そこで俺の肩かたに、何者かの手が置かれた。

「──え？」

　いるはずのない人物が、そこにいた。

　固まってしまった俺を残し、その人物はゆっくりとカメラの前に歩いていった。

　そして──

「みなさん、こんばんは」

　そいつは──光みつ星ぼし天花は微笑ほほえんだ。
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『ちょ、張本人キタアアアアアアアアアアッ！』『うおあああああああああっ！』『なんだこれ！　なんだこの展開！』『てか天花光星かわいいいいいいっ！』『生天花ちゃんかわいさやべええええええええええっ！』『完全に祭りだコレ！　ＳＡＤＯＫＡＷＡ攻せめすぎだろ』

　当然の如ごとく、画面がコメントで埋うめ尽つくされる事態となった。

　なんで……なんでお前がここに──いや、そこにいるんだよ！

　混乱の極きわみにいる俺とは対照的に、天花は全く動じていなかった。

「天花光星というペンネームで活動しております、光星天花です」

『大ファンです！』『天才だと思う！』『かわいい！』『早く二巻読ませてええええっ！』

「あはは、ありがとうございます。でも今日は、作品の告知ではなく、お詫わびにきました」

　天花は、深々と頭を下げる。

「この度は、私的な事でお騒さわがせしてしまって、本当にごめんなさい」

『いやいや。天花ちゃんは被ひ害がい者しやだろ』『そうだよ！　謝る事なんてない！』『悪いのは全部黒川！』

「やはり……そういうご意見が大半なんですね。今、表に出ている情報しか受け取れていない方にとっては致いたし方ない事だと思います。でも……違ちがうんです。今日は、お詫びをすると同時に、当事者である私の口から、真実をお伝えする為ためにここに来ました」

　そして天花は、語り始めた。

「例の写真が撮とられた当日、私は危あやうく飲酒運転のバイクに轢ひかれそうになりました。その時に体を張って助けてくださったのが、黒川編集です。彼はその際に頭を強打し、意識が朦もう朧ろうとしていました」

　……それは、あえて出していなかった情報だ。俺の口からでは、都合の良い言い訳にしか聞こえないだろうから。

「ですが、はっきりしない意識の中でなお、彼の信念だけは揺ゆらいでいませんでした。作家を守りたい。読者のみなさんに『楽しい』を届けたい。その熱い想おもいは、言葉を通じて──そして繫つながった手を通して、私の心に伝わってきました。黒川編集が私の手を握にぎったのは変えようのない事実です。ですがそれは、想いを伝達する為にとった一手段でしかありません。ましてやそれは無意識下での出来事──そこに邪よこしまな気持ちなど介かい在ざいする余地はありません。事実、彼はその後すぐに意識を失い、病院に搬はん送そうされました」

　天花の語り口は、彼女らしく誠実な……それでいて確かな強さを感じさせる、凜りんとしたものだった。

「作家の天花光星として──一女性である光星天花として、断言します。あの時の黒川編集に、やましい所はただの一つもありませんでした」

『……おい……これって……』『うん……ガチで無罪かもな』『ああ……やられた本人がここまで言ってるんだからな』『というか天花ちゃんしっかりしすぎでない？』『俺も思った。マジで高二かよ……』『こんなちゃんとした子が、ＳＡＤＯＫＡＷＡに無む理り矢や理り言わされてるって事はなさそうだな』

　天花の誠心誠意の言葉により、形勢は一気にプラスに傾かたむいた。

　──ように見えた、が。

『でもさ……だったらなんで写真の天花ちゃん赤くなってんの？』

　このコメントが、また全すべてを逆転させた。

『あ、そうだよな。創作に対する事言われてるんだったら、こんな照れたような表情になるわけないよな』『ソレイユたんが言ってたみたいに、なんか紛まぎらわしいセリフだったんじゃないの？』『どうなの、天花ちゃん』

「そ、それは……」

『あ、明らかに動どう揺ようしてる』『怪あやしい』『やましい所がないんなら、なんて言われたかこの場で言ってみてよー』

「い、いや……それは……」

　…………………………言える訳がない。




『俺は、お前に惚ほれてる』

『楽しそうにしているお前が、好きだ』

『だから、つきあってほしい』

『これからは俺とお前でバンバン作品こどもを創つくり上げるぞ！』




　先の三つはまだなんとか言い訳がつくとしても……最後のは完全にアウトだ。

『教えてよ、天花ちゃん』『そうだよ』『ほらほら、はやくー』

「ごめんなさい……言えません」

　そして天花の性格上、適当な噓うそを吐ついてこの場を切り抜ぬけるというような事はおそらくできない。

　よしんばそれが可能だったとしても、動揺したこの状態で噓をでっちあげれば、必ずボロが出て、そこを衝かれる。

　そうなったらもう、誰だれも天花の言葉なんか信じてくれなくなる。

　天花もそれが分かっているからこそ、何も言えないんだろう。

『はいやっぱり黒川はクロ決定！』

「ち、違いますっ……それは絶対違いますっ！」

『じゃあなんて言われたか、教えてよー。一字一句違たがえず、正確にね』

「で、ですからそれは………………」

『あーあ、これは決まったな』『ふう……危うく騙だまされる所だったぜ』『ＳＡＤＯＫＡＷＡ完全終しゆう了りようのお知らせ』

「ち、違うんです……信じて…………ください」

『勘かん違ちがいしないでね、天花ちゃん。俺らが信じてないのは君じゃなくてクソ編集者だから』

「…………」

　天花はついに何も言い返せなくなり、俯うつむいてしまった。

「くっ……」

　我が慢まん出来なくなった俺は、画面の中に飛び込んで行こうとする。

「待て」

　その肩を、霞かすみ副編集長の手が摑つかんだ。

「副編集長、止めないでください」

「この状じよう況きようで君が出て行った所で何が出来る。更さらに収しゆう拾しゆうがつかなくなるだけだ」

「それは分かりますけど……これ以上天花に負担をかける訳には──」

「それに、彼女の闘たたかいはまだ終わっていない」

「え？」

　副編集長のその言葉に呼応するかのように、天花は顔を上げてカメラに視線を向け、

「あははっ」

　満面の笑えみを見せた。

「あーあ。やっぱり信じてもらえませんでしたね。じゃあそれについてはもういいです。というか本来、作家と編集者のゴタゴタなんて、読者のみなさんには関係ありませんもんね。暗いお話は忘れて、作品の方へ話を移しましょうかっ」

『切り替かえ早すぎワロタｗ』『黒川見放されたザマアｗｗｗ』『天花ちゃんに俺達の想いが通じた』

「みなさん、私の新作【日ひ陰かげぼっこ】は読んでいただけましたでしょうか？」

　天花はまるで何事もなかったかのような感じで、視し聴ちよう者に向かって問いかける。

『当然読んだよー』『めっちゃ面おも白しろかった』『今まで読んだラノベの中で……いや全小説の中でナンバーワンだった』『はよ次書いてー』

「あはは！　ありがとうございます」

　天花はお礼を述べながら、持参したバッグから何かの紙束を取り出した。

「実は【日陰ぼっこ】二巻の原げん稿こう……もう完成しちゃってたりします！」

『うおお、マジか！』『読みてえええええ！』『発売日決定してんのー？』

「楽しみにしていただいてるみたいでありがとうございます。実はこの二巻の執しつ筆ぴつ中、色々辛つらい事があったんですけど……頑がん張ばった甲か斐いあって、一巻よりも更にいいものが出来たと自負しています」

『超ちよう楽しみ！』『作者自らハードル上げてきた！』『それだけ自信あるって事だろ』『これは今から全ぜん裸ら待機！』

　天花はそのコメントを眺ながめながら、笑顔のまま告げる。

「この原稿を出力した後、家のパソコンと、外部メモリーと、オンラインストレージ上から、全てのバックアップを消してきました。つまり【日陰ぼっこ】二巻の情報は、今現在、世界中でこの紙の原稿だけって事になります」

『ん？　なんでそんな事したの？』『プレミア感出す為とか？』『いや、バックアップ消すのはどう考えてもおかしいだろ』

　疑問のコメントが流れる中、天花は──

『!?』『!?』『!?』

　原稿を破きはじめた。

「なっ……」

　何を……一体何をしてるんだあいつは！

『うわああああああああっ！』『な、なにやってんだあああああ！』『理解不能！　マジ理解不能！』

　止めようにも、もう遅おそかった。

　コメントが狂きよう乱らんに陥おちいる中、天花はもの凄すごい勢いで原稿を破り続け──程ほどなくして、それは原形を失った。

「もう……無理です」

　先程までの笑顔とは一転、天花は肩かたを震ふるわせながら、絞しぼり出すように声を出した。

「無理して明るく振ふる舞まってみましたけど……私のせいで、何も悪くない黒川さんやＳＡＤＯＫＡＷＡさんにご迷めい惑わくがかかるのに……もう、耐たえられません」

『て、天花ちゃん……』

「なんとかみなさんに分かってもらおうと頑張ったんですけど……それも駄だ目めでした」

『お、おいどうすんだよこれ……』『天花ちゃん泣きそうじゃねえか』『お、お前らが調子に乗ったコメントするから……』

　これはもちろん演技ではなく、天花の本心だろう。

　無理もない。いかにしっかりしていようが、天花はまだ……高校二年生の女の子なんだから。

　天花をここまで追い詰つめてしまったのは……俺達大人の──いや、俺の責任だ。

　だが、それにしてもこれは──

　湧わき上がってくる感情に、俺は震えた。

「私は、人に面白いと思ってもらいたくて……楽しい気分になってほしくて、本を書いています。でも、私が執筆する事で──私が作家でいる事で、不幸になる人がいるのなら、私はもう小説なんて──」




「ストップ」




　そこで声が割って入った。

「それは絶対に口にしてはいけない」

　霞副編集長が珍めずらしく厳しい口調で言葉を発し、天花に歩み寄っていく。

「で、でも……こうでもしないと分かってもらえないと思って……もうちょっとですから、最後まで言わせてください」

「無駄だ。そこのパソコンを見てみろ」

「あっ……」

　その画面は、真っ黒になっていた。

「私の権限で、生放送を停止させてもらった」

「ど、どうして……」

「どうして？　事の重大さが理解できていないようだな。いいか、君がしたのは──」

「天花っ！」

　副編集長の言葉を、俺の怒ど声せいが遮さえぎる。

「お前……自分が何をやったのか分かってるのか！」

　そのまま天花の傍そばまで駆かけ寄り、睨にらみ付ける。

「な、何って……」

「お前がしたのは、自分の作品を盾たてにした、読者への脅きよう迫はく行こう為いだ」

「え？……脅迫？　私はそんなつもりじゃ──」

「言う事をきかなければ、原稿ひとじちがどうなっても知らない。画面の外の読者が手を出せない状況で、自分の主張だけを振りかざす……これが脅迫でなくて一体なんだ？」

「そ、それは……」

「おまけに読者の反応を待ちもせずに、勝手にその原稿ひとじちを殺した。読者と作品に対して──最低の侮ぶ辱じよく行為だ」

「だ、だって……私にできる事が、それしか思い浮うかばなくて……」

「謝罪するんだ」

「え？」

「今すぐ生放送を再開してもらうから、読者に先程の非礼を詫わびて、直ちに二巻を書き直してちゃんと刊行すると伝えるんだ」

「………………………………はい、お詫びはします」

　天花はしゅん、とうなだれて、消え入りそうな声で言った。

「二巻の原稿もちゃんと書き直すな？」

「……そしたら、黒川さんはまた私を担当してくれますか？」

「無理だ」

「じゃ、じゃあ嫌いやです」

「嫌です、じゃない、書け」

「い、嫌です」

「書け」

「嫌です」

　天花は全く引く姿勢を見せなかった。

「むぐぐぐぐぐ」

　唸うなりながらほっぺたをぷくー、と膨ふくらませているが……ひょっとしてこれで睨んでいるつもりだろうか。

「そもそも……なんで担当編集である俺に相談せずに、こんな事をした」

「そ、そんな事言ったら黒川さんだって同じです。聞きましたよ。一人で責任を取って、会社を辞やめようとしてたそうじゃないですか！　私、担当されてる作家ですけど、そんなの一言も聞いてません」

「そ、それはだな……」

「それに、おかしいですよ。なんでこんなに作品の事しか頭に無い人が、私と関かかわったせいで担当を外れなきゃならないんですか」

「お前だって同じだ。こんなに書く事しか考えてないような奴やつが、なんで俺と関わったせいで続きを書く事を断念しなきゃならないんだ」

「黒川さんは悪くありません！」

「お前だって悪くないだろ！」

「悪いのは私です！」

「お前が何したって言うんだ。悪いのは俺だ！」

「私です！」

「俺だ！」

「私！」

「俺！」

「く…………黒川さんの頑がん固こ者！」

「それはこっちのセリフだ！」

　俺達は、額が接せつ触しよくしそうな距きよ離りで視線をぶつけ合わせる。

　駄目だ……このままじゃ平行線だな。

　俺は、ちょっと抑おさえめの口調で諭さとしにかかる。

「相談せずに辞めようとしたのは悪かった。そして相談云うん々ぬん以前に、それは責任の取り方として間ま違ちがった方法だった。ただ逃にげているだけだって編集部のみんなが教えてくれたよ。だから、もう自分から辞める気はない」

「だ、だったらいいですけど……」

「でも、お前の担当を続ける事はできない」

「……それが納なつ得とくいきません。だって、黒川さんは何も変な事はしてないじゃないですか。写真を撮とられたあの時だって、怪け我ががないか心配してくれて……作家である私の手に支障がないか、気き遣づかってくれただけです。あ、そうだ！　手を握にぎっちゃったきっかけってそれでした。さっき、それをちゃんと伝えておけば……」

「いや、俺が放送中に言ったように、もう動機は問題じゃない。そうと誤解されるような行為をしてしまった時点で、社会人として失格なんだ」

「そんな……」

「すまない……経けい緯いはどうであれ、やっぱり俺が軽けい率そつだったとしか言いようがない……でも、お前もプロなら割り切ってくれ。社会は……大人の世界はそんなに簡単じゃないんだ」

「……そうだとするのなら……それが商業小説の世界だっていうんなら……私はもう、そんな場所では──書きたくありません」

　それは、真っ直すぐな瞳ひとみだった。

　正しい事は最後に報むくわれなければおかしい、と信じて疑わない、穢けがれなき瞳。

　一人の女の子として、それは尊い心持ちなのかもしれない。

　でも彼女は──小説家だ。

「……そんなもんだったのかよ」

「え？」

「お前の……世界征せい服ふくしたいっていう野望は、そんなに軽いもんだったのかよ。今よりも更さらに多くの人達に楽しさを届けたい……世界中の人達の心を、天花光星で満たしたいっていうのは噓うそだったのかよ」

　公園のベンチで恥はずかしそうに語ってくれた、天花の夢。

　叶かなえてやりたいと思った。

　その夢をサポートしてやりたいと思った。

　その気持ちは今でも変わっていない。たとえそれが──

「そ、それは……」

「お前は、誰だれの為ために書いてる？　自分の為？　出版社の為？　編集者の為？……違ちがうだろ」

「…………」

「書いてくれ。天花光星の作品を楽しみにしている読者の為に」

「でも……やっぱり私……どうしても納得いきません。こんな気持ちのままじゃ──」

「だったら、俺の為に書いてくれ」

「え？　でも、さっきは編集者の為に書くのは違うって──」

「知らないのか？　担当編集は作家の一番の読者フアンなんだ」

「──っ!?」

「俺は幸せな編集者だよ。天花の──ひよこの書き上げる本が面おも白しろいって、心の底から言える。ソレイユが──歪ゆがみが命を吹ふき込んだキャラクターが、自分の子供みたいに感じられる。好きなんだ。お前の書く小説が。だからさ──」

　これだけは、分かってほしいんだ。

「俺達フアンの前で、原げん稿こうを破くなんて悲しい真似まね……しないでくれ」

「っ…………」

「俺があれだけ叩たたかれるのは、天花光星を好きでいてくれてる人が多いって事の裏返しなんだ。もう一度言うぞ。書いてくれ、天花。沢たく山さんの読者が続きを──お前の『楽しい』を待ってる」

「黒川さん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、天花。別に担当編集じゃなくなってもお前の夢の手伝いはしてやれる。というか……させてくれ」

「黒川……さん……黒川………さあああああああんっ！」

　そこで、天花の目元が決けつ壊かいした。

「う……あ……あ……ああああっ！」

　大おお粒つぶの涙なみだが、とめどなく溢あふれ出てくる。

「あ、あり……ありがとう……ございますっ！……そしてごめん……なさい……ごめんなさいっ……私が……間違ってましたっ……」

　ボロボロになった表情で、感謝と謝罪を繰くり返す。

「私……なんとか黒川さんを助けなきゃって思って……それしか頭になくて……一番大事な読者さんの事が頭から抜ぬけてて……この前誓ちかったのに……私はプロだから……余計な事を考えないで、お話を書くのに集中しようって決めたのに……それは読者さんの為だったはずなのに……それなのに私はあんな……あんな真似を……ほんとに……ごめんなさいっ！……」

　ほとんど嗚お咽えつに近い声を漏もらす天花。

　何か言葉をかけようかと思ったけど……

　その必要は、なかった。

「………………書きます。私が自ら殺してしまったあの子よりも、更に面白いものを」

　次の瞬しゆん間かんには天花は上を向いていた。プロの目で。




「ストップ」




　そこで唐とう突とつに、霞副編集長の声が割って入ってきた。

「素す晴ばらしい。年とし甲が斐いも無く感動してしまったよ。このあたりでもう十分だ。今度こそ本当に、放送を止めさせてもらった」

「……え？」

　どういう……意味だ？

「副編集長……放送を止めたって……なんの話ですか？」

「ん？　言葉通り、現時点をもって本日の『なまさん！』は終しゆう了りようしたという事だ」

「……いや、現時点をもってって……さっき止めたんですよね」

「止めてない」

「……は？」

　……………………何を言っているのか分からなかった。

「冗じよう談だんはよしてくださいよ副編集長。だって実際にパソコンの画面が真っ暗になって──」

「あれは、フェイクだ。元からこうなる事態を想定して、そういうダミー画像をあらかじめ用意していた」

「な、なんの為にそんな事を……」

　その問いに、副編集長はしれっと言い放つ。

「君達を騙だます為だ」

　俺の横で天花も目を丸くしており、おそるおそるといった感じで、

「じゃ、じゃあ……さっきまでの私と黒川さんの言い合いは──」

「ああ、みんな見ていた」

「…………」

「…………」

　俺と天花は、無言のまま顔を見合わせ──

「「ええええええええええええっ！」」

　シンクロで絶ぜつ叫きようした。

「ちょ、ちょっとどういう事ですか副編集長！」

「画像と映像は止めたが、コメント機能だけはまだ残してある。見てみるといい」

　副編集長が指差した画面を見てみると──




『すげえ……すげえもん見た』『いや……ヤラセじゃないのか？』『バカかお前。あんなの、一会社員と女子高生が演じられると思うか？』『ソレイユたんの言う通りだった。あの黒川とかいう編集、作品の事しか頭にねえ』『本人達は知らずにやってたって事だろ。それであのやりとり……もう疑ぎ惑わく完全解消じゃねえか』『こんなドッキリ企き画かくに許可出すＳＡＤＯＫＡＷＡ頭おかしい』




　噓…………………………………だろ？

　あれが……あれが何万もの人に見られていた？

「う……あう……あうあう……」

　天花は頭を抱かかえて、半分パニック状態に陥おちいっていた。

「まあ方法に多少の難はあったが、これにて一件落着、といった所だな」

「た、多少どころじゃないでしょうが！」

　駄だ目めだ……これ完全に駄目なやつだろ！

　あんな……あんなこっ恥ぱずかしいやりとりを生放送って!!

「何考えてんですか！　いくらなんでもやりすぎでしょ副編集長！」

「……私もそう思う」

「は？」

「私もやめた方がいいと言ったんだが……どうしても言う事を聞いてくれなくてな」

「言う事聞いてくれないって誰が！　この場の責任者はあなたで──」




「清純君、そんなに大声張り上げたら血圧上がっちゃうよ～」




　そこで、間延びした声が割り込んできた。

　反射的に声がした方に視線を向けると──

「なっ……」

　見覚えのある顔が、そこにあった。

　金きん髪ぱつの女子高生──アヤネだった。

「な、なんでお前がこんな所に……」

「あはは～なんか今、呼ばれた気がしたから」

「は？　何言ってんだお前。というか、どうやって入ってきたんだよ」

　以前に歪も、入館証を貰もらわずに警備員を振ふり切って入ってきた事があった。

　それはそれでアウトだけど、あいつは手続きをすっ飛ばしただけで、入館する資格自体は有しているイラストレーターだ。でもアヤネはただの女子高生……論外だ。

「お前……やっていい事と悪い事の区別くらいつけろよな。ほら、一階まで付いてってやるから、早く出てけ」

　俺は、アヤネを部屋の出入り口まで誘ゆう導どうしようとするが──

「黒川、その必要はない」

　なぜか霞副編集長が首を横に振る。

「なんでですか？　こんな部外者がここにいたら──」

「部外者じゃない。その人はうちの編集長だ」

「………………………………………は？」

　今……なんて言った。

「へんしゅう………………………………ちょう？」

　アヤネはにへら、と締しまりの無い笑え顔がおを見せる。

「うん。私、ここの責任者だよ～」

　俺は霞副編集長に視線を向ける。

「……編集長？」

「編集長だ」

「……これが？」

「それがだ」

　啞あ然ぜんとする俺をよそに、当のアヤネは嬉うれしそうに、

「えへへ～。私、結構偉えらいのでした～」

「いやいやいやいやいや！　ありえないでしょう！　どう見てもアホな女子高生じゃないですか！　吐くならもうちょっとマシな噓うそを──」

「黒川……その人は、私よりも年上だ」

「…………マジで？」

「マジだ」

　ちょっと待て……頭痛くなってきた。

　二十代後半のはずの副編集長より年上って事は……この見た目で三十代？

「……恐ろしい事に、私が入社してから、この人の見た目は一いつ切さい変わっていない」

「あはは、ストレスを感じない生活をしてるからじゃないかな～」

「その皺しわ寄よせが全部こっちにきてるんですけどね……」

　副編集長が恨うらみがましい目を編集長（？）に向ける。いつも飄ひよう々ひようとしている副編集長のこんな表情……見た事ないぞ。

「全くだ……後処理を考えると胃が痛い」

　野太い声と共に現れたのは山やま田だ部長だった。

「あ、ヤマさんお疲つかれっす」

「おう。だがカス公よ。あの放送……もうちょっとどうにかならなかったのか」

「この人、言い出したら聞かないんで無理っす」

「…………だよな」

　編集長は、深いため息を吐つく山田部長に対して──

「お、ゴーゲン君久しぶりー。相変わらず顔怖こわいね～。ウケる」

「ちょ、ちょっと編集長……相手はエンターテイメントノベル局の部長ですよ」

　サンダル文庫内では一番上の立場かもしれないが、相手はＳＡＤＯＫＡＷＡの全ライトノベルレーベルを統とう括かつする立場の人間だ。副編集長のように旧知の間あいだ柄がらなのかもしれないが、それにしてもこの態度は失礼が過ぎるだろう。

「黒川君、いいんだ」

　しかし、山田部長は俺を手で制する。

「この人はな……俺より年上だ」




「………………………は？」




　待て……待ってくれ………………………………お願いだから待ってくれ。

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって霞副編集長より年上というのはまだ分かる。

　が……この山田部長はどう見ても──

「えっと……失礼ですが部長は、ものすごく老け顔の三十代とかではないですよね」

「そう思いたくなる気持ちも分からんではないがな……残念ながら五十二だ」

「…………ですよね」

　と、いう事は……

　俺は、編集長におそるおそる視線を向ける。

「あ、まだ疑ってるな清純君。じゃあほら、証しよう拠この免めん許きよ証しようだよ～」

　そこには大正○○年生まれ、との記述が。

「妖よう怪かいじゃねえか！」

「あはは。さすがにこれは冗談だよ～。ほい」

　編集長は、そこに貼はられたシールをペリリ、と剝はがす。

「ああ……昭和○○年ですか。これなら別におかしくないですよね。びっくりさせないでくださ──いやおかしいわ！」

　アラ還……この女子高生アラ還ですよ！（錯さく乱らん）

「あはは～。でもほら、マンガ家さんでもいるでしょ。年を追う毎ごとに若返っているように見える波は紋もん使いが」

「いくらあの人でも男子高校生には見えねえよ！」

　おかしい……これはもう美び魔ま女じよとかそういうレベルの話じゃない。

　俺は改めて、編集長の免許証をまじまじと見つめた。

　何回見ても昭和○○年……もうシールなど、小細工の痕こん跡せきは一切見当たらない。

　これはもう………………………………………認めるしかない。

「…………ん？」

　そこで、本名の欄らんに初めて意識が行った。

　そこに並んでいた文字は『本郷踊子』。

「ほんごうようこ、か……」

　やはり見た目は化け物級に若くても昭和生まれ。結構古風な名前だった。

「あ、違ちがう違う。それはディスコって読むんだよ～」

「キラキラネームじゃねえか！　時代先取りしすぎだろ！」

　そもそもこの人が生まれた時代にディスコという単語が存在したのか？

　これ、軽いタイムパラドックスなんじゃ………………深く考えるのはやめよう。

「そ、それはともかく、アヤネっていうのはやっぱり偽ぎ名めいだったんですね」

「そうだよ～。あからさまにヒントあげてたのに、清純君全然気付かないんだもんな～」

「ヒント？」

「散ちり怠たい文あや子ねなんて、不自然な名前だと思わなかった？」

「そりゃあ……まあ」

　いや、本郷踊子デイスコの方が大分不自然なんだけど……それは置いておくとしても、散怠文子って確かに偽名考えようとしてパッと思い浮うかぶ類たぐいのもんじゃないよな。

「まず最初に、散ちりを音読みすると？」

「さん……ですか？」

「そうそう。今度は逆に、怠たいを訓読みすると？」

「えっと……だるい、ですけど──あああああっ！」

　散ちり怠たい文あや子ねじゃなくて…………散さん怠だる文ぶん子こか！

「あ、ようやく分かったみたいだね～」

　く、くだらねえ……

　呆あきれる俺をよそに、編集長は天花の方へ向かっていった。

「天花君もおひさ～」

「お久しぶりです、本郷さん」

「今回は色々大変だったね～」

「ええ、まあ……」

「いや～、それにしても、なかなか見み応ごたえのある痴ち話わゲンカだったよ～」

「ち、痴話って……」

　あっ……

　顔を赤らめる天花を見て、俺は大事な事を思い出す。ビジュアルと名前のあまりのインパクトに、本題を忘れていた。

「アヤ──じゃなくて編集長！」

「なに～？」

「なに～、じゃないですよ！　さっきの生放送は一体どういう事ですか！」

「さっきの生放送？　東洋の魔女が金メダルとった時の話かな。あれは興奮したな～」

「前の東京オリンピックの時の話じゃねえか！　あんたの『さっき』の定義どうなってんだ！　そうじゃなくて！……さっきの俺と天花の生放送の事ですよ！」

「あ、そっちかあ。あはは、ニコ生史上に残る歴史的放送だったね～」

「笑い事じゃないですよ！　なんであんな騙だますような真似まねして──」

「だって、君達を守る為ためには、ああするしかなかったんだもん」

「ああするしかなかったって……もっと他ほかにやり方があったでしょうに」

「どんな？」

　心底不思議そうに、真顔で問いかけてくる編集長。

「い、いや、どんなって言われると……」

「天花君があのまま断筆宣言を続けてたら、解決したと思う？」

「そ、それは……」

　どう考えてもＮＯ……いや、それまでよりも、更さらにとんでもない騒さわぎになっていただろう。

「天花君の件はなんとか思い留とどまらせたとしても、その後でまた清純君が謝罪──土下座とかしてみせたら、収しゆう拾しゆうがついたと思う？」

「…………」

「あの時、この場で実行可能でなんかいい方法、他にあったかな～」

「……すぐには……思いつかないですけど……」

「でしょ～」

　にへら、と笑う。

「ま、ほんとにどうしようもなくなった時の解決策は、ここにあったんだけどね～」

　編集長は、制服の胸ポケットからＵＳＢメモリーを取り出した。

「それは？」

「う～ん。あんまりおすすめはしないけど、ど～してもっていうんなら中身、見せてあげるよ？」

「あ、じゃあせっかくだか──っ!?……………………いえ、やっぱり遠えん慮りよしておきます」

　セリフの途と中ちゆうで、悪お寒かんが全身を駆かけ巡めぐった。

　俺の本能が全力で訴うつたえていた。

『やめておけ』、と。

「うんうん、清純君は賢かしこいね～」

　一体何が入って……………………いや、もうそれについて触ふれるのはやめておこう。

「編集長。生放送の件が仕方無かったのは、百歩譲って分かりましたが……別に質問が」

「なに～？」

「なんでわざわざ、女子高生の真似して俺の前に現れたんですか？　いや、サポートしてくれようとしてたのは分かるんですが、だったら別に正体を明かして直接助けてくれてもよかったんじゃ……」

「あはは、普ふ通つうに編集長だよ～って登場するより、謎なぞのお助けキャラみたいな感じにした方が盛り上がるかな～って」

「そ、それだけですか？」

「うん、それだけ～」

「……俺が、編集部のみんなから、編集長のビジュアルを聞いてるとは思わなかったんですか？」

「あはは～。私は自分の見た目に関しては、徹てつ底てい的に箝かん口こう令れいを布しいてるからね～。清純君も、次に入ってくる新人には絶対にバラしちゃ駄だ目めだよ～」

「それはなぜ？」

「ほんとの事知った時のリアクション見るのが楽しいからだよ～」

「……それだけですか？」

「うん、それだけ～」

「……天花を潰ころすとか、『くたばれ』とか、あれ絶対、新人賞の投とう稿こう者と誤ご認にんするように誘ゆう導どうしてましたよね？　あの意図は？」

「天花君にライバル登場！　みたいにした方が、清純君のテンションが上がって燃えるかな～って」

「……これも当然？」

「うん、それだけ～」

「お前バカだろ」

　もうツッコミでもなんでもない素すの感想が、思わず口を衝ついて出てしまった。

「気持ちは分かるが落ち着け黒川。この人はマジでクソバカだが一応上司だ」

　霞副編集長が、何のフォローにもなっていないフォローを入れる。

「すみません……つい」

「あはは、いいよいいよ。なぜか私、いっつも後こう輩はいとか部下にイラつかれてるからね～」

　だからそれはあんたがバカだからだよ……というセリフはかろうじて飲み込んだ。

「……ん？」

　そこで、一つの疑問が頭に浮かんだ。

「どしたの？」

「いや、ヤバい投稿者のフリをしてたのは分かったんですけど……セリフとか態度はともかく、あの目は絶対に演技じゃ不可能だと思って……」

　書店と高校前で俺に見せたあの表情……今でも思い出しただけで寒気がする。

「ああ、あれ？　あれは演技じゃないからね」

「え？」




「ほら」




「っ──」

　あの……濁にごった瞳ひとみが目の前にあった。

　それは禍まが々まがしく、そして毒々しく、死の匂においさえ感じさせるような……こんなモノが演技である訳がない。

　という事は、編集長は心にとんでもない闇やみを抱かかえて──

「これ、演技じゃなくてただの顔芸だから」

「……は？」

　俺がその声を発した時には既すでに、にへら顔が目の前に。

「かお……げい？」

「そうだよ。宴えん会かいでやったらウケるかな、と思って一いつ生しよう懸けん命めい練習したんだ～」

「いやいやいや。そんな訳ないでしょう！　あれはどう見ても異常な──怖こわっ！」

　濁。

「あはは」

　にへら。

「……ちょっと待ってください。これ、一体どういう仕組みで──怖っ！」

　濁。

「あはは」

　にへら。

「………………ほんとにただの顔芸なんですか？」

「そうだよ。まあ変顔の一種と思ってもらえればいいかな～。あ、今もっと怖いの練習中だから、完成したら忘年会でやってあげるね～」

　……この人、マジで一体何者なんだよ……いや、そもそも人なんだろうか……

「黒川。この人に関しては考えたら負けだ。もうそういう生き物として受け入れるしかない」

　霞副編集長が軽くため息を吐つきながら、俺の肩かたに手を乗せる。

「というかね。私の事はそろそろ置いといてだね～」

　編集長はにこにこしながら、俺と天花に交こう互ごに視線を向ける。

「今は、問題が解決した事を喜ぶとしようよ～」

　その一言で、緩ゆるんでいた心が現実に引き戻もどされる。

「解決……したんでしょうか」

　コメントからすると、放送を見た人は俺の事を信じてくれたみたいだけど……あれだけで、今回の騒ぎが鎮ちん静せい化するとは思えない。

「ちっちっち。清純君、チミは自分がどれだけの事をしたか、まだ自覚がないみたいだね」

「……え？」

「あ、言い忘れてたけど、今までニコニコ生放送でしか見られなかった『なまさん！』は、次回からYouTubeでも配信されるから」

　あ、そうなのか。それは初耳だ……でもなんで今このタイミングでそんな話を？

「その為の事前実験として、今回のアレも今から投稿してみようかと思うんだ。それじゃ、小こ春はる君、やっちゃって～」

　編集長はにっこりと微笑ほほえみながら、パソコンの前に座る和のどか先せん輩ぱいに視線を向ける。

「く、黒川君……ごめんね」

　和先輩は申し訳なさそうに、マウスを一回、クリックした。

「も、もしかして……」

「うん。これでめでたく、さっきの二人のケンカが世界中に配信されたよ～」

「なにしてくれてんだ！」

「ちなみに、清純君のキメッキメの部分にはちゃんと、エコー入れといてもらったから。編集担当の小春君、その部分の再生よろしく～」

「うう……黒川君、ごめんね」

　和先輩は申し訳なさそうに、マウスを操作した。




『知らないのか？　担当編集は作家の一番の読者フアンなんだ読者フアンなんだ読者フアンなんだ読者フアンなんだ読者フアンなんだ』




「ぎゃああああああああっ！」

　アカン！　これ今すぐとめなきゃアカンやつや！

　俺は、和先輩が操作するパソコンのもとに駆け寄ろうとしたが──

「ぴゅ～っ！」

「あっ！」

　編集長がパソコンを抱えて、脱だつ兎との如ごとく部屋から逃にげ出していった。

「ま、待てえええええっ！」

「やーだよ～」

　しかし、俺が後を追ってドアの外へ出た時には、既にその姿は影かげも形もなかった。

　あ、あのガキ──じゃなくてあの婆ばあさん、一体どんな身体能力してんだよ！







　それから程ほどなくして──

「ただいま～」

　あと数年で年金受給者となるその女は、実に楽しそうに戻ってきた。

「みてみて、ツイッターで検けん索さくしてみたんだけど、天花君の株は急きゆう上じよう昇しようだよ～」

　そして文句を言う暇ひまも与あたえず、スマホの予測変へん換かん画面を見せてきた。





　天花光星　かわいい

　天花光星　健けな気げ

　天花光星　嫁よめにしたい






『光星天花』で検索してみても、ほぼ同様の結果が見られた。

「うう……恥はずかしいです……」

「……まあやり方は褒ほめられたもんじゃないですけど、天花のイメージがプラスになったんならそれは──」

「でも、清純君だって負けてないよ」

「え？」

　編集長は楽しそうに、俺にスマホを見せてくる。





　黒川清純　頭おかしい

　黒川清純　死ね

　黒川清純　爆ばく発はつしろ

　黒川清純　公開処しよ刑けい

　黒川清純　世界一恥ずかしい編集者






「放送前より悪化してるじゃねえか！」

「あはは～。あ、こんな意見もあるよ。『疑ぎ惑わくは晴れたけど、それはそれとして、明日あしたにでもクビになってほしい』だって」

「なんで!?」

　大おお袈げ裟さにリアクションをとりつつも、俺は肌はだで感じていた。

　この検索結果やコメントに──先程までのような悪意や敵意は感じられない。

「うんうん、その通りだと思うよ～」

　俺の心を読んだかのようなセリフと共に、編集長の手が肩に乗せられた。

「清純君。インターネットの世界はたしかにとっても怖いよ。一つの失言や失敗があっという間に拡散されて、人生が変わっちゃう事だってある。でもね……『正しい事』だってちゃんと広まるもんなんだよ。君の姿勢や行動は多くの人にそう認識されはじめてる。この流れはもう、ちょっとやそっとじゃ止まらないよ」

　たしかに、こうしている間にも、YouTubeの再生数はもの凄すごい勢いで伸のび続けている。この動画にどこまでの影えい響きよう力があるかは分からないけど──

「俺は……天花の担当をやめなくても……いいんですか？」

「あはは。もちろんだよ～。まあ体てい裁さい上、減給くらいはしなくちゃいけないかもだけど、その分おいしいご飯、沢たく山さん奢おごってあげるからね」

「まったく……相変わらず部下に甘い事で」

　その隣となりで、山田部長が呆あきれたように軽く息を吐く。

「ん～？　ゴーゲン君はこの処置に反対？」

「いえ、個人的には極きわめて妥だ当とうな措そ置ちかと。しかし、私より『上』に頭の硬かたいのが数人います。担当を替かえろと難なん癖くせをつけてくるかもしれませんな」

「あはは～。大だい丈じよう夫ぶだよ。せっかくこんなハッピーな雰ふん囲い気きになってるのに、そんな事言って来る人がいたら──」

　編集長は満面の笑えみで──




「私が黙だまらせるから」




「「「「「「「っ──!?」」」」」」」

　その場にいた全員の、背筋が凍こおった。

　先程の濁った瞳のようなおぞましさは感じられない。

　それはただの笑顔のはずなのに──先程よりも遥はるかに凄せい絶ぜつな表情だった。

「という事で清純君、もう大丈夫だよ」

　一いつ瞬しゆんにして普通の笑顔に戻った編集長は、

「よく頑がん張ばったね」

　まるで子供をあやす母親のように、俺の頭をそっと撫なでた。

「…………」

　不思議な感覚だった。

　つい数秒前までは、この人の笑顔に戦せん慄りつしていたのに、今は同じ人の笑顔で心がすう、と軽くなっていくのを感じる。

　この人が大丈夫と言っているなら、絶対に大丈夫……そんな確信めいた安心感があった。

　……が、俺が天花の担当として残れる件はそれでいいとしても、全すべてが解決した訳ではない。

　俺は、まだ帰らずに残ってくれていた女性達に視線を向ける。

　まずソレイユ。

　いつも笑顔で、理想的な立ち振ふる舞まいをする天使──そんな彼女のイメージは、今回の件で完全に崩ほう壊かいした。

　ソレイユがいろんなメディアに露ろ出しゆつしていたのは、イラストレーターとしての仕事に結びつける為ため。読者としても、ソレイユ本人のイメージ込みで、そのイラストを楽しんでいたはずだ。

『素す』の自分を見せてしまった事で、今後、どんな悪あく影えい響きようが出るか……

　次にひよこ。

　兼けん業ぎよう作家である事は会社に許可を取っているとの事だったが、それは当然、会社での仕事に影響を及およぼさない、という前提のもとに成り立っているはずだ。

　今回、素顔を晒さらし、それが拡散されてしまった事により、何らかの処分が下されるかもしれない。ひよこの立場を知ってしまった同どう僚りようから、嫉しつ妬とや嫌いやがらせを受ける可能性だってある。

　最後に天花。

　俺は担当を続けられる事になりそうだけど、それはただの結果だ。形としては騒そう動どう前の状態に収まったとしても、そこに至るまでの過程はなくならない。

　最終的に疑いは晴れつつあるとはいえ『仕事上の相手と不適切な関係になった作家』というイメージが刷り込まれてしまった人は多いだろう。それを完全に払ふつ拭しよくする事は不可能だ。

　今回の件は、作家としての天花光星、女性としての光星天花……その両方に、消えない傷きず痕あとを残してしまった。

　俺は改めて自分が担当しているクリエイター達を眺ながめ、忸じく怩じたる思いに駆かられた。

　本来は俺がサポートしなければならないはずの女の子達に多大な迷めい惑わくをかけて……一体何をやっているんだ、俺は。

「……ソレイユ、ひよこ、天花」

　俺は三人に向かって一歩踏ふみ出し、頭を下げた。

　改めて、謝罪しなくては。

「ありがとう」

　だが、俺の口から出てきたのは感謝の言葉だった。

　だって……仕方ないじゃないか。

　ソレイユが、俺の為に本来の姿で怒おこってくれた時。

　ひよこが、たどたどしい言葉で、彼女なりに一いつ生しよう懸けん命めい俺を擁よう護ごしてくれた時。

　天花が、俺を救わんと生放送に乱入した時。

　申し訳ないという気持ちよりも……嬉うれしさの方が遥かに強かったんだから。

　でも駄だ目めだ……編集者として、それは否定しなくちゃならない。

　クリエイターが自分の立場を顧かえりみずに、編集を助けるなんて行こう為い……認めてはいけない。

　でも、俺の口を衝ついて出たのは──

「俺……お前達の担当になれて……本当によかった」

　ただの、本心だった。

　それを聞いた三人は、

「だからアンタはセリフがいちいち恥ずかしいのよ、バカ黒川」

「うむ。苦しゅうないぞ、ピヨ純」

「私も黒川さんが担当になってくれて、本当によかったです！」

　三者三様、バラバラの反応を見せた。

　でも──




　みんな、同じ表情かおで笑っていた。
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　都内の某ぼう商社にて。

「………………ふう」

　人事部長との面談を終えた雄おん鶏どりひよこは、廊ろう下かを歩いていた。

『なまさん！』出演の翌日──つまりは今日、出社と同時に出頭命令が下った訳だが……結果は全くお咎とがめなし。

　会社にプロの作家である事を明かし、兼業を認めてもらった時に提示されていた、他の社員には内密にする、という条件……図はからずもそれを破る結果になってしまい、どうなる事かとひやひやしていたが……

「仕事上の仲間を救おうという君の心意気に感動した！　その精神を我が社での業務でも遺い憾かんなく発揮してくれたまえ！　以上!!」

　との明快なお達しのみで、放ほう免めんとなった。

「あ、ありがとうございます……」

　減給か、最悪は解かい雇こを覚かく悟ごしていただけに、拍ひよう子し抜ぬけだった。

　どんな結果になってもあの時の行動に後こう悔かいはない、と思っていたが、自分に何らかの処分が下されるような事があれば、責任感の強い清きよ純ずみは負い目を感じてしまうだろう。

「よかった……」

　それだけが心配だったひよこは、再度安あん堵どのため息を吐きながら自分の課へと戻もどった。

「あ、雄鶏ちゃん！」

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、ボーイッシュ先せん輩ぱいが勢いよく駆かけ寄ってきた。

「雄鶏ちゃん、凄いじゃん、プロの作家だったんだね！」

「ふふ、全然分からなかったわ」

　もう一人のお色気先輩も、落ち着いた微笑みを浮かべながら歩いてくる。

「あ、あの……黙だまっててごめんなさい」

　そもそも、会社の規定として副業は禁止されている。文化活動の一いつ環かんという事で認めてもらっているが、そういう『特別扱あつかい』を快く思う人はいないだろう。

「いいっていいって！　それよりさ、何かキツいと思ったら言ってね。私達ガンガンフォローするからさ」

「そうそう。雄鶏さん、真ま面じ目めすぎて力抜ぬく事を知らないわよね。ダブルワークなんだから、あんまり無理すると倒たおれちゃうわよ」

「先輩……」

　責められて当然だと思っていたのに……先輩二人の広い心に胸を打たれるひよこ。

「あ、ありがとうございます。私、今まで以上に頑がん張ばりま──」

「しかし、雄鶏ちゃんもやりますなー」

　だがそこで、ボーイッシュ先輩の顔が下げ卑びたオッサンのようなものに変化する。

「何がです？」

「あら、とぼけたって無む駄だよ。雄鶏さん、ふわふわしてるようで意外と熱いのね。大事な男の子の為ために、衝しよう動どう的に行動しちゃうなんて」

「はい、ピヨ──黒くろ川かわ編集はとっても大事な人です」

「いや、そこで真顔で答えられても……むう……天然をからかうのは難しいな」

　そこでお色気先輩が、私に任せといて、と言わんばかりに前に出た。

「雄鶏さん、実は私、あの編集の黒川さんってかなりタイプなのよね。出版社の知り合いがいるから、今度合コン組んでもらおうかしら」

「そうなんですか？　じゃあ私、事前に本人に先輩のいい所をお話ししときます」

「え？……いいの？」

「はい。先輩にはいつもお世話になってますから」

「いや、そうじゃなくて……私と黒川さんが付き合う事になってもいいの？」

「はい。どちらも私、大好きですから。とってもお似合いだと思います」

「おいおいおいおい。どうなってんだよこりゃ」

「もしかして本当に……編集者として信しん頼らいしてるだけなのかしら」

「いや、この前の反応からしてもそれはありえないっしょ」

「そうよねえ……絶対自覚が無いだけよねえ」

「私達がなんとかしてやらんと、あのＪＫかイラストレーターに取られちゃうぞ」

「正統派にツンデレ系……たしかに危険ね」

　なにやらコソコソと話し込む先輩二人に、ひよこは不思議そうに首を傾かしげる。

「どうしたんですか？」

「ああ、いや、こっちの話。ところで雄鶏ちゃん」

「なんですか？」

「実は私も黒川さんどストライクだったりするんだよね。私も合コン参加しよっかなー。あわよくば、その日の内にキスくらいは奪うばっちゃうかも」

「……それは困ります」

「お、マジで？」

「はい……どちらを応おう援えんすればいいのか分かりません」

「あー……そっち……」

「私はもっと肉食系よ。即そく日じつ大人のお付き合いとか、お願いしてみようかしら」

「……先輩」

「あら、怒おこった？」

「黒川編集は、多分そういう感じの女性は好きではないかと。それに何より、もっと自分を大事にしてください。会ったその日になんて……せっかく育ててくれたご両親が悲しみます」

「そ、そうね……ごめんなさい」

「生意気な事言ってすみません……」

「い、いいのよ、私も冗じよう談だんで言っただけだから」

「おいおいおい。これどうやったら自覚させられるんだよ」

「ちょっと……この場では無理そうね」

「はあ……時間をかけて、少しずつ落としていくか」

「そうね。そうしましょう」

　またしてもコソコソタイムに突とつ入にゆうした二人に、再び首を傾げるひよこ。

「どうしたんですか？」

「あー、いやいや、こっちの話。というか雄鶏ちゃんね、私達が黒川さんがタイプだっていうのは冗談だからね」

「そうなんですか？」

「ちょっと思うところがあってそういうフリをしてたんだけど……失敗しちゃったの」

「はあ……」

「ま、それはおいおいって話になったからもういいの。ところでその黒川さんだけどさあ、動画で見た感じだとなんか不健康そうだったよね。ちょっとクマ出来てたし」

「彼はいつもあんな感じですけど……ここの所色々あったから、余計に眠ねむれてないのかもしれません」

「あ、じゃあちょうどいいものがあるわ……ちょっと待っててね」

　そこでお色気先輩は、自分のロッカーまで赴おもむき、何かを抱かかえて戻ってきた。

「うちの両親が昨日、小旅行に行ってきたんだけどね。これ、馬ば鹿かみたいに買ってきちゃって……消費しきれないから、会社のみんなにお裾すそ分わけしようと思って持ってきたの」

「お、黒たまごじゃん。一個食べると寿じゆ命みようが七年延びるとかいう有名なやつでしょ」

「そうそう。雄鶏さん、今日、黒川さんと会う予定あったりする？」

「はい。会社が終わった後、昨日の事とか今後の予定とか話す事になってます」

「あ、それはよかったわ。これ、消費期限が今日の夜までなの」

「おー、すごいピンポイント。激務な編集者に栄養つけてもらうにはうってつけじゃん」

「そうなの。雄鶏さん、よかったらこれ、黒川さんにも渡わたしてもらえる？」

「……っ!?」

　そこでひよこが、目を白黒させた。

「わ、私がピヨ純ずみに……たまごをっ！」

「え？　雄鶏ちゃん、なにそのリアクションは……」

「というか、顔がどんどん真っ赤になっていってるけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

　お色気先輩の指し摘てき通り、ひよこの顔面は病的な程ほど、紅潮していた。

「わ、私のおっと──じゃなくて父は婿むこ養よう子しなんですけど。結けつ婚こんする際におっか──じゃなくて母が猛もうアプローチして……自分が精せい魂こん込めて育てた、最さい高こう峰ほうのたまごを渡して逆プロポーズしたらしいんです。その話を子供の頃ころから何回も聞かされてて……だから私、たまごを渡すのってそういう意味だって刷り込まれてて………………はっ！」

　そこでひよこは、何かを思いついたように、ぽん、と手を打った。

「もしかして私…………ピヨ純の事……好き？」

「「どんな気付き方だよ!!」」
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　某テレビ局。

「いやー、ソレイユちゃん、見たよあの生放送！　凄すごかったね～」

　楽屋へ挨あい拶さつに訪おとずれたソレイユに、司会者が興奮気味に話題を振ふってきた。

「ふふ、ありがとうございます」

　ソレイユは、格別の天使スマイルでそれに応じた。

「……いや、あれ見た後に今いま更さらそんな事されてもちょっと怖こわいから……出来ればやめてくんない？」

「そうですか？　では遠えん慮りよなく」

　ソレイユは言葉と同期させるように、すっ、と擬ぎ態たいを解除した。

「あー、やっぱこっちの方が楽だわ。助かりました、あの天使モード、めっちゃ疲つかれるんですよね」

「うお、生で見ると凄いな……表情から何からマジで別人じゃん……」

「幻げん滅めつしました？」

「いや、俺はさっぱりした女の子の方が好きだから、幻滅というのとは違ちがうけど……『ソレイユ』のイメージとあまりにかけ離はなれてて、慣れるのに時間がかかりそうだよね」

「そう、それですよ！　それが普ふ通つうの反応なんですよ！」

「え？」

　いきなり興奮しだしたソレイユに、面めん食くらう司会者。

「それか、思いっきり嫌けん悪お感抱いだくとか……それが当然なんですよ。私としても、それに対応した今後の自分の売り出し方を考えてたっていうのに……はあ……」

「どういう事？」

「…………こういう事です」

　ソレイユはもう一度深いため息を吐つきながら、司会者に携けい帯たいのディスプレイを向けた。




『ソレイユたん改めソレイユ様ああああっ！』『この卑いやしい俗ぞく物ぶつめを罵ののしって下さいいいいっ！』『裏・天・使・爆誕っっっっ！』『美人過ぎるイラストレーター及および、踏ふまれた過ぎるイラストレーター』『もっと描かいてくれ！　そして俺を思いっきり引っ搔かいてくれ!!』




「これはこれは……」

　連綿と続く『信者』からのコメントに、司会者は苦笑いを浮うかべる。

「……この国の男ってみんなドＭなんですか？……はっきり言ってキモいんですけど」

「ははは！　この手の輩やからはそういう言葉を聞いたら余計興奮しそうだな！」

「さ、寒気が……というか何であんな事があったのにフォロワー数が増えてるのか、理解できない……」

　騒動後、決して少なくない人数からフォロー解除されたのだが、その比にならない新規フォロワーが大挙した為ため、結果的に総フォロワー数は激増した。

「どんな経けい緯いであれ、ファンが増えるのはいい事じゃない」

「まあそれはそうなんですけど……」

　司会者は、釈しやく然ぜんとしない様子のソレイユに笑いかける。

「それに聞いたよ。あの生放送後、前にも増してイラストの方の依い頼らいが殺さつ到とうしてるって」

「あ、そっちに関しては本当にありがたいですね」

　司会者の言葉通り、仕事の依頼は激増していた。

　それはライトノベルの挿さし絵えだけに止とどまらず、ゲーム、イベントのイメージイラスト、企き業ぎようやご当地のキャラクターデザイン等、超ちようが付く速筆のソレイユの手にも余りそうな量になっていた。

　供給される娯ご楽らくが飽ほう和わ状態になりつつある現代日本においては、ただ作品の質がいいだけでは売れない。とにかく他ほかよりも目立つのが重要であり、キャッチーさが求められる。

　そう言った意味で、インパクトの塊かたまりであった先日の生放送の当事者に各社が群がるのは必然であり、イラスト界かい隈わいはちょっとしたソレイユフィーバーになりつつあった。

　宣伝の為に、本業が疎おろそかになっていては本ほん末まつ転てん倒とうだ。今後はこういったメディアへの露ろ出しゆつも、少し抑おさえるべきかもしれない。

　などと思っていた所へ──

「というかね、『こっち』関係の仕事の人からも、いくつも熱ねつ烈れつなオファーが来てんのよ。是ぜ非ひとも紹しよう介かいしてくれないか、って。この前は俺も冗談半分だったんだけど、今回はガチだよ。どう？　真しん剣けんに芸能界入り、考えてみない？」

　全く正反対のお誘さそいが。

「ありがとうございます……でも、ごめんなさい」

　考えるまでもなく、ソレイユの答えは決まっていた。

「今はイラストと……ある人の事しか考えられませんから」
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　ガタガタガタガタガタガタ。

　飯田橋にあるマンションの一室で、光みつ星ぼし天てん花かは一心不乱にキーボードを叩たたいていた。

　天花の集中力は凄すさまじい。一度執しつ筆ぴつに入ると小説の世界に没ぼつ入にゆうし、他の事はまるで気にならなくなる──のだが。

　今回はちょっと様子が違っていた。

　いや、ちょっとどころの騒さわぎではない。

（迷めい惑わくをかけた読者さんの為に、面おも白しろいものを書かなくちゃ！）

（あ……でもちょっとお腹なかすいてきたなあ……）

（休きゆう憩けいしてアイス食べようかなあ……でも今、キリが悪い所だしなあ……そもそもこんな時間にアイス食べたら太っちゃうかも……でも百キロカロリー以下のやつなら……いいよね）

（あ、楽しみにしてたお笑い番組録画するの忘れてた。もう始まっちゃったなあ……どうしよう、今からでも録とった方がいいかなあ）

（そろそろひなちゃんの誕生日だ。何かプレゼント用意しないと。時間があれば、手作りのかわいいアクセサリーとかあげたいなあ）

（こたつあったかいなあ……早めに出してよかったあ……）

　今現在、彼女の頭の中は、雑念だらけだった。

　天あま花はな光こう星せい史上、最低の執筆環かん境きよう。

　そんな状じよう況きようの中で──天花光星史上、最高傑けつ作さくが生まれようとしていた。




　通常、作家が執筆をする上で、作品の事だけが１００％頭を占しめる事など、絶対にありえない。人間である以上、どうしても様々な誘ゆう惑わくや煩ぼん悩のうが頭の隅すみに浮うかんでは消えていくものだ。

　絶対にありえないと断言しておいてなんだが……今までの天花光星は、ほぼそれに近い状況だった。

　物語が、降りてきたから。

　天花が行っていたのは、降りてきた物語を出力する作業。文体やキャラ付けなど、それを味付けする事は必要だが……物語の絶対的な部分は既すでに決まっている。

　だから、迷う必要がない。何も考える必要がない。集中や没ぼつ頭とうと言えば聞こえはいいかもしれないが……ある意味機械的な作業だった。

　それ故ゆえに、イレギュラーな要素が介かい入にゆうすると、弱い。




（駄だ目めだよ……書かなきゃ……駄目……なのにっ……）

『う……うっ……』

（せっかく……せっかく新作が多くの人に楽しんで貰もらえてるのに……浮うわついてる場合じゃ……こんな事で止まってる場合じゃ……ないのにっ）




　以前の天花は、清純に対する想おもいが抑えきれなくなり、執筆の継けい続ぞくが困難になった。

　このままでは物語が破は綻たんする、という所で──新たな物語が降りてきた。

　それは結果的に作品の質を向上させる事になったが……ここでも天花は、降りてきたものを出力していただけだ。

　では、物語を降ろしているのは一体『何』なのか？

　それは天花にも分からない。それは本当に降りてくる、としか表現しえないものであり……その、言語化の不可能な『何か』が、彼女を天才たらしめているのかもしれない。

　天花は、たとえ機械的な作業であったとしても、楽しみながら物語を書いている。だが、そのワクワクは降りてきたものを伝える楽しみであり……自ら創つくり出す喜びではない。

　降りてこない時でも、物語を書く事はできる。だがそれは、他の人間にとっては極ごく上じようの娯ご楽らくであったとしても天花にとっては駄作だった。初顔合わせの時に、黒川清純に見せた剣けん客かく小説などがその例だ。

　天花にとって小説執筆とは『降りてきたものを出力する作業』か、もしくは『降りてきていないものを戯たわむれで書き連ねる』かの二択たくだった。

　だが、今回は違う。

　天花は、降りてきた小説を疑ってかかった。

　疑って、分解して、またくっつけて、こねくり回した。

　なぜ、そんな真似まねをしようと思ったのかは分からない。

　それは単なる偶ぐう然ぜんなのかもしれないし、様々な人との関かかわり合いや試練を経ての精神的成長がもたらした副産物なのかもしれない。

　以前に抱いだいたのは、キーボードを通して、自分が世界の全すべてを構築しているような全能感だった。

　だが、今は違う。

　キーボードを通じて、世界の全てと繫つながっているような安心感。

（ああ……なんだかちょっと眠ねむくなってきちゃったなあ……）

（あ、これは違うな。この展開はもうちょっと後の方がいいかも）

（眠気覚ましに、冷たいおミカンでも食べようかなあ……あ、でもそうすると一個じゃ止まらないから、やっぱりカロリーが……）

（うん、やっぱりこっちの方が格段に面白いよね。あ、でもこうしちゃうと冒ぼう頭とうとの矛む盾じゆんが……どうしようかなー）

（冷蔵庫に入ってるゼロカロリー飲料にしようかな……ああ、でもこたつから出るの、めんど臭くさいなあ……）

（うーん……うーん……なんか全体的に締しまりが……あ！　いい事思いついた！）

　頭の半分は雑念と欲に塗まみれながらも、その指は力強く紡つむいでいた。

　自分自身が生み出し、創り上げた、物語を。

　そして──

「むにゃ……この気持ちはお墓まで持っていきますけど……黒川さん……やっぱり好きです」

　一番強い欲望を口にしながら眠りについた時、原げん稿こうは完成していた。







「…………はっ！」

　彼女は、目覚める。

（ああ……原稿を書きながら眠っちゃったんだ…………ん？）

　そこで襲おそってくる、強きよう烈れつな違い和わ感。

（ここ…………どこ？）

　東京の飯田橋にあるマンションの、自分の部屋だ。寝ねぼけた頭でもそれは分かる。

　だが天花は、全く同じ事を今度は言葉として発した。

「ここ…………どこ？」

　自分が、昨日までとは別の場所にいる気がしたからだ。
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　つまらない……

　曇どん天てんの中、一人、道を歩く少女がいた。

　彼女はこの年にして既に、世の中に対する興味を失っていた。

　少女の周辺には彼女に比ひ肩けんするような人間が存在しなかった。

　運動においても、勉学においても、容姿においても。

　遍あまねく分野において比類無きスペックを誇ほこる少女の心にあるのは、優越感や充じゆう実じつ感ではなく、どうしようもない倦けん怠たい感のみだった。

　何をしても面白くない……

　少女の目は、頭上に広がる鈍にび色いろの空よりも遥はるかに淀よどみ、厭えん世せい的な色に満ちていた。

「いてっ！」

　そのタイミングで、正面から歩いてきた大学生らしき男性と、少女の体がぶつかった。

　男は歩きスマホをしており、少女の存在に気付いていなかった。

　少女は半歩横にずれていたのだが、画面に夢中になった男が蛇だ行こうした為ため、僅わずかに接せつ触しよくしてしまった。

「ああっ！」

　男の顔が、悲痛なものに変わる。

「おい、どうしてくれんだよ。テメエのせいでハイスコア逃のがしちまったじゃねえか」

　どうやらゲームのアプリの話らしい。あまりのくだらなさにため息の一つもつきたくなったが、まともに相手にするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「すまない。私の不注意だっ──」

　肩かたに、衝しよう撃げき。突つき飛ばされた少女はバランスを崩くずし、地面に尻しり餅もちをつく。

「次から気ぃつけろよ」

　溜りゆう飲いんを下げた様子の男はそう吐はき捨てて、少女に背を向けて歩き出し──

「おい」

「ん？……っ!?」

　男が振ふり向いた時には、少女の正せい拳けんがその鳩尾みぞおちに突き刺ささっていた。

「か……はっ……テ、テメ──っ!?」

　続け様に、今度は少女の足が男の顎あごを捉とらえていた。

　後方に宙返りしながらの蹴けり技わざ──サマーソルトキックだ。

「あ……がっ……」

　華か麗れいに着地した少女の横で、男は顎を押さえて地面をのたうち回っていた。

　少女はその股こ間かんを──躊躇ためらいなく踏ふみつけた。

「ぎゃあああっ！」

「貴様。己おのれの所業を棚たなに上げ、よくも気をつけろ、などとのたまったものだな」

　そして、平然と言い放つ。

「潰つぶしてやろうか？」

「っ──!?」

　男の顔面が恐きよう怖ふに染まったのを確かく認にんし、少女は彼の急所から足を離はなす。

「消えろ、痴しれ者が」

「すすす、すみませんでしたああああああああああっ！」

　脱だつ兎との如ごとく逃にげ出す男の背中を眺ながめながら、少女は深いため息を吐く。

　つまらない……

　なぜ、こうも体格差のある相手に、あそこまでしてやられるのか？

　あの男に限った事ではない。

　なぜ、周りの人間は自分に敵かなわないのか？

　いつもこうだ。自分が少しでも本気を出すと、周りから浮ういてしまう。

　そして皆みな、自分を異物であるかのような目で見て、恐おそれるのだ。

　だから、本気を出さなくなった。同世代の人間に溶とけ込むように、努力した。

　しかし、その努力を続ければ続ける程ほど……世界は色いろ褪あせていった。

　何をしても心が動かされる事がなくなり、感情が死んでいっているように感じた。

　そんな中で生きている意味は……あるのか？

　先程までよりも強い厭世感に囚とらわれた少女は、再び深いため息を吐きながら歩き出した。




　先日、この鬱うつ屈くつした思いをどうにか発散させようと、小説を書いてみた。

　ほんの戯れで記したそれを、たまたま締め切りが近かった新人賞に投とう稿こうしてみた。

　予感……というか確信がある。あの小説は──何らかの賞を受賞する。

　だが、たとえそうなろうと、自分が満たされる事はないだろう。

　プロの小説家の文章を読んでも、心が震ふるえた事は一度もない。

　彼ら──もしくは彼女らと競きそい合う事になっても……私の心は沸わき立たないだろう。

　そんな事を考えながら、しばらく進んだ所で突とつ然ぜん──




「……………………………」




　その足が、止まった。

　少女は、超人であっても超能力者ではない。

　だが、感じた。

　たしかに、感じた。

　オカルトじみた感覚だったが、不思議と受け入れられた。

　そして、信じられた。

　世界のどこかで、誰だれかが──自分と同じ場所まで上がってきた事を。

「……ほう」

　久方ぶりに心に火が点ついたような気がして、少女は妖あやしく嗤わらった。

　そこで──

「あ、おはよーっ！」

　それとは対照的に、屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けながら、駆かけ寄ってくる女の子がいた。

「おはよう」

　少女は同級生に挨あい拶さつを返しながら、ずれてしまった背中のランドセルを背負い直した。








あとがき






　今回はちょっと真ま面じ目めな事を書きます。

　本作『美少女作家と目指すミリオンセラアアアアアアアアッ!!』ですが、この三巻を書き始めた時点では続きが出せるという確証がありませんでした。

　この場合、非常に難しいのは、もしも完結となっても綺き麗れいにまとまるようにしつつ、いざとなったら続けられるような話を書かなくてはならない、という事です。

　これはとてもデリケートな作業で、大きなストーリーの流れは当然として、細かい部分にも気を配らなければなりません。

　投げっぱなしになってしまってはいけないので、次巻へと持ち越こすような伏ふく線せんはよろしくないです。

　たとえば『いつもは左に曲がっているはずの清きよ純ずみのチン○が、その日はなぜか右に曲がっていた』という事象が発生した場合、必ずこの巻の中でその理由を判明させなくてはなりません。

　そこにシリーズの根幹をなすような謎なぞを組み込む事はできず、ただ単純に『チ○ポジの問題だった』というような、刹せつ那な的かつ低俗な理由にせざるを得ないのです。

　続刊が出ないかもしれないという恐きよう怖ふが如何いかほどのものか……少しはご理解いただけましたでしょうか。

　真面目な事を書いたら疲つかれたんで、謝辞に移ります。

　担当編集ワラちゃん。貴女あなたが作中の和のどか小こ春はる嬢のような胃痛状態になっていない事を、切に願います。

　イラストを担当していただきましたMikaミカ Pikazoピカゾさん。相変わらず最高なイラストをありがとうございます！　表紙のソレイユの左人差し指がクイッてなってるのがツボです。

　本書の出版・流通・販売の過程においてご尽じん力りよくいただきました全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆みな様に一番の感謝を。

　本作は皆様にご愛あい顧こいただきましたおかげで、めでたく重版となり、無事に四巻を出版できる運びとなりました。

　とはいえ、その先の見通しはまだまだ不透明な状態でございます。

　僕の強きよう烈れつな伏線欲を満たす為ためにも、今後ともお付き合いいただければ幸いです。

　それでは、夏に発売予定の四巻でお会いしましょう。


二〇一八年　二月　春日部かすかべタケル


















清純「みなさんこんにちは、編集者の黒くろ川かわ清きよ純ずみです」

霞　「……………………………………………………（ピコピコ）」

清純「いや、副編集長、ゲームやってないで挨拶して下さいよ……」

霞　「失礼な。私がやっているのはゲームではない。スーパーマ○オだ」

清純「キングオブゲームじゃねえか！」

霞　「やれやれ仕方無いな……そもそもなんで私が選ばれたんだ？　こういうのはメインヒロイン級が担当するものだろう」

清純「いやまあそれは大人の事情がありまして……『アニメイ○』さんの特典には天てん花かとうちの編集部の虹にじ江えさんが、『ゲーマー○』さんの特典にはひよことソレイユが出てますから、被りを防ぐっていう意味で、副編集長に白羽の矢が」

霞　「なるほど。私はキャラ的に『もろだし書房』の特典に相応しいという訳か」

清純「ねえだろそんな書店！　これは電子書籍版の特典です！」

霞　「なるほど電子書籍か……私は個人的に多用しているが、黒川はどうだい？」

清純「うーん、ちょうど半々くらいですね。便利なんでよく使ってますけど、この本は紙媒体でほしいなーって気分の時はそっちで買ってますし。あ、あと本の物理的な大小で買い分ける事もありますね。置き場にも限界がありますし、厚みのあるものは電子で、薄くてかさばらないものは紙で……みたいな感じで」

霞　「エロ本は？」

清純「ああ、それも場合によって──って何を言わせようとしてんだ！」

霞　「なるほど。厚みのある巨乳ものは電子で、薄いツルペタ系は紙で……という事か」

清純「曲解ってレベルじゃねーぞ！」

霞　「ふむ……とことん突き詰めたい所だが、尺も少ない事だし話題を戻そうか。私が選抜された理由は理解したが……一人だけではいささか女子成分が足りない気がしないかい？」

清純「そんな下ネタ全開で女子成分とか、どの口が言ってんですか……まあでも、他の特典ではたしかに女子キャラ二人ずつ出てますね」

霞　「ふむ……それでは和のどかでも呼んでみようか？」

清純「いや、先輩はいつもの変態作家の暴走を止める為に外に出てるんで、今はちょっと無理かと」

霞　「ふむ……それではアヤネでも呼んでみようか？」

清純「いや、それはこの三巻の新キャラで、まだ本編を読んでない人も多いでしょうから、できれば避けた方がいいかと」

霞　「ふむ……それではハルヒでも呼んでみようか？」

清純「出てくれる訳ねえだろ！　身の程をわきまえろ！」

霞　「ふむ……それではカスミでも呼んでみようか？」

清純「いや、霞副編集長はもう出てますよね」

霞　「いや、ポケモ○の方のカスミ」

清純「だから出てくれる訳ねえだろ！」

霞　「難しいな……では、人数での不利は質でカバーするしかないか。読者サービスとして、私が脱ぐとしよう」

清純「いやいやいや！　『美少女作家と目指すミリオンセラアアアアアアアアッ!!』はそういうエロが売りの作品じゃありませんから」

霞　「エロ？　私が脱ぐと言っているのはこの便所サンダルの話だが」

清純「今更だけどなんでそんなもん履いて仕事してんだ！」

霞　「だってほら、うちは佐土川サンダル文庫だろ」

清純「だからって副編集長が便所サンダル履く必要はないでしょ……そもそも、なんでサンダル文庫なんて名前になったんでしょうね？　元ネタの角川スニーカー文庫のパロディなのは分かりますけど」

霞　「ふむ……どうやらイニシャルをＳにする、というのと『はくもの』という縛りのもとに考え出されたらしいな」

清純「なるほど……まあたしかにそれだと、ある程度絞られちゃいますよね」

霞　「他の候補としては佐土川ソックス文庫、佐土川ストッキング文庫、佐土川スカート文庫などが挙がっていたらしい」

清純「ああ、それだとみんな女性向けレーベルみたいなイメージになっちゃいますね」

霞　「そんな事はない。私の父はよくスカートをはいていた」

清純「唐突に何をカミングアウトしてんだ一体！」

霞　「ああ、ちなみに彼の名誉の為に言っておくと、下半身じゃなくて顔にはいていたよ」

清純「上級者にも程があるだろ！」

霞　「黒川、大変だ。もう残り時間がない」

清純「そ、それはまずい。このままじゃ読者の脳内イメージが、頭にスカートはいたオッサンで終わっちゃいますよ。それになんとかオチを付けないと」

霞　「私の父はハゲていてね」

清純「だから何のカミングアウトだ！」

霞　「ほら、電子書籍だけに髪（紙）が無いという事で」

清純「無理矢理オチつけた!?」

霞　「読者の脳内イメージもなんとかしよう。スカートの中にあるのが私の父の顔だと問題がある？　逆に考えるんだ。私の父はパンティーが擬人化した存在だと考えるんだ」

清純「られるわけねえだろ！」
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